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 わ れ わ れ は ，10年 以 上 に わ た りWAI技 法 に

よ る 自我 の 実 証 的 分 析 を 進 め て きた 。 しか し， ま

だ や り残 され て い る課 題 もあ る。本 稿 で は ， この

よ うな課 題 に 焦 点 を あ て て 分 析 を試 み る。 ま ず ，

本 章 で は， どの よ うな課 題 が 残 され て い るか に つ

い て述 べ る こ とにす るが ，そ の前 にWAI技 法 に

つ い て簡 単 に触 れ て お く。 な お， わ れ わ れ の これ

まで の成 果 に つ い て は， 「組 織 行 動 研 究 」 のNo.

25(VoL 16)(槇 田 ・岩 熊 ，1990)， No.28(Vo1 .

19)(岩 熊 ・槇 田 ，1991b)， No.30(Vol.21)(槇

田 ・岩 熊 ・西 村 ，1992)に 掲載 され て い るの で 参

照 され た い 。

1.WAI技 法

 WAI技 法 は ， KuhnとMcPartland(1954)

に よっ て考 案 され た 技 法 で あ る。 こ の技 法 に お い

て被 験 者 は ，「自分 は 誰 で し ょ うP(Whoam I?)」

とい う問 に 自問 自答 して ， 思 い つ い た 回 答 を 自由

に20個 記 述 す る 。 そ の ため ， 得 られ る反 応 は ，

被 験 者 自身 に よ って 筆 記 され た 言 語 反 応 とな る。

また ，WAI技 法 で は20の 回答 が 得 られ る と こ

ろ か ら，20答 法(TST：Twenty Statements

Test)と も呼 ぼ れ てい る 。 こ こで は ， わ れ わ れ の

用 い て い るWAI用 紙 と施 行 手 順 を示 して お く。

[wai用 紙]

 WAI技 法を施行する際に必要 となるWAI用

紙は，中学生以上の被験者を対象 とした 「一般用

WAI用 紙」，小学生を対象とした 「小学生用WAI

用紙」，老人を対象とした 「老人用WAI用 紜」，

そ して， 施 行 状 況 に よ り記 名 させ る こ とが 難 しい

場 合 のた め の 「無 記 名WAI用 紙 」の4種 類 が 用

意 され て い る 。「一 般 用WAI用 紙 」 に は ， B4版

の紙 が 用 い られ ， 左 半 分 に は フ ェイ ス ・シ ー トと

被 験 者 へ の 教 示 が 印 刷 され ， 右 半 分 に 被験 者 が 反

応 を 記 入す るス ペ ース が設 け られ て い る。 左半 分

の フ ェイ ス ・シ ー トに は ，氏 名 ，性 別 ，調 査 日時 ，

生年 月 日，年 齢 ，現 住 所 ，未 婚 ・既 婚 ，職 業 ， 学

歴 を記 入す る欄 が あ り， そ の下 に は， 以下 の よ う

な被 験 者 へ の教 示 が 印刷 され て い る 。

 「私 は誰 で し ょ う?」(WhoAmI?)と い う問

い に 対 し， あ な た の こ とに つ い て ，20通 りの

異 な る答 え を 右 の ペ ー ジの1番 か ら順 に 書 い て

い って くだ さい 。思 い つ くま まに ， 自由 に 書 い
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て い って くだ さい 。 書 き終 った ら，1か ら20

まで の 答 え を 見 て ， 特 に 自分 ら しい と思 わ れ る

答 え の 番 号 を ○ で 囲 ん で くだ さい 。 ○ は い くつ

つ け て もか まい ませ ん 。 も し， ど うして も最 後

(20番)ま で 答 え を 思 い つ か な い場 合 は ， 思 い

つ く と ころ ま で で結 構 です の で ， そ こま で の 内

容 で ， 自分 ら しい と思 わ れ る答 え の番 号 を○ で

囲 ん で くだ さ い 。

 用 紙 の右 半 分 の反 応 を 記 入す る欄 は ，20本 の

罫 線 が 引 か れ ，各 行 の 先 頭 に1か ら20の 番 号 が

付 け られ た だ け の ，もの で あ る。被 験 者 は ， これ ら

の各 行 に1答 ず つ 反 応 を記 入 して い き，最 終 的 に

20の 回 答 を 記 入 す る こ とに な る 。

 「小 学 生 用WAI用 紙 」 は ， 一 般 用 と同 じ大 き

さの紙 を用 い ，形 式 も フ ェイ ス ・シー トと教 示 を

除 い て 同 じに な って い る。小 学 生 用 の フ ェイ ス ・

シ ー トの項 目は， 氏 名 ， 性 別 ， 調 査 日時 ， 生 年 月

日， 年 齢 ， 現 住 所 ， 親 の職 業 ， 学 校 名 ， 学 年 で あ

る。教 示 は ， 以 下 の よ うに ， 一 般 用 よ りも平 易 な

ものに な っ てい る 。

 「私 はだ れ で し ょ う?」 とい う問 い を 自 分 に

して み て くだ さい 。 そ し て ， そ の 問 い に 対 す

る，20通 りの それ ぞれ ちが う答 えを ，右 の ペ ー

ジの1番 か ら順 番 に 書 い て い っ て くだ さい 。思

い つ くま まに ， 自由 に 書 い て い って下 さい 。 も

し，20番 まで 答 えを 思 い つ か な い と きは ，思 い

つ くと ころ ま で で か ま い ませ ん 。答 え を書：き お

え た ら， あ な たが か い た答 え を見 て， 特 に 自分

ら しい と思 う答 え の番 号 を○ で か こ ん で くだ さ

い 。○ は， い くつ つ け て もか ま い ませ ん 。

 「老 人用WAI用 紙 」 は ， 字 を 大 き く して縦 書

き に 印刷 した も の で， 大 き さはB4版 で あ るが ，

フ ェイ ス ・シ ー トと反 応 の記 入 欄 の2枚 綴 りに

な っ てい る 。また ，「無 記 名WAI用 紙 」は ， フ ェ

イ ス ・シ ー トの 記 入 欄 を 年齢 と性 別 だ け に 限 って

あ る 。

[施行手順]        ノ

 WAI用 紙は，被験者や施行状況に合わせ，上

記の4種 類の中から適切なものが選択される。小

学生の被験者(3年 生以上)に 対 しては小学生用

を用い，それ以上の被験者に対 しては一般用を用

いるが，老人の一一部には老人用 も用いている。ま

た，記名式のWAI用 紙では施行がむずか しい場

合に限 り，無記名のWAI用 紙を使用す る。

 施行手順は，2つ の手続きのいずれかで行なわ

れている。最も一般的なものは集団施行によるも

のである。この手続 きは，授業時間や集会 ・会合

において施行す る場合に用いられる。この場合，

用紙を配布 し，被験者全員に対 し口頭で教示を行

ない，その後，被験者か らの質問を受けつけ る。

反応に要す る時間には個人差があるため，各 自が

自分のペースで反応す るよう教示 し，20分 か ら

40分 程度の時間をとって施行す る。もう1つ は，

個人的に被験者に依頼 して反応を求めるものであ

る。この場合，用紙を手渡して口頭で教示を行な

い，自宅で記入して提出す るよう求める。

 わ れわ れ は ， 以 上 の よ うな 方 法 で 約14，000名

のWAI反 応 を 収 集 してい る 。そ して ，反 応 の 内

容 分 析 を 中心 に分 析 を進 め て きた 。 これ は ，WAI

技 法 に よっ て具 体 的 に ど の よ うな 反 応 が 得 られ る

か を，KJ法(川 喜 田 ，1967)を 用 い て分 類 ・整

理 し， そ の結 果 に 基 づ い て “基 準 書 ” と 呼 ば れ

る反 応 カ テ ゴ リーを 作 成 す る とい うも ので あ る 。

さ らに ， 基 準 書 を用 い て す べ て の反 応 を 分 類 評 定

し， 反 応 頻 度 の分 析 も行 な って い る 。基 準 書 は ，

数 回 に わ た る改 訂 が 重 ね られ ，1992年 に168の

カ テ ゴ リーか ら成 る 「最 終版 基 準 書 」 が 完成 され

て い る(槇 田 ・岩 熊 ・西村 ，1992)。

2.回 答の出現順序

 残 された課題の1つ は，回答の出現順序の分析

である。WAI技 法において被験者は，「私は誰で

しょう?」 という問に自問自答 して20の 回答を

反応する。回答の出現順序とは，各回答が20答

の うちの何答 目に現れたかとい うことである。わ

れわれの研究では，反応の内容分析が中心に行な

われてきたが，出現順序 との関連は詳細に検討 さ

れていない。しかし，出現順序 と内容との関連を



分 析 す るこ とは ，WAI技 法 に 反 応 す る際 ， 個 人

の中 に ど の よ うな プ ロセ ス が あ る の か に つ い て

の示 唆 を 与 え て くれ る も の と思 わ れ る 。 また ，20

の回 答 が す べ て1人 の被 験 者 の “私 ”を 表 して い

る こ とを 考 慮 す れ ば ， 個 人 内の ダイ ナ ミ ックス に

関 す る知 見 が 得 られ る こ と も期 待 で き る 。 これ ら

は ，WAI技 法 の特 性 を 理 解 す る上 で も， また ，

自我 あ るい は パ ー ソナ リテ ィとい うもの を理 解 す

る上 で も， 意 味 あ る分 析 と言 え るで あ ろ う。

 既 に 内 外 の 先 行 研 究 に お い て ， 回 答 の 内 容 と出

現 順 序 との 間 に 関連 が あ る こ とが 示 され て い る

(e.g.，古 沢 ・星 野 ，1962；Kuhn&McPartland，

1954； 高 垣 ，1974)。 例 え ば ，WAI技 法 の考 案者

で あ るKuhnとMcPartland(1954)は ， 回答 を

反 応 内 容 に よ っ てconsensualな 言 及 とsub・

consensualな 言 及 と の2つ に 分類 し， 出現 順 序

との関 連 を分 析 して い る 。consensualな 言 及 と

は ， 例 えぽ ， 性 別 ， 職 業 ， 役 割 な どに つ い て の記

述 の よ うな ， 自他 が 共 に 客 観 的 に 認 め る こ とが で

き る反 応 で あ る 。一一方 ，subconsensualな 言 及 と

は ， 自分 の 心理 状 態 ， 自己 評 価 ， 性 格 に つ い て の

記 述 の よ うな ， 反 応 者 自身 に よ る解 釈 を 含 む 反 応

で あ る 。分 析 の結 果 ，WAI技 法 で はconsensual

な 言 及 が 初 め に 現 れ て ， そ の 後subconsensua1

な 言 及 に 移 行 す る こ とが 確 認 され た 。 さ らに ，

consensualか らsubconsensualへ 移 行す る まで

の 回答 数(locus score)と 被 験 者 の 宗教 との 間 に

関 連 が あ る こ と も示 され て い る。 つ ま り，WAI

技 法 で は， 初 め に客 観 的 に 明 確 な 属 性 な どが 現

れ ， そ の後 よ り主 観 的 な評 価 を含 んだ 反 応 が 現 れ

る。 そ して， 両 者 の回 答 数 に は 明確 な個 人 差 が あ

る とい うこ とに な る。

 こ の よ うに ， 回 答 内容 と出現 順 序 の間 に 何 らか

の関 係 が あ る こ とは 確 か で あ るが ， そ の関 係 を 明

確 に す るた め に は ， よ り詳 細 な 回 答 内容 の分 析 を

行 な う必 要 が あ る 。わ れ わ れ は ， 前 節 で も述 べ た

よ うに ，WAI反 応 の 内容 分 析 を 通 じて ， 「基 準

書 」 と呼 ば れ る反 応 カテ ゴ リーの 作 成 を 行 な って

き た 。そ して，1992年 度 に は ，数 回 にわ た る改 訂

の結 果 ， 「最 終 版 基 準 書 」 が 完 成 され て い る (槇

田 ・岩 熊 ・西 村 ，1992)。 この 基 準 書 は168の カ

テ ゴ リーか ら構 成 され てお り， 回 答 内容 の詳 細 な

一 一序 にかxて 一一  7

分析が可能 となる。そこで，第2章 では，この基

準書を用いて，回答の内容と出現順序の関係につ

いて体系的に検討を加えることにする。

3.自 分 ら しさの○

 もう1つ の課題は，われわれが 「自分らしさの

○」 と呼んでいるものの分析であ る。われわれ

は，WAI技 法を施行する際，被験者に，書き終え

たすべての回答を見て，特に自分らしいと思 う回

答の番号に○を付けるよう教示している。被験老

自身が特に自分らしいと考える回答の特徴を理解

することは，自我 ・自己を考える上で意味深い。

 ところで，これは，従来，回答の心理的負荷の

分析と呼ばれてきたものに含めて考えることがで

きる。WAI技 法の心理的負荷に関する分析では，

被験者が各回答に対 してどのような感情や評価を

持っているか，あるいは，回答す る際にどのよう

な心理的な特性があるかを検討 している。このよ

うな研究では， 例えぽ， 「スラスラと出てきたか

どうか」「日頃の行動に影響しているか ど うか」

「ハ ッキ リ自覚しているかどうか」 などの複数の

項 目を設け，それ らについて被験者自身に評定を

行なわせている(e.g.， 高垣，1974)。

 多くの項 目について評定を行なわせることで，

より詳細な分析が可能となるが，その一一方で，被

験者の負担が大きくなる。実は，われわれも，研

究の当初，複数の項 目についての評定を行なわせ

ていたが，被験者の負担と用紙の レイアウ トを考

慮 して，「自分らしさの○」に限ることにした。こ

れだけならば，被験者の負担は さほ ど大 きくな

く，用紙に評定のためのスペースを設ける必要 も

ない。評定項目として 「自分らしさ」を選択 した

理由は，われわれの研究目的が自我 ・自己の実証

的な分析にあるためである。WAI技 法に現れた
  し

20の 回答は， すべて被験者にとっての自分を表

しているわけだが，その中でも特によく自分を表

している回答を知ることに よって，“自己の感覚”

や自我 ・自己の “中心”の問題に接近できると考

えた。/

 ところが，これまでは回答の内容分析に時間を

要 したため，この問題も詳細に検討す ることがで

＼
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きなかった。しか し，先にも述べたように，基準

書が一一応完成 し，一般的な内容分析も一段 落つい

たため，懸案であった 「自分らしさの○」につい

て検討を加えることに した。本稿の第3章 では，

自分らしい回答の特徴を内容的な側面から分析す

る。具体的には，出現順序の分析と同様に，「最終

版基準書」を用いて，○の付いた回答の内容の検

討を行な うことにす る。

4.WAI技 法 による個人の理解

 残 され た課 題 と して最 も重 要 な も の は，WAI

技 法 を個 人 の パ ー ソナ リテ ィを 理 解 す るた め に 活

用 す る こ とで あ る 。 わ れ わ れ は ，WAI技 法 以 外

に も個 人 のパ ー ソナ リテ ィを理 解 す るた め の 心理

学 的 技 法 の 開 発 を 行 な って きた(e.g.， 槇 田 ・小

林 ・兼 高 ，1992； 槇 田 ・中野 ・伊 藤 ，1990； 槇 田 ・

佐 野 ，1965； 佐 野 ・槇 田 ，1960； 佐 野 ・槇 田 ・坂

部 ，1985)。WAI技 法 に つ い て も，個 人 の パ ー ソ

ナ リテ ィの 中 心 的 な 部 分 で あ る 自我 ・自己 を理 解

す るの に 有 効 な技 法 で あ る と考 え， そ の研 究 に着

手 した 。従 っ て， わ れ わ れ の最 終 的 な 目的 は， 自

我 ・自己 の心 理 学 的 な理 解 と，WAI技 法 を個 人

の パ ー ソナ リテ ィ理 解 に役 立 つtoo1と して確 立

す るこ との両 者 に あ る と言 え る 。

 こ の2つ の 目的 は 相 互 に 関 連 し合 って お り， 一一

方 だ け を 達 成 す る こ とは で きな い 。 即 ち ，WAI

反 応 の分 析 か ら 自我 ・自己 の 一 般 的 な 理 解 が 進

み ，そ こで 得 られ た 知 見 に 基 づ い てWAI技 法 を

個 人 理 解 に ど う役 立 て るか が 明 確 に な って く るの

で あ る 。 この よ うな理 由 か ら， わ れ わ れ は， 内 容

分 析 を 中心 とす るWAI反 応 の分 析 に 力 を入 れ ，

自我 ・自己 につ い て の一 般 的 な理 解 を 目指 して き

た 。 そ して これ は ，WAI技 法 の特 性 の理 解 に も

つ なが る と考 えた 。

 しか し，WAI技 法 を パ ー ソナ リテ ィ把 握 の た

め の道 具 と して 確 立 す るた め に は ， こ の よ うな 一

般 的 な 分 析 だ け で は 十 分 とは 言 え な い 。WAI技

法 を 用 い て 個 人 の パ ー ソナ リテ ィを把 握 す るた め

の 具 体 的 な方 法 を 確 立 して お く必要 が あ る。 そ の

た め に ， わ れ わ れ は ， い くつ か の試 み を行 な っ て

い る。 そ の1つ が 「WAI事 例 集 」(岩 熊・・槇 田 ，

1991b； 槇 田 ・岩 熊 ，1990； 槇 田 ・岩 熊 ・西 村 ，

1992)で あ る 。 これ は ， これ まで に 収 集 され た約

14，000名 のWAI反 応 か ら，年 齢 ・性 別 を考 慮 し

て 典 型 的 な もの や 特殊 な もの を133事 例 選 び 出

し， そ の 反 応 を ほ ぼ そ の まま の形 で掲 載 した もの

で あ る。 事 例 集 で は ，短 い コ メ ン トが 付 け られ て

い るだ け で ，個 人 の パ ー ソナ リテ ィにつ い て の解

釈 は 行 な わ れ て い な い 。 しか し， 個 人 の反 応 を ト

ー タル に見 て
， さ らに， 個 人 間 のバ リエ ー シ ョン

を知 る こ とは，WAI技 法 を パ ー ソナ リテ ィ理 解

に活 用 す る上 で も役 立 つ も の と思 わ れ る 。

 も う1つ は，WAI技 法 に よ っ て得 られ た 回 答

間 の関 連 性 を被 験 者 自身 に 評 定 させ る実験 で ，大

学 生50名 を 被 験 者 と して 行 な わ れ た(岩 熊 ，

1986； 岩 熊 ・槇 田，1989)。 個 人 の20の 回 答 は ，

そ れ ぞ れ 内容 が 異 な って い て も， 相 互 に 関連 しあ

い ，1人 の “私 ” を 構 成 し て い る 。 従 っ て ， 回

答 間 の関 連 性 を 分 析す る こ と に よ っ て ， 個 人 の

self・imageの 構 造 や， 自我 ・自己 の構 造 に つ い

て も有 益 な 知 見 が 得 られ る もの と考 え られ る。 ま

た ， 自分 が 記 述 した 回答 に対 す る被 験 者 自身 の意

見 や 感 想 を 聞 く こ とに よっ て，WAI反 応 の個 人

に と って の意 味 づ け も明確 に な っ て くる 。 これ ら

の知 見 は， 個 人 の パ ー ソナ リテ ィ全 体 に お け る

WAI反 応 の意 味 づ け を行 な う上 で も重 要 と言 え

るで あ ろ う。そ こで ，第4章 で は ， こ の実 験 に つ

い て述 べ る こ とに す る 。

 そ して 最 後 は ， 実 際 に 個 人 の パ ー ソナ リテ ィの

把 握 を 必 要 とす る場 面 に お い て 用 い られ る，WAI

技 法 の施 行 ・分 析 の手 続 き を 確 立 す る試 み で あ

る 。 こ の よ うな 場 面 は ， 臨 床 的 な 相 談 ， 企 業 の 人

事 評 価 ， 教 育 相 談 な ど様 々で ， 制約 条 件 や 目的 も

異 な る。 従 って ， 画 一 的 な 手続 き を設 定 す る こ と

は 難 しい 。 しか し， どの よ うな場 面 で あれ ， 個 人

の パ ー ソナ リテ ィが 正 確 に把 握 で き， 施 行 や 分 析

に高 度 な知 識 や 多大 な労 力 を必 要 と し な い も の

が 望 ま しい 。WAI技 法 自体 は， 施 行 が 比 較 的 簡

単 な技 法 で あ り， しか も， 他 の技 法 で は わ か らな

い 部 分 を 把 握 で き る 。そ うい う意 味 で は ， 実 際 の

パ ー ソナ リテ ィ診 断 に お け る 有 効 性 も 期 待 で き

る 。わ れ わ れ は ， 多 くの個 人 の分 析 を 積 み 重 ね る

こ とに よ り， な るべ く多 様 な場 面 で用 い る こ と の
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で き る施 行 ・分 析 の手 続 き の 確 立 を 目指 し て き

た 。 と ころが ，WAI技 法 で 把 握 で き る情 報 に は

限 りが あ るため ， 他 の技 法 も含 め た テ ス ト ・バ ッ

テ リー を構 成 す る こ とが 必要 とな る。 そ こ で， 第

5章 で は， 文 章 完 成 法 テ ス ト(SCT)とWAI技

法 に よ る事 例分 析 につ い て述 べ る こ とにす る 。

 これ ら3つ の試 み に よっ て，WAI技 法 に よ る

個 人 の パ ー ソナ リテ ィ把 握 が あ る程 度 可 能 に な る

もの と考xら れ る。 しか し， わ れ わ れ が 行 な う事

例 分 析 に は， 数 に お い て も そ の多 様 性 に お い て

も， 自ずと限界がある。WAI技 法をパーソナ リ

ティ把握のための技法として確立するためには，

多様な個人，多様な場面，多様な分析者による事

例を積み重ね，その中からよりよい方法を作 り上

げてい く必要がある。

 以上，われわれに残された課題について述 べ

た。次章以降ではそれぞれの問題についての分析

を示すことにする。
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回答の出現順序の分析

1. 目的

2.方 法

3.結 果

4.考 察
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1.目 的

 WAI技 法 で は被 験 者 が20答 の そ れ ぞ れ 異 な

る回 答 を 反 応 す る 。回 答 の 出 現 順 序 とは ， 各 回 答

が1～20答 の うち の 何 答 目に 現 れ るか とい うこ と

で あ る。 出 現順 序 に は 反 応 時 に お け る被験 者 の心

理 過 程 が 反 映 され て お り， これ を分 析 す る こ とに

よっ て ，被 験 者 内 の ダイ ナ ミ ックス を知 る手 が か

りを得 られ る と考 え られ る。 さ らに， この よ うな

手 が か りか ら， 自我 ・自己 の構 造 につ い て も何 ら

か の知 見 が 得 られ るも の と期 待 され る 。そ こ で，

本 章 で は， 回 答 の 出現 順 序 と 内容 と の関 係 を 分 析

し， 反 応 時 の心 理 過 程 や 自我 ・自己 の構 造 に つ い

て検 討 を加 え る 。

 前 章 で も述 べ た よ うに ，KuhnとMcPartland

(1954)は ，回 答 の 出 現順 序 と 内容 との 間 に 明 確 な

関連 が あ る こ とを示 して い る 。彼 らは ， 回 答 内 容

をconsensualな 言 及 とsubconsensualな 言 及

とに分 類 し， 出現 順 序 との 関連 を見 て い る。con-

sensualな 言 及 とは ， 「そ の成 員性 の制 限や 条 件

が常 識 で あ る よ うな ， グル ー プや ク ラス に言 及 し

て い る記 述 」(Kuhn&McPartland，1954， P.69)

で ， 例 え ば ， 「学 生 で あ る」 「女 の 子 で あ る」 「夫

で あ る」 とい った 反 応 が 分 類 され る。 一 方 ，sub・

consensualな 言 及 とは ， 「正 確 に す るた め ， あ る

い は ，他 者 との比 較 をす るため に， 反 応 者 自身 に

よ る解 釈 を 必要 とす るで あ ろ う， グル ー プ， ク ラ

ス ，属 性 ，特 性 ， そ の他 の事 柄 に言 及 して い る記

述 」(Kuhn&McPartland，1954， P.69)で ， 例

え ぽ， 「幸 せ だ 」 「退 屈 して い る」 「か な り良 い学

生 で あ る」 とい っ た反 応 が 分 類 され る。

 分 析 の結 果 ，consensualな 言 及 が 初 め に 現 れ

て， そ の後subconsensualな 言 及 へ 移 行 す る こ

とが 確 認 され て い る 。 そ の 際 ， 各 被験 者 ご とに

concensualか らsubconsensualへ 移 行 す る ま

で の回 答 数 を， 最 も誤 差 が 少 な くな る よ うに 求 め

た 。そ れ を も とに 算 出 され た再 現 性 係 数 は ， 全 体

で.903で ，誤 差 は10%未 満 で あ った 。つ ま り，

consensualか らsubconsensualへ の 移 行 は か な

り明 確 で ， 移 行 す る前 にsubconsensualな 言及

が 現 れ る こ とや ，移 行 後 にconsensualな 言及 が

現 れ る こ とが あ ま りな い とい う こ とに な る。 さ ら

に ，locus scoreと 呼 ぼ れ る この 移 行 点 と， 被 験

者 の宗 教 との関 連 を分 析 した結 果 ， ロー マ ・カ ト

リ ックが11.89で 最 も高 く，無 宗 教 が5.75で 最
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も低 い こ と も示 され た 。 日本 で もlocus scoreを

用 い た 研 究 が い くつ か あ るが ， 例 え ぽ ， 古 沢 と星

野(1962)は 高 校 生 と大 学 生 を 比較 して ， 高校 生

の 方 が 高 いlocus scoreを 示す とい う結 果 を 得 て

い る○

 この結 果 は ，WAI技 法 に お い て ， 初 め に 自他

が 共 に 認 め る よ うな客 観 的 な 反 応 が 現 れ ， そ の後

主 観 的 な解 釈 や評 価 を 含む 反 応 が 現 れ る傾 向が 顕

著 に あ る こ とを示 唆 して い る。 また ， 両 者 の割 合

に は個 人 差 が あ り， そ れ が 宗 教 や 年 齢 な ど の個 人

属 性 と関 連 してい る こ と も示 され てい る。

 こ の よ うに ，KuhnとMcPartland(1954)の

consensuaレsubconsensualな 言 及 と い う分 類

は ， 出 現 順 序 と明 確 に 関 連 して い る と言 え る。 し

か し， この2分 類 は ， か な りお お まか な 分 類 で あ

るた め ， 出 現 順 序 と内 容 の 詳 細 な 関 係 は 明 確 とは

言 え な い 。高垣(1974)は ，consensual-subcon-

sensualの 分 類 も踏 襲 した ， よ り詳 細 な カテ ゴ リ

ー を用 い て ， 出現 順 序 との 関 係 を分 析 して い る。

そ れ に よ る と， 特 に 〈人 間 〉 〈性 〉 〈学 校 ， 学 生 ，

学 年 等 〉 は第1～5答 の間 に現 れ る割 合 が 高 い。

一 方
， 〈生 活 態 度〉 〈全 体 的 な 自 己 に つ い て の 規

定 〉〈対 自己感 情 ，評 価 〉は ，後 ろ の回 答 ほ ど現 れ

る割 合 が 高 くな っ てい る 。 こ の結 果 は ，consen-

sual-subconsensualの 分 類 に よ る も の と も整 合

性 を 持 っ てい るが ， 詳 細 な カ テ ゴ リーを 用 い る こ

とに よ って ，consensual-subconsensual以 外 に

も 出現 順 序 と関 連 す る も のが 見 つ か る可 能 性 も示

唆 して い る 。 出現 順 序 と 内容 と の関 係 を 包 括 的 に

理 解 す るた め に は ，詳 細 な カ テ ゴ リーを用 い た 体

系 的 な分 析 が 必要 と思 わ れ る。

 そ こで ，わ れわ れ は ， 回答 内 容 が 出現 順 序 に よ

って どの よ うに変 化 す るの か を， よ り詳 細 な カテ

ゴ リー と多変 ：量解 析 技 法 を用 い て体 系 的 に分 析 す

る こ とに した 。 内容 を分 類 す るカ テ ゴ リー と して

は， 「最 終 版 基 準 書 」(愼 田 ・岩 熊 ・西 村 ，1992)

を 用 い る こ とに した 。基 準 書 は ， 反 応 の 内容 分 析

の結 果 か ら帰 納 的 に 作 成 され た もの で あ るた め ，

WAI反 応 の 内容 を 比 較 的 自然 な 形 で 分 類 す る こ

とが で き る 。しか も，最 終版 基準 書 に は168の カ

テ ゴ リーが あ り， 反 応 内 容 の詳 細 な 分 類 が 可 能 で

あ る。解 析 技 法 と して はe数 量 化III類 を用 い る

こ とに した 。数 量 化III類 に よ るWAI反 応 の分

析 は既 に試 み られ て お り， これ に よっ て，WAI反

応 の 内 容 を体 系 的 に理 解 で き る こ とが 示 され て い

る(岩 熊 ，1991； 岩 熊 ・槇 田 ，1991a； 岩 熊 ・槇 田 ，

1991b)。 この よ うに ， 最 終 版 基 準 書 と数量 化III

類 を 用 い る こ とに よっ て， 出現 順 序 と反 応 内容 の

関 係 を 体 系 的 に 分 析 す る こ とが 可 能 とな る 。 さ ら

に ， 広 い 年 齢 層 の被 験 者 の反 応 を 分 析 す る こ とに

よ っ て， 発 達 的 な 変 化 に つ い て も考 察 を 加 え る。

2.方 法

 [被験 者]

 分 析 に は， 最 終 版 基 準 吉 に よ る反 応 頻 度 の分 析

(槇 田 ・岩 熊 ・西 村 ，1992)に 用 い られ た デ ー タ

を用 い る こ とに した 。 これ は ，1980年 前 後 か ら

1991年 まで に 収 集 され た約14，000名 のWAI反

応 か ら，年 齢 ・性 別 を考 慮 して，約4，000名 の デ

ー タを 抽 出 した も ので あ る 。デ ー タの 抽 出 に お い

て は ， 発 達段 階 や ライ フサ イ クル を考 慮 して ， 小

学 校4年 ， 小 学 校6年 ， 中 学校2年 ， 高校2年 ，

20才 ，26才 ，35才 ，45才 ，55才 ，60才 ，65才 ，

70才 の12の 年 齢 を 選 択 した 。そ して， 小学 校4

年 か ら26才 まで は 男 女 各250名 ，35才 か ら55

才 まで ぱ 男女 各100名 ，60才 か ら70才 まで は

表2-1性 ・年齢別の被験者数

年齢

小学校4年

小学校6年

中学校2年

高校 2年

20～21才

25～27才

34～36才

44～46才

54～56才

60～62才

64～66才

70～72才

男性  女性  計

8

2

8

0

6

1

8

6

5

5

5

0

4

7

4

5

4

4

0

0

1

4

4

6

2

2

2

2

2

2

1

1

1

0

7

7

9

2

7

8

1

6

5

3

3

24

24

29

23

25

25

9

10

10

6

5

5

餡

B

妬

89

98

98

06

07

皺

m

98

B

4

5

5

4

4

4

2

2

2

1

 

1

言世        1，984   2，008   3，992



男 女各60名 を ラ ン ダ ムに 抽 出 す る こ と を 考 え

た 。 しか し実 際 に は， 各 年 齢 だ け で は 目標 数 を 確

保 で きな い 場 合 もあ り，1～2才 のii癌を 持 た せ た

と ころ もあ る。 最 終 的 に は ， 表2-1の よ うに 計

3，992名 の デ ー タが 抽 出 され た 。 これ は ， 目標 数

とは 完全 に一 致 して い な いが ， か な り近 い もの と

な っ て い る。

 [分析 手 続 き]

 基準 書 に よ る 反 応 の 分 類 評 定=分 析 は ， 最 終 版

基 準 書 に よ る分 類 評 定 の 結 果 に 基 づ い て 行 な わ れ

る。最 終 版 基 準 告 は， 小項 目 と呼 ばれ る168の カ

テ ゴ リーに よ っ て構 成 され ， 小 項 目は ，9つ の大

項 目の もとに ま とめ られ て い る 。 最 終 版 基 準 書

は ， 「組 織 行 動 研 究 ，No.30(Vol.21)」(愼 田 ・

岩 熊 ・西 村 ，1992)に 掲 載 され てい るが ， そ の概

要 は 表2-2の 通 りで あ る。小 項 目に は そ れ ぞ れ3

桁 の小 項 目番 号 が 付 け られ て お り， こ の番 号 を用

い て 分 類 評 定 が 行 な わ れ る 。な お ， 実 際 の 分 類 評

定 は ，最 終 版 基準 書 の 試 作版 に 基 づ い て 行 な わ

れ ， そ の 後 ，最 終 版 基準 書 の 小項 目番 号 に変 換 さ

れ た。

大項目名

表2-2最 終版基準書の概要

 社会1

 象慮2

 身体3

内 容

名前，性別，年齢，住所，出身 。育ち，職巣，

学校，所属団体，緇歴などについての記述。

交友闘係，経済状態についての記述。

血縁的役割，寒鹸，寒庭についての記述。

容聾 ・体絡，健康 ・体質，身体機艪 ・身体的能

力についての記述。

 の

旦竺
17

11
一一

 3

 .
一.一1響饗 澱 飜 盍逸r般…

5 惰意塞 難 欝 一 … 側面

6扇

9

42

 指向7

8 その他

自砌 慵 。つ。ての記述のうち，力醐 函面砺

について記述したもの。

自己に対する感倫 ・1P価などについての記述。

欲求，願望，希望などについての記述.

態度，キャセクシロンなどについての記述。

「徹は私亅， 「犠は誰亅，実存的な記述.

生物学的 ・文化的規定，隙喩的な表現など。

_1
 55

 無回答s

  上
 回答.
   7      .  一

謝嬲 驪隅 .「
  3

」1
計 168
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 分 類 評 定 に お い て は ， 評 定 者 が 回 答 の 内容 を 見

て ， 等 価 あ るい は 最 も 内容 的 に 近 い 小 項 目の 番 号

を 各 回 答 に 割 り当 て て い く。 分 類 は ， 原 則 と して

回 答 単 位 で 行 な わ れ る。 つ ま り， 被験 者 の20の

回 答 を そ れ ぞ れ 独 立 に 分 類す る。 た だ し，1つ の

回 答 だ け か ら分類 が で きな い場 合 ， そ の被 験 者 の

前 後 の 回 答 を参 考 に して分 類 す る。 ま た，1つ の

回答 の 中 に， 複 数 の 内 容が 含 まれ て い る場 合 は ，

それ ぞれ の 内 容 を1つ の反 応 と し て 分 類 を 行 な

う。 そ のた め1人 の被 験 者 の反 応 数 が20を 越 え

る場 合 も あ る。

 分 類 評 定 は ， 大 学 生21人 の グル ー プ と大 学 院

レベ ル の6人 の グル ー プに よ って 行 わ れ た 。30代

まで の デ ー タに つ い て は大 学 生 ，40代 以上 の デ ー

タに つ い て は大 学 院 レベ ル の老 が分 類 した 。評 定

者 は ，分 類 に 先 立 って数 ケー ス のWAI反 応 を用

い た トレー ニ ン グを行 な っ た 。 ト レ ー ニ ン グで

は， 同 一 の 反 応 を グ ル ー プ全 員 が そ れ ぞ れ 分 類

し， そ の結 果 に つ い て グル ー プで 討 議 を 行 な う。

こ の よ うな 討 議 を 通 じて ， 評 定 者 全 員 が 同 一 の 基

準 で 反 応 を 分 類 で き る よ うに した 。実 際 の分 類 は，

評 定 者 が 分 担 して 行 な った が ，評 定 者 が1人 で判

断 で きな い もの に つ い て は ， グル ー プで討 議 して

判 断す る よ うに した。

 小項 目番 号 で分 類 評 定 され た デ ー タ は， 回答 の

出現 順 序 の情 報 ，“自分 ら し さの○ ”の 有 無 ，被 験

者 の属 性(年 齢 ， 性 別 ， 職 業 な ど)な ど と と もに

大 型 計算 機 に 入 力 され た 。

 数 量 化III類 に よ る反 応 パ タ ー ン の分 析 ：個 人

の反 応 は ， 出現 順 序 に 従 って4つ に 分 割 され ， そ

れ ぞ れ の小 項 目反 応 パ タ ー ンが数 量 化III類 で分

析 され た 。各被 験 者 の反 応 は，1.第1～5答 ，II.

第6～10答 ，III.第11～15答 ， IV.第16～20

答 に分 割 され た 。 ただ し， 回答 数 が20答 に満 た

な い被 験 老 に つ い ては ， 全 回 答 を4等 分 した 。

 数 量 化III類 で は ，分 割 され た 各 領 域 に お け る

小 項 目反 応 パ タ ー ンを 分 析 した 。そ の た め サ ン プ

ル 数 は 被 験 者 数 の4倍 とな る。 分 析 され た 反 応 パ

タ ー ンは ，4つ の 領 域 ご とに 各 小項 目の反 応 が1

つ 以 上 あ った か否 か を1/0で 表 現 した もの で あ

る。分 析 項 目に は， 最 終 版 基 準 書 の小 項 目を用 い

た が ，項 目の意 味 が あ ま り明確 で な い大 項 目 くそ
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の他 〉 の3項 目と， 小 項 目 〈無 回 答 〉 を 除 外 した

た め ， 分 析 に 用 い られ た 小 項 目の 数 は164項 目

とな った 。 従 って ， 数 量 化III類 に お い ては ，

15，968(=3，992×4)×164の1/0の 行 列 が 分 析 さ

れ た こ とに な る 。

 数 量 化III類 の結 果 得 られ た カ テ ゴ リー ・ウ ェ

イ トに 基 づ い て 小 項 目 の布 置 を 行 な い ， 各 次 元 の

解 釈 を 行 な った 。 また ， サ ン プル ・ス コア に 対 し

ては ， 出現 順 序 ，年 齢 ， 性 別 を要 因 と した分 散 分

析 が 行 な わ れ た 。

 サ ンプ ル ・ス コ ア に 基 づ く被 験 者 の 分 類 ：数 量

化III類 で得 られ た サ ン プル ・ス コア は， さ ら

に ， 被 験 者 の分 類 に用 い られ た 。4つ の 出 現順 序

ご とに 得 られ た サ ン プル ・ス コア は ， 被験 者単 位

に 併 合 され ，非 階 層 クラ ス タ ー分 析(SAS FAST-

CLUS)に よっ て， 被験 者 の分 類 が 行 なわ れ た。

そ の 後 ， 得 られ た各 ク ラス タ ーの特 徴 を理 解 す る

た め の分 析 が 行 な わ れ た 。 そ の1つ は ，サ ン プル ・

ス コ アの 平 均値 に よ る各 ク ラス ター の 出現 順 序 別

の 布 置 で あ る。2つ め は ，各 ク ラス タ ーの被 験 者

の 出 現順 序 別 の 小項 目反 応 頻 度 の分 析 で あ る。 そ

して3つ め は ， ク ラス ター と性 ・年 齢 との 関 係 の

分 析 で あ る。

3.結 果

 [数量 化III類 で得 られ た 軸 の 解 釈]

 数 量 化III類 で は ，各 被 験 者 の4つ の 出現 順 序

に お け る，最 終版 基準 書 の164の 小 項 目に 対 す る

反 応 パ タ ー ンが 分 析 され た 。そ して， そ の結 果 得

られ た 軸 の うち ， 固 有 値 が.4以 上 の3つ の軸 が

そ の 後 の 分 析 に 用 い られ た 。3つ の軸 の固 有 値

は ，1軸 が.601，II軸 が.454， III軸 が.404で

あ った 。

 まず ， 各 軸 の解 釈 を 行 な うた め に ， 各 小 項 目に

与 え られ た カ テ ゴ リー ・ウ ェイ トを 検 討 した 。 表

2-3に は ， 各 軸 で 高 い カ テ ゴ リー ・ウ ェイ トを 得

た 正 負 各10の 小 項 目が 示 され て い る 。1軸 の プ

ラ ス の項 目を 見 る と， い わ ゆ る性 格 に 関 す る項 目

が ほ とん どを 占め て お り， マ イ ナ ス の 項 目で は

〈名前 〉や 〈性 別〉な ど の基 本 的 な 属 性 に つ い て の

項 目が 多 い 。II軸 の プ ラ ス項 目に も性 格 に つ い て

の記 述 が 多 い が ， 〈私 は 誰〉 の よ うな 実 存 的 な 記

述 も含 まれ て い る 。一一・方 ，II軸 のマ イ ナ スに は 家

族 に 関 す る項 目が 多 く含 まれ て い る。

 1軸 とII軸 で 小 項 目を 布 置 す る と図2-1の よ

うに な る。 これ を見 る と， 第1象 限(1軸+，II

軸+)に は 性 格 と 自己 評 価 に 関す る項 目が 集 中 し

表2-3数 量化III類 で高い カテゴ リー一・ウ ェイ トを得た小項 目

    1軸(n2=.601)正負

順位    小項目名   
weight

+1  しつこい        1.566

 2 野心的        1.523

 3  まわりが気にな らない  1.461

 4 意志 が強い      1.460

 5  責任感がある     1.460

 6慎 重    1.451

 7 度胸 がある      1.435

 8  強惰 ・頑固      1。419

 9  冷静 ・クール      1.408

10 自他の評価のズレ   1.383

皿軸 (η2==.454) 皿軸 (η2=。404)

小項目名 鷲eiゆt

2.451

小項目名 weight

まわりが気にならない

隠喩的な表現
コンプレックス

私は誰

強情・頑固

気分厘
野心的

ひがみっぽい

しつこい

繊細

2.338

2.1銘

2.113

2.057

1.992

i.soo

1.879

L871

1.859

孫

配偶者
子供

改治指向

親戚・親族

社会指向

隠喩的な表現

健康に対する意識
年齢に対する意識

生死に対する意識

9.780

3.871

3.178

3.018

2.988

2.959

z.gai

2.490

2.458

2.341

一1

 2

 3

 4

 5

 6

 7

 8

 9

to

名前       一2.229

生物学的 ・文化的規定 一z.072

人種 ・国籍

性別
私は私

年令 ・世代

実存的記述

学校

住所
ニックネーム

一1 .890

-1.738

-1 .663

-1 .530

-1 .381

-1 .372

-1.369

-1 .336

孫

親戚・親族

配偶者

子供

母親

学歴 ・職歴

父親
資格 ・免許

暮し方

健康に対する意識

一3 .319

-3 .040

-2 .391

-1 .919

-i.sos

-1.769

-1.767

-1 .719

-1 .712

-1 .606

個別の能力がない

個別の能力がある
理論指向

身体的能力
ニックネーム

頭が悪い

にぎやか

無神経

容姿・体格
一般的な能力がない

一1.923

-1.915

-1 .383

-1 .350

-1 .313

-1 .308

-i .zoi

-1.201

-1 .129

-1 .085
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2.fi

0)(

生物学的・文化的規定

名萌

私雌  実存醜述

人種・国籔

  翩

ニックネーム

年令・世代* 学校

麟 的is現

私は誰

平凡

顛が良い

顛が惑い

撃 がある
i

i
             マイペース

          *適応力がある       私は不幸*

  肌 さ'女礎 轍 能鵬 る

1自 鰥 働 蝋 ・

十

5

     〈力動(他1>*  自絶の評価のズレ

醐性的           適応力がない**悲観的

    く枷1融、轡 糊
自己に対する奠味・開心*

       楽観的**〈情意(S)〉

   自分に槽*      *〈情意(Z}〉
 通俗的性絡糎

慚
           i

鸞 _瓢 難；∴ 曜.
 出身.育ち㌦ クラブ欄 轡 鰈i鰤 鎗力がない
            

          呻 力がある*〈日鴬生活ナ鱒 褊    
結婚  蹴 い 族と・醐係

           1

       兄弟鰍
   搬母            遊去にPt・ての1謎

        *暮し方    資格・免詳
  父親  母親黍学歴.職歴

           lK           t

           8

2

7
4

塗甲 
楠

 

 

孫

繖鰄

図2-1

                        ◇                                                  ←                        0
.0                           1.5

数量 化III類 に よ る小 項 目の 布 置(1軸 【横 軸]×II軸[縦 軸])

 “*”が付け られてい るものは，その位置が小項 目の位置を示す 。それ 以外 は，小項 目の中央で布
置 されてい る。 “〈 〉”内に示 され てい るのは，意 味の類似 した小項 目を まとめた もので， そこに
含め られ た小項 目の重心 に よって布 置 され ている。
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てお り，第2象 限(1軸 一，II軸+)に は実存的

な記述と基本属性に関す る項 目が多い。第3象 限

(1軸 一，II軸 一)に は家族やその他の所属集団

に関す る項 目が 目につ く。第4象 限(1軸+，II

軸一)に は 〈希望 ・願望〉や く趣味 ・関心〉など

の指向的な側面に関す る項 目が多い。これらから

軸の解釈を行な うと，1軸 のマイナスには基本属

性や所属集団などの客観的な属性に関するものが

多いのに対 し，プラスでは性格や指向などの被験

者自身の主観的な解釈や評価を含む項目が多い。

そこで1軸 は，「記述の主観性」の軸 と判断 した。

一方，II軸 のプラスの性格，基本属性，実存的な

記述は，自分自身に向けられた意識を反映したも

のであるのに対し，マイナスの所属集団や指向は

自己を記述したものではあるが，外的な対象に向

けられた意識を反映したものと言rる 。そこでII

軸は，「自己一外的対象」の軸と解釈できる。

 表2-3でIII軸 の項 目を見 ると， プラスには

〈孫〉や 〈健康，年齢，生死に対する意識〉などの

高齢者で反応の多い項 目が見 られ る。それに対 し

マイナスには， 〈ニックネーム〉 や能力に関す る

項目など，年少者の反応に比較的多い項 目が含ま

れている。従 って， この軸は 「加齢」に関係す る

軸 と判断できる。

 [サ ン プ ル ・ス コア の 分 散 分 析]

 数 量 化III類 で得 られ た各 軸 のサ ンプ ル ・ス コ

ア を従 属 変 数 と して， 性 別 ， 年 齢 ， 出現 順 序 を 要

因 と した 分 散 分 析 を 行 な った 。そ の結 果 を ま とめ

た ものが ，表2-4で あ る。 まず これ を 見 る と，3

表2-4数 量化III類 のサンプル ・スコア の 分 散

   分析の結果

要  因

      F  値

dfr一 一 一.一一一.  一一一一 一一一一一一 一 一一

  1軸   皿軸   皿軸

性別

年齢

出現順序

性別x年 齢

性別×出現順序

年●×出現順序

性別X年 齢×出現順序

1   98.08”'   17.10”'

it   293.85”'   108.2?”'

3  1108.93”'   126.48”'

11     7.80”'     8.8Z”'

3  0.87   0.38

33    3.70”'    8.75”'

33     0.97       0.82
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20.81”'

2.56'●

O.lb

3.43...
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つの要因の主効果はすべ て，3つ の軸 において

0.1%0水 準で有意となっている。それに対 し交互

作用は，性別 ×年齢 と年齢 ×出現順序以外は有意

となっておらず，有意になっているものについて

も比較的効果が小さい。

 軸 ごとに見ていくと，1軸 では出現順序のF値

が最 も大きく，年齢がそれに次ぐ。1軸 のサ ンプ

ル ・スコアの平均の年齢に よる変化を出現順序別

に図示すると図2-2の ようになる。ほぼすべての
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図2-2 出 現 順 序 別 に 見 た 年 齢 に よ る サ ン プ ル ・

    ス コ ア の 変 化(1軸)
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図2-3 出 現 順 序 別 に 見 た 年 齢 に よ る サ ン プ ル ・

   ス コ アの 変 化(II軸)
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図2-4 出 現 順 序 別 に 見 た 年 齢 に よ る サ ン プ ル ・

   ス コ ア の 変 化(III軸)



年 齢 で， 出現 順 序 が 下 が るに した が っ て， サ ンプ

ル ・ス コアが 高 くな っ て い る。特 に， 出現 順 序 の

1(第1～5答)とII(第6～10答)の 間 の差 が

大 き い 。 これ は， 第6答 以降 に ， 主 観 的 な 解 釈 や

評 価 を含 む 回 答 が 多 くな る傾 向が あ る こ とを 示 唆

して い る 。 また 全 体 的 に ， 年 齢 の上 昇 と共 に ， サ

ン プル ・ス コ アが 高 くな る傾 向 が 認 め られ る 。 出

現 順 序 のII～IVま で は ， 小学 校4年 か ら20才

まで 上 昇 し， そ の後 比 較 的 安 定 して い るが ， 出現

順 序 の1で は ，高 校2年 と35才 で下 降す る もの

の ， 全 年 齢 を通 して上 昇 して い る 。従 っ て ，1と

IVの 差 は ， 年 齢 の 上 昇 と と もに 小 さ くな って い

る。全 体 的 に見 れ ぽ ，年 少者 の 回答 に は ，客 観 的

な記 述 が 多 い が ， 出現 順 序 が下 が るに従 って主 観

性 を増 す 。一一方 ，高 齢 者 の 回答 に は， 主 観 的 な記

述 が 多 く， 出現 順 序 に よ る主 観 性 の違 い は年 少 者

に比 べ て 小 さい とい う こ とに な る。

 II軸 の 分 散 分 析 の結 果 は ，1軸 の結 果 と類 似 し

た傾 向 を示 して い るが ，主 効果 のr値 が 小 さ く，

性 別 ×年 齢 ，年 齢 ×出現 順 序 の交 互 作 用 のF値 が

大 き くな っ て い る。図2-3は ，II軸 の サ ン プル ・

ス コア の平 均 の年 齢 に よ る変 化 を 出現 順 序 別 に 示

した もの で あ る。 これ を 見 る と， 小 学 校4年 か ら

中学 校2年 ま で は， 出現順 序 の1の サ ンプ ル ・ス

コアがII～IVよ り も高 く， 年 齢 の上 昇 に 伴 って

下 降 す る傾 向を 示 してい る 。 しか し， 中 学 校2年

と高 校2年 の間 で は ， す べ て の 出現 順 序 で サ ン プ

ル ・ス コアが 上 昇 して い る 。そ れ に 対 し20才 以

降 は ， 全 体 的 に 下 降 傾 向を 示 して い るが ， 出 現 順

序 に よる違 い は 明 確 で な い 。 こ の結 果 か ら， 年 少

老 に お い て は ， 第5答 まで 自己 に 向 か う意 識 が 強

く反 映 され た 回 答 が 多 く， そ れ 以 降 外 的 な 対 象 に

つ い て の 記 述 に な る傾 向 が 認 め られ る。 一 方 ，20

才 以 降 で は ， 出 現 順 序 に よ る この よ うな違 い が 明

確 で は な い 。 また ， 全 体 的 に 加齢 に 伴 って外 的 な

対 象 に つ い て の 記 述 が 増 加す るが ， 中学 校2年 か

ら高校2年 とい う思 春 期 の初 期 に お い て は ，逆 に

自己 に 向 か う意 識 が 強 くな る こ と も示 唆 され て い

る。

 III軸 の分 散 分 析 で は ，年 齢 のF値 が 最 も大 き

く， 他 の軸 と比 べ て も年 齢 の効 果 が 最 も大 き くな

っ て い る。図2-4に は，III軸 の サ ンプ ル ・ス コ

・一一回答の 出現順序 の分析一 一  17

ア の 平 均 の年 齢 に よ る変 化 を 出現 順 序 別 に示 した

もの で あ る 。全 体 的 に， 年 齢 の上 昇 と と もに サ ン

プル ・ス コア も高 くな って い るが ， 出現 順 序 に よ

る違 い は 明 確 で は な い 。 これ は，III軸 の解 釈 が

「加 齢 」 で あ る こ とを 考 えれ ば ， 当然 の結 果 と言

え るで あ ろ う。

 匸非 階 層 ク ラス ター 分 析 に よ る 被 験 者 の 分 類]

 次 に，数 量 化III類 で得 られ た サ ンプル ・ス コ

ア に基 づ い て，被 験 者 の分 類 を 試 み た 。数 量 化III

類 で は， 各 被 験 者 に 対 し，3つ の軸 のサ ンプル ・

ス コアが4つ の 出現 順 序 ご とに 与 え られ て い る。

そ こで ， この12の サ ン プル ・ス コア に 基 づ い て，

非 階 層 クラ ス タ ー分 析(SAS FASTCLUS)に よ

って 被 験 者 の分 類 を 行 な った 。2か ら10ま で の

クラ ス タ ー数 を 試 み た 結 果 ， 最 も分 類 効 果 の 高 か

った4ク ラ ス タ ーを 採 用 した(Pseudo F=862.3)

 表2-5は ，各 クラ ス タ ー の 出現 順 序 別 の 平 均 と

標 準 偏 差 を 示 した もの で あ る 。 被 験 老 数 を 見 る

と， クラ ス タ ーBが 最 も多 く， 全 体 の4割 を 占 め

て い る 。さ らに ，1軸 とII軸 で クラス タ ーの 平 均

を 布 置 した もの が 図2-5，1軸 とIII軸 で 布 置 し

た もの が 図2-6で あ る 。 図2-5を 見 る と，す べ

て の クラ ス タ ーに お い て ，1か らIVへ 出 現順 序

が 下 が るに 従 って1軸 の ス コアが 上 昇 してお り，

特 に ，1とIIの 間 で の上 昇 は 大 きい 。一 方 ， 図

2-6を 見 る と，III軸 の ス コア の 出 現順 序 に よ る

変 化 は 比 較 的 小 さい 。

表2-5各 クラスターのサ ンプル ・ス コアの

   平均 と標準偏差

      1餉     II M   出現
クラスター   Mlt#
     平均 SD  平均  SD

m軸
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図2-5 サ ンプル ・ス コアの平均による クラ スターの布置(1軸 【横軸]×II軸 【縦軸1)
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 ク ラス タ ーAの 特 徴 を見 る と，1軸 の ス コアが ，

4つ の ク ラス タ ー の 中 で最 も低 く， 出現 順 序 が 下

が るに従 って大 き く上 昇 して い る。II軸 の ス コア

は ， 全 般 に 高 く， 出現 順 序 に従 い下 降 して い る。

これ は ，主 観 的 な解 釈 や評 価 を 含 む 回 答 が 少 な

く， 自己 に 向 か う意 識 が 強 いが ， こ の傾 向は 出現

順 序 が下 が る に従 っ て 弱 ま る こ とを 示 唆 し て い

る。

 ク ラス タ_gは ，1軸 とII軸 の布 置 でほ ぼ 中

央 に位 置 して お り，出 現順 序 の1に お け る値 が ク

ラス ターAのIVに 近 接 して い る 。 出現 順 序 に

よ る1軸 とII軸 の ス コア の 変 化 は ， クラ ス タ ー

Aと 類 似 して い るが， 出現 順 序 のIIか らIVの

間 で の変 化 は 小 さ い 。III軸 の ス コア を見 る と，

4つ の ク ラス タ ー の 中 で最 も低 くな っ て い る 。 こ

の結 果 か ら見 る と， 出現 順 序 の1で は 主 観 的 な 評

価 を あ ま り含 まず ， 自 己 を指 向す る傾 向が 若 干 見

られ るが ， それ 以外 で は そ の よ うな 傾 向が な い こ

とを示 唆 して い る 。 また ，III軸 の ス コ アが 低 い

こ とか ら， こ の クラ ス タ ーに は年 少 者 が 多 く含 ま

れ る と予 想 され る。

 ク ラス タ ーCは ，1軸 とII軸 の ス コア が 高 く，

III軸 で は ほぼ 中央 に位 置 して い る 。 出現 順 序 に

よる変 化 を見 る と，1とIIの 間 で1軸 の ス コ ア

が 上 昇 す る 以外 は あ ま り変 化 が な い 。 これ は ， こ

の クラ ス タ ー の被 験 者 の回 答 が ， 全 般 に 主 観 的 な

解 釈 や評 価 を含 み ， 自己 を 指 向 した も ので あ る こ

とを示 唆 して い る 。 こ の クラ ス タ ー の被 験 者 は ，

お そ ら く性 格 につ い て の記 述 を 多 く して い る も の

と思わ れ る。

 ク ラス タ ーDは ，1軸 で は ほ ぼ 中 央 に 位 置 して

い るが ，II軸 の ス コア は4つ の ク ラ ス タ ー の 中

で最 も低 く，III軸 は最 も高 い 。出 現順 序 の1と

IIの 間 で1軸 の ス コアが 大 き く上 昇 して お り，

II～IVでII軸 の上 昇 が 見 られ る 。 こ の結 果 か

ら， こ の クラ ス タ ー の被 験 者 が 外 的 な 事 象 を 指 向

した 回 答 を 多 く して お り， 高 齢 者 の割 合 が 高 い と

考 え られ る。

 [各スラスターの小項目反応頻度]

 クラスターの特徴をより具体的に知るために，

小項目の言及率をクラスター ・出現順序別に見る

一 回答の出現順序の分析一  19

こ とに した 。言 及 率 とは ， 該 当 す る小 項 目に 対す

る反 応 を1回 以 上 して い る被 験 者 の 割 合 で あ る。

こ こで は ， ク ラ ス タ ー ・出 現 順 序 ご とに ， 言 及 率

の 高 い10の 小 項 目を 挙 げ る こ とに した 。

 クラ ス タ ーAで 言 及 率 の 高 い 小 項 目を 出 現順 序

別 に 挙 げ た もの が ，表2-6で あ る 。出現 順 序 の1

を 見 る と， 〈生 物 学 的 ・文 化 的 規 定〉 の 言 及 率 が

表2-6ク ラスターAで 言及率の高い小項 目

出現   順位  小 項 目 名
順序

言及率

I  l  生物学的 ・文化的規定  70.2

  2 性別         49.6

  3 名前         35.9

  4 学校         35.0

  5  人種 ・国籍       29.6

  6  年令 ・世代       17.7

  7  家庭 内の役割      10.0

  8 住所          9.0

  9 私は私         8.7

  10  無効回答        4.9

皿

皿

1 学校         32.6

2  生物学的 ・文化的規定  30.8

3  人種 ・国籍       25.3

4 年令 ・世代       23.0

5 性別         17.2

6 住所         16.5

7  家庭内の役割      15.4

8 名前         13.0

9 容姿 ・体格       9.0

10  無効回答        7.6

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

0

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

1

学校

年令 ・世代

生物学的 ・文化 的規定

家庭内の役割

住所

人種 ・国籍

容姿 ・体格

無効回答

名前

好み

学校

生物学 的 ・文化的規定

年令 ・世代

容姿 ・体格

好み

住所

無効回答

家庭内の役割

人種 ・国籍

生年月 日

健康 ・体質
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Zs.0

22.6
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3

8
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6

4
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1
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高 く，70.2%と な っ て い る 。 この 小項 目に は，「人

間」 「ヒ ト」 「生 物 」 とい った 反 応 が 分 類 され ， ク

ラス ターAの 被 験 者 の7割 が ， 第5答 まで に こ の

よ うな反 応 を してい る こ とに な る 。出現 順 序 のII

か らIVで は 〈学 校 〉 の言 及 率 が 最 も高 くな って

い るが ， これ に は ， 学 校 生 活 に 関す る記 述 ， 例 え

ぽ ， 「学 生 」 「学 校 名 」 「学 年 」 な どが 分 類 され る 。

全 体 的 に 見 て も， 〈性 別 〉〈名 前 〉〈人 種 ・国 籍 〉な

どの 基 本 属 性 につ い て の 記 述 が 多 い 。 一 方 ，III

やIVで は ，主 観 的 な評 価 を 含 んだ く好 み 〉 も現

れ て い る。

 表2-7の クラ ス タ ーBを 見 る と，1で は基 本

属 性 につ い て の記 述 が 多 いが ，II以 降 では く好

み 〉 〈趣 味 〉 〈ス ポ ー ツへ の指 向〉 〈飲食 へ の 指 向〉

表2-7ク ラスターBで 言及率の高い小項 目

齷 順位 小 項 目 名 言皹

1  1

  2

  3

  9

  5

  s

  7

  8

  9

  10

皿

皿
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8

9

0

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

性別          42.1

学校         35.1

生物学的 ・文化的規定  23.1

容姿 ・体格       21.0

年令 ・世代       18.7

名前          18.0

好み          17.0
スポーツへの指向    16.6

家庭内の役割       13.8

人種 ・国籍       13.7

好み          33.8

容姿 ・体格       25.0

スポー ツへの指向    18.9

趣 味          17.8

理論指向        15.7

学校         15.3

飲食へ の指向      14.9

日課 ・習慣       14.1

現在の気分 ・状態    14.0

健康 ・体質       13.3

好み

容姿 ・体格

趣味

飲食への指向

現在の気分 ・状態

スポーツへの指 向

健康 ・体質

理論指向

日課 ・習慣

身体的能力

好み

容姿 ・体格

現在の気分 ・状態

飲食への指向

趣味

健康 ・体質

日課 ・習慣

理'論指向

スポーツへの指向

身体的能 力

42.8

22.U

Zo.0

19.0

17.9

17.2

16.5

14.4

14.3

13.E

表2-8 クラスターCで 言及率 の高い小項 目

齷 順位 小 項 目 名 甑 率

1  1

  2

  3

  4

  5

  fi

  7

  8

  9

  亅0

性別          28.7

学校          19.5

職場 ・職業       14.5

生物学的 ・文化的規定  14.4

家庭内の役割      13.5

好み          】1.4

年令 ・世代       11.0

容姿 ・体格       9.7

まじめ ・誠実       9.0

明るい          8.4

皿  1 好み

   2 趣味

  3  ま じめ ・誠実

  4  自己中心的

  5 悲観的

  6  現在の気分 ・状態

  7  スポーツへの指向

  8  同調的

  9 容姿 ・体格

  10  もの ぐさ

14.8

10.8

9.8

9.2

8.8

8.7

8.2

7.4

6.9

6.8

皿 1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1

41.4

21.2

19.9

16.`L

15.?

15.7

15.6

13.9

13.3

12.1

N 1

2

3

4

5

6

7

8

8

8

好み

悲観的

現在の気分 ・状態

ま じめ ・誠実

気が小 さい

欽食への指向

容姿 ・体格

自己中心的

適応力がある

几帳面

好み

現在の気分 ・状態

趣味

まじめ ・誠実

健康 ・体質

悲観的

容姿 ・体格

身体的能力

自己中心的

依存心が強 い

4

8

6

5

1

9

8

5

2

8

0

8

8

8

8

7

7

7

7

6

2

4

2

0

8

6

4

2

8

8

8

9

9

9

8

7

7

7

6

6

6

1



とい った 趣 味 や 好 み に 関 す る小 項 目が 多 く含 まれ

てい る 。特 に 〈好み 〉は ，IIIとIVに お い て40%

以 上 の言 及 率 が あ る 。 また ， 身 体 や 日常 生 活 に 関

す る小 項 目も多 く含 ま れ て い る 。全 体 的 に 見 る

と，1で は 基 本 属 性 ，II以 降 で は 身 辺 的 な 記 述 が

多 い と言 え る 。

 表2-8を 見 る と， ク ラス タ ーCで 言 及 率 の高

表2-9ク ラスターDで 言及率の高い小項 目

出現  順位 小 項 目 名
順序

言及率

1  】 職場 ・職業

  2 家庭 内の役割

  3 性別

  4  子供

  5 年令 ・世代

  6 配偶者

  7 出身 ・育ち

  8 現在の気分 ・状態

  9 人種 ・国籍

  9  過去についての記述

9

5

3

4

8

5

5

9

0

0

5

2

1

2

6

2

1

9

9

9

り
0

り
0
り
0
9
乙
1

1

1
1

皿 1 職場 ・職業

2  現在の気分 ・状態

3 子供

4 趣味

5 好み

6  過去についての記述

7 配偶者

8 家庭内の役割

9 健康 ・体質

ao  スポーツへの指向

`12
.9

20.]

18.4

1K.8

14.1

1].6

11.1

10.4

10.1

9.2

皿 1 現在の気分 ・状態

2 職場 ・職業

3 子供

4 好み

5 趣味

6 健康 ・体質

7  生活目標 ・心掛 け

8  家庭内の役割

9 飲食への指向

10 配偶者

10  スポーツへの指 向

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

現在の気分 ・状態

好み

生活目標 ・心掛 け

職場 ・職業

子供

飲食への指向

健康 ・体質

趣 味

将来

社会指向

6

2

8

3

1

0

9

1

7

0

0

6
。
7
。
5

翫

臥

乞

砿

a

9
。
駄

a

2

1

1

1

1

1

1

●1

一

7

5

8

3

5

2

0

6

1

9

こ

氤

ε

臥

㌫

乞

2
。
-
，
L

a

 
2

1

1

1

1

!

1

1

1
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い 小 項 目に は ，〈ま じめ ・誠 実 〉〈明 るい〉〈自己 中

心 的 〉 〈気 が 小 さい 〉 な ど の性 格 に 関 す る小 項 目

が 多 く含 まれ て い る 。1で は ， 基 本 属 性 が 上 位 に

き て い るが ，II以 降 で は ，性 格 が 多 く，そ れ 以 外

で は趣 味 ・好 み や 身 体 に 関 す る小 項 目も含 まれ て

い る。

 表2-9の ク ラス タ ーDで 言 及 率 の高 い 小 項 目

を見 る と，全 体 的 に ク ラス タ ーBと 類 似 し て い

る。ただ し，〈学 校 〉 は 含 まれ て お らず ，そ れ に 代

わ って 〈職 場 ・職 業 〉 の言 及 率 が 高 くな っ て い

る。また ，「父」 「長 男 」 「主 婦 」 とい った 記 述 が 分

類 され る 〈家 庭 内 の役 割 〉や 〈子 供 〉〈配 偶 者 〉 と

い った 家 族 ・家 庭 に 関す る小項 目が挙 げ られ て い

る。 そ の 他 に 〈出身 ・育 ち〉 〈過 去 に 関 す る記 述 〉

〈生 活 目標 ・心 掛 け 〉〈将 来 〉〈社会 指 向〉 は，他 の

ク ラ ス タ ーで は挙 げ られ て い な い 小項 目で あ る。

 [ク ラ ス タ ー と年 齢 ・性 別 との 関 係]

 最 後 に ， ク ラ ス タ ー と年 齢 ・性 別 の関 係 を見 る

こ とにす る。まず ，図2-7は ，各 ク ラス ター の構

成 比 を 男 女 別 に示 した もの で あ る。 ク ラス ターA

の 割 合 は 女性 よ りも男性 で高 く， ク ラス ターBの

割 合 は 女性 で 高 い 。 しか し， ク ラス ターCとDは

ほ とん ど男 女 差 が認 め られ な い。

 そ れ に 対 し図2-8は ，各 ク ラス タ ーの構 成 比 を

年 齢 別 に示 した もの で あ るが ， ク ラス ター構 成 比

男性 &

女性 垂 一…

全体……雪 細ll㎜ll㎜囃 ・

  図2-7 男女別 に見た クラスター構成比

小学4年

小学6年

中学2年

高校2年
～2け

～27才

”V6/j

^一46才

^一56才

～62才

～66才

～?2才

図2-8 年齢別 に見たクラスター構成比
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が年 齢 に よ っ て大 き く異 な る こ とが わ か る。 ク ラ

ス タ ーAは 年 少 者 で多 く， 小 学 校4年 で は 半 数 を

占め て い るが ，25才 以 上 で は10%以 下 とな って

い る 。 クラ ス タ ーBは ， サ ン プル ・ス コ アの 布 置

か ら予 測 され た 通 り，年 少 者 で 多 く，特 に 小 学校

6年 と中 学2年 に お い て 高 い 割 合 を 占 め て い る。

た だ し・60才 以 上 で も10%以 上 とな って い る 。

クラ ス タ ーCは ， 全 年 齢 を通 して比 較 的 安 定 して

い るが ， 年 少 者 で は少 な い 。 ク ラス タ ーDは
， 年

齢 の上 昇 と と もに 割 合 が 増 え てお り，60才 以 上

で は50%を 超 え て い る。そ れ に 対 し20代 前 半

以 下 で は ，10%以 下 とな っ て い る。

 こ の よ うに ， クラ ス タ ー構 成 比 の 性 差 と年 齢 差

を 比 較 す る と，年 齢 差 の 方 が顕 著 で あ る こ とが わ

か る。 サ ン プル ・ス コア の分 散 分 析 で も年 齢 の 効

果 の方 が大 き く(表2-4参 照)，WAI反 応 に は ，

発 達 的 な変 化 が 反 映 され て い る こ とが 示 唆 され て

い るQ

4.考 察

 [出 現順 序 と 内 容]

 今 回 の分 析 結 果 を見 る と，WAI反 応 の 内 容 は ，

出現 順 序 と明か に関 連 を持 っ て い る と言 え る 。特

に ，数 量 化III類 で得 られ た1軸 は 出現 順 序 と明

確 に 関 連 して い る 。 この 軸 で 上 位 に 位 置 づ け られ

た 基 準 書 の 小 項 目を 見 る と， い わ ゆ る性 格 に 関す

る記 述 が 最 も高 く， 次 い で ， 希 望 ・願 望 ， 好み 関

心 とい った 指 向 的 な側 面 に つ い て の 記述 が続 く。

一 方
，下 位 を見 る と， 名 前 ， 国籍 ， 性 別 ， 年 齢 と

い っ た基 本 属 性 や 実 存 的 記 述 ， 次 いで ， 家 族 ， 職

場 ， サ ー クルな ど の所 属 団 体 が 続 く。下 位 の も の

は ， 客 観 的 な 事 実 と して 受 け 入 れ られ る記 述 で あ

る のに 対 し， 上 位 の もの は ，広 い 意 味 で の 自己評

価 や 内面 的 な事 象 に つ い て の記 述 で あ る。 そ の た

め ， わ れ わ れ は， この次 元 を 「記 述 の主 観 性 」 と

解 釈 した 。

 と こ ろで ， こ の 章 の 初 め で 触 れ たKuhnと

McPartland(1954)のconsensual-subconsen.

sualな 言 及 とい う分 類 は ， こ こで得 られ た 「記 述

の主 観 性 」 の軸 と内 容 的 に 類 似 し て い る 。con・

sensualな 言 及 は， 他 者 か ら も常 識 的 に 認 め られ

る よ う な 属 性 に つ い て の 記 述 で あ り，subcon.

sensualな 言及 は， 反 応 者 の解 釈 や 評 価 を含 む 記

述 とい う こ とに な っ て い る。 従 って ， 「記 述 の主

観 性 」 の 弱 い記 述 はconsensua1な 言 及 で あ り，

「記 述 の主 観 性」 の強 い記 述 はsubconsensualな

言 及 と言 え る 。そ して，分 析 結 果 を見 る と，WAI

反 応 は ， 後 ろ の回 答 ほ ど 「記 述 の 主 観 性 」 が 強 く

な る こ と が 示 さ れ て お り，consensualな 言 及

の 後 にsubconsensualな 言 及 が 現 れ る と い う

Kuhnら の主 張 と もほ ぼ 一・致 してい る 。そ うい う

意 味 で は， 今 回 の分 析結 果 は，Kuhnら が 演 繹 的

に導 きだ した仮 説 を帰 納 的 な 手 続 きに よ って 実 証

した も の と も言 え るで あ ろ う。

 しか し， 分 析 結 果 に は それ 以 上 の成 果 も含 まれ

て い る 。そ の1つ は， 彼 らが 各 回 答 をconsensu-

al-subconsensualの2つ に分 類 した の に対 し，

わ れ わ れ は 「記 述 の主 観 性 」 とい う次 元 上 で の相

対 的 な変 化 を分 析 した 点 に あ る。 つ ま り， 「記 述

の主 観 性 」は ，“客 観 的 一 主 観 的 ” とい う2つ の カ

テ ゴ リー と してで は な く， “主 観 性 の 強 さ” とい

う特 性 と して 扱 わ れ て い る 。そ の た め ，個 人 内 に

お け る回 答 内容 の 変 化 を 相 対 的 に 捉xる こ とが 可

能 とな った 。 分 析結 果 で は ， ク ラス ターAの 被 験

者 の 第16～20答 は，平 均 的 に 言 え ぽ ，第1～5答

に比 べ れ ば主 観 性 の強 い もの で あ るが ， クラ ス タ

ーCの 被 験 者 の第1～5答 に 比 べ れ ぽ 主 観 性 が 弱

い 。 これ は ， 各 個 人 内に お い て後 ろ の回 答 が 初 め

の回 答 よ りも強 い 主 観 性 を 持 つ こ とを 示 唆 して い

るが ， 後 ろ の 回 答 が 一・般 的 な 意 味 で主 観 的 な もの

で あ る こ とを 必 ず し も意 味 しな い 。 あ くま で も，

個 人 内 に お け る相 対 的 な変 化 と して， 主 観 性 が 増

す と い う こ と で あ る 。 実 際 ， ク ラス タ ーAの 第

16～20答 の 内 容 を 見 る と， 主 観 的 な も の と は 見

えな い が ， 第1～5答 と平 均 的 に 比 較 す れ ぽ ， 主

観 性 が 強 い と言 え る。 この よ うに ， 出 現順 序 に よ

って 回 答 内 容 の主 観 性 が増 す とい う変 化 は， 各 個

人 に よっ て相 対 的 な もの と見 るべ き で あ ろ う。

 も う1つ の成 果 は，「自 己一 外 的 対 象 」 とい う出

現 順 序 と関 連 す る別 の次 元 が 発 見 され た こ とで あ

る 。 こ の次 元 に お け る変 化 は ，「記 述 の主 観 性 」と

比 較 す る と出 現順 序 との 関連 が 弱 く， また， す べ

て の 被験 者 に お い て 同 様 に現 れ る もの で は な い。



しか し， ク ラス ターCの 被 験 者 を除 い て， 第6答

以 降 で は ， 第5答 まで と比 べ て 外 的 な対 象 を 指 向

す る傾 向 が 強 くな って い る 。 これ も個 人 内 に お い

て 相 対 的 な もの で ， 出現 順 序 との 関 連 が 最 も強 い

クラ ス タ ーAの 被 験 者 に お い て も， 第16～20答

は ， ク ラス タ ーDの 第1～5答 に 比 べ て 自己 を 指

向す る傾 向が 強 い 。 しか し， クラ ス タ ーAの 被 験

者 の終 わ りの回 答 は ， 初 め の回 答 よ りも， 外 に 向

け られ た 意 識 を 反 映 す る傾 向が あ る とは 言 え るで

あ ろ う。

 と ころで ， こ こで 重 要 な こ とは クラ ス タ ーCの

存 在 で あ る。 この ク ラス タ ーに お い て は ， 出現 順

序 と 「自己一 外 的 対 象 」 の次 元 との間 に ほ とん ど

関連 が 認 め られ な い 。つ ま り， 回 答 の 内容 と出現

順 序 との関 連 の仕 方 に は 多様 性 が あ り， ほ ぼ す べ

て の個 人 に 当 て は'まる もの や， 一 部 の個 人 に 当 て

は ま る ものが あ り， そ して お そ ら く， 各 個 人 に 固

有 の もの もあ る と考 え るべ き で あ ろ う。WAI技

法 か ら個 人 を分 析す る際 に は ， そ の個 人 の持 つ 固

有 性 に も十 分 配 慮す る こ と が 必 要 と な る で あ ろ

う。

 [WAI反 応時の心理過程1

 今回の分析においては，出現順序 と回答内容の

関連について，いくつかの知見を得ることができ

た。出現順序には，WAI技 法に反応 している個

人の時系列的な変化が刻まれている。もちろん，

WAI反 応にその時点の個人の意識のすべてが反

映されているわけではないが，回答内容から窺い

知ることができる部分もある。そこで，出現順序

と回答内容との関連から，WAI技 法に反応して

いる時の心理過程について考察を加えることにす

る。

 分析の結果，出現順序と最も明確な関連を示し

たのは 「記述の主観性」である。WAIの 回答は，

終わ りに近づ くに従って，より主観的なものにな

る傾向がある。つまり，回答の初期において被験

者は，自分にとっても，他人からも疑いようのな

い属性，いわぽ “履歴書”的な記述を反応 し，そ

の後，自分自身に対する評価や解釈を含んだ，自

己評価，性格，指向 ・願望などについての記述を

している。
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 ところで，WAI技 法は， r私は誰で しよう?」

とい う問に対す る回答を記述す るものであるが，

この間に対す る回答と厳密には言えない回答が含

まれていることがある。例えぽ， 「私は音楽が好

きです」とい う回答は， 「私“は何が好 きで しよ

う?」 とい う問に対す る回答ではあるが，「私は誰

で しよう?」 とい う問に対しては厳密な意味での

回答と言えない。しかし，このような回答も 「私

は誰で しよう?」 とい う問に対して間接的には意

味を持っている。そして，これはあ くまでも仮説

に過ぎないが，この “間接性”は，被験者が1答

ずつ回答を記入していくうちに，問自体が少しず

つ変容す るために生ず る と考xら れ る。被験者

は，初めは 「私は誰でしよう?」 とい う問に回答

して い るが， それ以上回答を思いつかな くなる

と， 自らこの間を変容させて新たな問 を生 み 出

し，その間に対 しての回答を記入 していく。つま

り，被験者の内部では，問を作 りだ してはそれに

回答す るという，対話的なプロセスが存在 してい

るという仮説が考えられる。

 このような過程を想定 した場合，出現順序によ

る回答内容の変化は，自問す る問の変容の結果 と

見ることができる。そこで 「記述の主観性」の問

題を問の側から考えてみると，客観的で主観性の

弱い，名前，「人間」，性別 といった回答は，「私は

誰でしよう?」あるいは 「私は何者か?」 という包

括的な問に対す る直接的な回答と見てよいであろ

う。それに対して主観性の強い性格や指向に対応

す る問は，「私はどのような性 質を持 ってい るの

か?」 「私にとって大事なものは何か?」 「私は何

が したいのか?」 などのように， 自己の特定の側

面だけに焦点を当てた，ある意味で限定的な問に

対する回答と見ることができる。つまり，回答の

初めには包括的な自己規定が為され，その後，部

分的な自己規定が為される。そして，包括的に自

己を規定する場合には客観的な属性が用いられる

が，自己の細部に 目を向けると，より主観的な解

釈や評価を含む記述となる。

 自己の細部に注 目すると記述の主観性が増すの

は，自己の細部について知 り得る人間が，多 くの

場合，自分 自身だけであることを考えれば理解で

きる。逆に言えば， 自分 自身を主体的に解釈 し，
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評価す ることに よって，自己の細部が形成されて

いくということになる。このように考えれぽ，形

成された自己の細部が主観性を帯びていても不思

議はない。分析結果を見ると，「記述の主観性」は

年齢とも関連してお り，特に小学校4年 から成人

までの変化を見ると，明確な上昇傾向を示 してい

る。また，この時期のWAI反 応の発達的変化 と

しては，反応内容の多様性が増す ことが確認 され

てお り (岩熊 ・槇田，1991b)， 自我 ・自己は発達

とともに分化 していくと見 られる。つまり，自我・

自己の発達過程において，分化と主観性の増加が

同時に進行してお り，自己の形成は主体的な自己

評価や自己解釈に基づいていると考えることも可

能であろう。

 被験者の中には，一一番初めの回答か ら指向や性

格などの主観性を帯びた記述をす る者 もお り，上

記のような心理過程をすべての被験者に想定する

ことはできない。いずれに しても，自我 ・自己を

理解する上では，このような主体的な側面を十分

考慮 してい くことが必要と思われる。
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「自分 ら しい」回答 の分析

1. 目的

2.方 法

3.結 果
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1.目 的

 WAI技 法 に お い て 被 験 者 は， 「私 は 誰 で し ょ

う?」 とい う問 に対 す る20通 りの 回 答 を 記 述 す

る 。 これ らの 回 答 はす べ て ， 被 験 者 の “私 ” を表

現 した もの で あ り， 被 験 者 のself・imageと い う

こ とが で き る 。 しか し， 各 回 答 の 内 容 は そ れ ぞ れ

異 な り， 各 被 験 者 に よ って どの よ うに 意 味 づ け ら

れ て い るか も， 回 答 に よ って 異 な る 。各 回 答 は ，

例 えば ， 「自分 に とっ て重 要 で あ る」 とか ， 「自分

の長 所 で あ る」 とい った ， 様 々な 意 味 づ け が 為 さ

れ て い る 。この よ うな意 味 づ け を知 る1つ の 手 が

か りと して ， わ れ わ れ は ，WAI技 法 の 施 行 の 際

に 「特 に 自分 ら しい と思 う回 答 」 の 番 号 に ○ を 付

け る よ う教 示 して い る 。本 章 で は ， この “自分 ら

しい ” 回 答 に 焦 点 を あ て て 分 析 を 行 な う。

 わ れ わ れ が “自分 ら しさ” に 注 目 した の は ， こ

れ が 自己 あ るい は 自我 を 理 解 す る上 で の 重 要 な 手

が か りに な る と考 えた か らで あ る 。WAI技 法 で

得 られ る反 応 は ， 被 験 者 が 自分 自身 を 記 述 した も

の で あ り， そ うい う意 味 で は ， す べ て が “自分 ら

しい ” 回 答 とい うこ とが で き る 。 しか し，1人 の

被 験 者 に おい て も20の 回 答 内容 は 多 様 で あ り，

それ らす べ てが 全 く同等 に “自分 ら しい ” も ので

あ る と考 え る よ りは， そ れ ら の間 に 微 妙 な 意 味 づ

け の違 いが あ る と考 え るべ き で あ ろ う。 そ して，

この 中 で特 に “自分 ら しい ” 回答 を見 る こ とに よ

っ て ，self-imageの 核 とな るも の を知 る こ とが

で き る。self-imageは ， 主 観 的 に構 成 され た 自

我 ・自己 の姿 と見 るこ と もで き る 。従 って ，self-

imageの 核 とな る もの を 知 る こ とに よ って ， 何

が 各個 人 の 自我 ・自 己 の 中心 とな っ て い るか に つ

い て の知 見 を得 る こ とが で き る と考 え られ る 。

 と ころ で ， 被 験 者 の各 回答 に 対 す る 様 々 な 意

味 づ け は ，WAI技 法 あ るい は20答 法(TST：

Twenty Statements Test)を 用 い た研 究 に お い

て ， 回 答 の心 理 的 負荷 と して分 析 され て き た 。例

え ば ，西 村 ・星 野(1964)は ， 中 学3年 生 の女 子

20名 に20答 法 を施 行 し，各 回答 につ い て適 合 性

(自分 に ぴ った りして い るか ど うか)， 重 要 性(た

い せ つ か ど うか)， 好 悪 カ セ クシ ス (気 に い っ て

い るか ど うか)を 評 定 させ て い る。彼 らは， 回答

内 容 を7つ の カ テ ゴ リーで 分 類 し，心 理 的 負荷 と

の 関 連 を 見 て い る。 そ の結 果 を 見 る と，適 合性 で

は 「家 族 家 庭 」が 最 も高 く，「特 性 」が 最 も低 くな
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 っ て い る 。重 要 性 は ， 「生 活 哲 学 」 と 「家 族 家 庭 」

 が 高 く， 「特 性 」 が 低 い 。好 悪 カセ ス シ ス は， 「家

 族 家 庭 」が 最 も肯 定 的 で，「特 性 」が 最 も否 定 的 で

 あ る 。 この よ うに 「家 族家 庭 」 に対 して肯 定 的 な

 心 理 的 負荷 が 強 く， 「特 性 」 に対 して は否 定 的 な

 心 理 的 負 荷 が 認 め られ る 。 こ こで は ， 自分 ら しさ

 は 特 に 問 題 と され て い な い が ， 少 な くと も中 学3

年 生 のself-imageに お い て は ， 家 族 や 家 庭 が 大

 きな 意 味 を 持 つ こ とを示 唆 して い る。

  ま た，Gordon(1968)は ，大 学 生53名 の被 験

者 に20答 法 を 施 行 し， 各 回 答 の重 要 度 を 評 定 さ

せ て い る 。彼 は30項 目の カテ ゴ リーで 回答 内 容

を 分 類 し， そ の 中 で も 「判 断 ・好 み 」 「能 力 」 「他

者 に対 す る判 断 」 「職 業 的 役 割」 「人 種 ・国 籍 」 の

重 要 性 が 高 い こ とを 見 出 して い る 。 この 結 果 か ら

彼 は ， 被 験 者 が 自分 の 過 去 ， 現 在 ， 未来 の行 為 の

経 過 を 意 味 づ け ，理 解 しやす い もの とす る もの に

高 い 重要 度 を与 え る と述 べ て い る 。分 類 カ テ ゴ リ

ーが 異 な る ため
， 西 村 ・星 野(1964)の 結 果 と直

接 比 較 す る こ とは で きな い が ，Gordon(1968)の

「判 断 ・好 み 」は 西 村 ・星 野(1964)の 「生 活 哲 学 」

と重 な る 部 分 が 多 い 。 これ は ， 態 度 的 な 側 面 が

self-imageの 中 で重 要 性 を持 つ こ とを示 唆 し て

い る と言 え るで あ ろ う。

 “自分 ら し さ” を扱 っ た も の と し て は ， 高 垣

(1974)の 研 究 が挙 げ られ る。彼 は ， 女 子 の音 大 生

100名 に20答 法 を施 行 し，20の 回 答 の 中 か ら，

それ を とっ て しま う と 「自 分 ら し さ」 あ る い は

「自分 の イ メー ジ」 が 崩 れ て し ま う回 答 と， そ れ

を と って も 「自分 ら し さ」 あ るい は 「自分 の イ メ

ー ジ」 に大 した変 化 を生 じな い 回答 を挙 げ させ て

い る。 回答 内 容 を39項 目の カ テ ゴ リーに 分 類 し

て分 析 を 行 な った 結 果 ， 「自分 ら し さ」 が 崩 れ て

しま うと され る割 合 が 最 も高 か った の は 「姓 名 」

で ， そ の 割 合 は この カテ ゴ リー に 分 類 され た 反 応

の48.0%0で あ った 。 そ の 他 に割 合 の高 い もの と

して は・「主 義 ，意 見 ，そ の他 」(42.1%)， 「対 人 態

度 」(41.3%0)が あ る。一 方 ，大 した 変 化 を 生 じな

い と され る割 合 が 最 も高 い の は ， 「出身 地 ， 住 所 」

(52.6%)で あ っ た 。 「自分 ら しさ」 を維 持す るた

め に不 可 欠 とされ た 「姓 名 」 「主 義 ， 意 見 ， そ の

他 」「対 人 態 度 」は ，相 互 に か な り異 質 の カ テ ゴ リ

 一のように見える。そのため，これらに共通する

 特徴は見出しに くい。

  上記3つ の研究は方法や被験者 も異な り，ま

 た，得られた結果にも部分的に類似す る点はあっ

 ても，明確な共通点は見出せない。しか し，その

 ことから，分析を進める上で解決すべき問題点を

理解することができる。その1つ は，個人差を考

 慮す る必要性があることである。これらの研究で

 は，比較的少数の同質的と見 られ る被験者を用い

 てお り，個人差については詳細に分析されていな

 い。これらの研究間に明確な共通点が見出されな

い1つ の原因は，おそらく被験者の属性(国 籍，

年齢 性別など)に よる違 いが あ るため であろ

 う。また， 同質的 と見 られ る被験者群において

も，反応内容の分類結果を見るとかな りの多様性

があ り，このような属性以外にも大きな個人差が

あることが示唆 されている。従 って，なるべ く多

様な被験者を用い，個人差を前提 とした分析を行

なう必要があろう。

 もう1つ の点は，内容の分類カテゴリーの問題

である。上記3つ の研究では，それぞれ異なる分

類カテゴリーが用いられてお り，カテゴリー数 も

異なっている。自由回答法の分析一般に言えるこ

とであるが，カテゴリー数が少ないと，異なる内

容の反応が混同されて分析される可能性が高 くな

る。これは，結果を曖昧にした り，研究間での結

果の比較を困難にす る原因ともな りうる。これを

回避す るためには，なるべ く詳細な反応カテゴリ

ーを用いる必要がある
。一方，反応カテゴリーが

細か くなることによって，分析結 果が煩雑 にな

り，全体的な傾向が見えなくなる可能性 も出てく

る。この相異なる2つ の要求をどのように解決す

るかが問題 と言えるであろう。

 さらに，WAI技 法の心理的負荷については，

データを分析する上で大きな問題を含んでいる。

それは，各被験者の言及した記述以外には心理的

負荷のデータが得 られないと言 うことである。例

えば，氏名の記述に対する心理的負荷に注目した

場合，被験者全体ではな く，氏名を記述した者の

みが分析の対象となる。結果的には，言及す る被

験者の少ない記述については，心理的負荷を分析

す ることが不可能 とな り，かな り一般的に現れ る



記述のみが分析対象となる。しかし，考えてみれ

ば，被験者の “自分らしさ”は，まず，彼がどの

ような記述をするかに現れているはずである。従

って，“何を記述 しているか”ということと “それ

に対 してどのような心理的負荷があるか”という

こととを結び付けて分析を進める必要があろう。

 以上のような問題点を考慮した上で分析の方法

を検討す ると，まず，被験者はなるべ く多数の多

様な被験者を分析対象とす る必要があろ う。幸い

われわれは，約10年 にわたってWAI反 応の収

集を行なってお り，この問題は解決す ることがで

きる。反応カテゴリーについても，前章でも示 し

た ように，「最終版基準書」が得 られている。これ

は，反応の内容分析を通 じて帰納的に作成された

反応カテゴリーで，168の 項 目から成っている。

最終版基準書は項 目数が多いため詳細な分析を可

能 とす るが，分析結果が煩雑になる恐れがある。

そこで，多変量解析技法を用いて，言及内容と心

理的負荷 との関係を体系的に分析す ることに し

た。具体的には，各被験者の回答を最終版基準書

によって分類 し， その反応パターンを数量化III

類によって分析す る。その際， 自分 らしい回答 と

して○を付けられたものとそれ以外を分離す るこ

とによって，自分 らしさと回答内容の関係 も明か

になる。数量化III類 を用いる利点は，反応 カ

テゴリーだけでなく，被験者の個人差 も体系的に

扱 うことができる点である。数量化III類 の結果

に基づいて被験者を分類することによって，自分

らしさに関する個人差も明確になるものと思われ

る。

2.方 法

[被験者]

 第2章 で分析に用いた3，992名 の被験者のう

ち，「特に自分 らしいと思われる答えの番号を○

で囲んでください」とい う教示に従って○を付け

ている者を分析対象とした。従って，○を1つ も

付けていない者 と全ての回答に○を付けている者

は分析から除外 した。：最終的に3，383名 が分析対

象となったが，その性 ・年齢別の内訳は表3-1の

通 りである。
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表3-1性 ・年齢別の被験者数

年齢 男性  女性  計

小 学 校4年

小学 校6年

中学 校2年

高校 2年

20～21才

25～27才

34～36才

44～46オ

54㌻56才

60～62才

64～66才

70～72オ
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3

3

5

豊

7
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4

2

2
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1
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9

9

9

3

3

3

9
6
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乙
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乙
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乙
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2

9

7

9

0

8

7
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2

3

8

3

1

2

5

9

2

1

7

8

9

5

3

3

つ
4

り
ゐ

つ
乱

1

り
乙

り
乙

6

2

6

9

3

1

2

3

9

5

2

5

3

7

7

9

2

2

7

7

8

8

7

6

4

4

4

3

4

4

1

1

亅

1，673   1，710   3，3R；?

[分析手続き]

 基準書による反応の分類評定：基準書による分

類評定のデータは，第2章 の出現順序の分析の際

に大型計算機に入力された ものをそのまま用 い

た。最終版基準書の概要 と評価手続きについては

第2章 を参照されたい。

 数量化III類 による反応パターンの分析：168

の小項目の うち，大項 目 くその他〉の3項 目と小

項 目〈無回答〉を除いた164項 目に対す る反応パ

ターンを数量化III類 で分析した。その際，各被

験者の回答を，自分らしさの○を付けられた回答

と付けられていない回答に分け，それぞれの反応

パターンを算出した。そ して，それぞれの反応パ

ターンを独立 したサ ソプルとして数量化III類 で

分析 した。そのためサンプル数は被験者数の2倍

の6，766と なる。

 数量化III類 の結果については，カテゴリー・・

ウェイ トに基づき小項 目を布置 し，各次元の解釈

を行なった。さらに，各次元のサンプル ・スコア

に対 し， 自分 らしさの○の有無，性別，年齢を要

因とした分散分析が行なわれた。

 サンプル ・スコアに基づ く被験者の分類：数量

化III類 で得られたサ ンプル ・ス コアに基 づい

て，非階層クラスター分析(SAS FASTCLUS)
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に よ って ，被 験 者 の分 類 を行 な っ た 。各 被 験 者 に

対 して は ， 自分 ら しさ の○ の 有 無 ご と に サ ン プ

ル ・ス コアが 与 え られ て い る ため ， これ を 被 験 者

単 位 に併 合 して ク ラス タ ー分 析 が 行 な わ れ た 。

 各 クラ ス タ ー の特 徴 を 理 解 す るた め に ， まず ，

ク ラス タ ー別 のサ ン フ.ル ・ス コ アの 平 均 値 が 分 析

され た 。 また ， 各 小 項 目の 反 応 頻 度 と○ の付 く割

合 を ク ラス タ ー ご とに 算 出 した 。最 後 に ， ク ラス

タ ー と性 ・年 齢 との 関 係 を分 析 した 。

3.結 果

[数量 化III類 で得 られ た 軸 の 解 釈]

 数 量 化III類 では ，基 準 書 の164の 小 項 目に 対

す る， 自分 ら し さの ○ の 有 無 別 の 反 応 パ タ ー ンが

分 析 され た 。 そ の結 果 得 られ た軸 の うち ， 固 有値

の 高 い3つ の軸 を そ の 後 の分 析 に用 い る こ とに し

た 。 各 軸 の 固有 値 は，1軸 が.431，II軸 が .314，

III軸 が.273で あ った 。

 表3-2は ，各 軸 で高 い カ テ ゴ リー ・ウ ェイ トを

得 た小 項 目を示 した もの で あ る 。1軸 を見 る と，

プ ラ ス の10項 目は ほ とん ど性 格 に つ い て の 項 目

で 占め られ て い る 。 一 方 ， マ イ ナ スに は く名 前 〉

〈人 種 ・国 籍 〉 な ど の 基 本 属 性 に 関 す る 項 目が 多

い 。II軸 の プ ラス の10項 目に は， 〈私 は私 〉 〈私

は誰 〉 な ど の実 存 的 な記 述 と性 格 に関 す る項 目で

占め られ ， マ イ ナ スに は ， 家 族 に 関 す る記 述 が 多

く含 まれ てい る 。1軸 とII軸 で 小 項 目を 布 置 す

る と図3-1の よ うに な る。こ の布 置 を 見 る と前 章

の図2-1と 類 似 して い る こ とが わ か る。従 っ て，

前 章 と同様 に ，1軸 は 「記 述 の主 観 性 」，II軸 は

「自己 一外 的 対 象 」 の軸 と解 釈 した 。III軸 につ い

て も， 小 項 目の布 置 が 前 章 の分 析 結 果 と類 似 して

お り， 「加 齢 」 と関連 す る軸 と判 断 した 。

[サ ンプ ル ・ス コア の 分 散 分 析 】

 次 に ， 数 量 化III類 で 得 られ た 各 軸 の サ ン プ

ル ・ス コア を 従 属 変 数 と して ， 性 ，年 齢 ， 自分 ら

し さの ○ の有 無 を要 因 と し た 分 散 分 析 を 行 な っ

た 。そ の結 果 を ま とめ た ものが 表3-3で あ る。ま

ず1軸 を見 る と，す べ て の要 因 の主 効 果 お よび 性

別 ×年 齢 と年 齢 ×自分 ら しさ の交 互 作 用 が0.1%

水 準 で有 意 とな っ てい る 。特 に ， 年 齢 と 自分 ら し

さ の主 効 果 が 顕 著 で あ る 。1軸 のサ ン フ.ル ・ス コ

ア の平 均 を グ ラ フ化 す る と図3-2の よ うに な る。

これ を 見 る と，小学4年 か ら20才 に か け て サ ン

プル ・ス コ アの 急激 な 上 昇 が認 め られ る。 また，

中 学2年 以上 で は 男 女共 に 自分 ら しい 回答 が そ

れ 以 外 の 回 答 よ り高 い ス コア を得 て い る。 これ

は， 児童 期 か ら青 年 期 に か け てself-imageが 主

表3-2数 量 化111類 で高いカテゴ リー・・ウ ェイ トを得た小項 目

負

位
正
順

1軸 (ηz==●431)

小項目客一

皿軸(η2=.314)

weight

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

十 野心的
ひがみっぽい

自信家

箪直

強情 ・頑固

責任感がある

慎重

悲観的

意志が強い
せっかち

名前
ニックネーム

私は私

祖父母

人租・国籍

住所

生年月日

年令 ・世代

父親

…
…
㎜

㎜

蠍

脚

㎜

臈

繃

㎜

觀

2
 
2
 1
 1
 1
 1
 1
 1
 
1
 1

増、項 目名         veight

私は私

私は誰

隠喩的な衷現

実存的記述

生意気

あまのじやく
気分屋

無神経

自己に対する興味

ひがみっぽい

皿軸(n2=.273)

 小項目名

孫
私は誰

隠喩的な表現

配偶者

私は幸福

私は私

子供

年齢に対する意識
親戚・親族

自分に満足

weight

3.406

3.275

3.053

2.286

2.162

1.887

1.661

1.612

t.sss

1.589

一1

 2

 3

 4

 5

 6

 7

 8

9

is

一1.849

-i .soi

-1 .898

生物学的 ・文化的規定 一1.616
一1 .603

-1 .498

-1 .414

-1.381

-1.322

-1 .281

孫        一3.663

配偶者        一2.η0

親戚 ・親族     一2.465

年齢に対する意識  一2.362

健康に対する意識  一2.329

子供         一z.242

資格 ・免許     一1.827

学歴 ・職歴     一1.631

暮 し方       一1.609

過去についての記述  一1.585

4.164

3.703

3.424

3.398

z.ssa

2.978

2.795

2.686

2.563

2.543

生意気

個別の能力がある

個別の能力がない

にぎやか

理論指向
おっちょこちょい

身体的能カ
ニックネーム

頭が悪い
一般的な能力がない

一1.613

-1 .585

-L561

-1.468

-1 .347

-1 .319

-1 .282

-1 .277

-1 .275

-1 .239
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3.7

瓢騰

  轍は誰

購 的な覯

i

1

i

o.o

実存的記述

   *生物学的・文化的規定ニックネーム

名前

人租・鴎

    柱別年令・世代* 学校

脇

 耳匚凡   将来性がある

硬が悪い    頭が良い

冢柄・象の口粱

  生年月日祖父母 家庭内の役割    躰醜力
容舗 格

個性的
自己に対する興駿。関心

      〈力動1慟〉

   鰤 く力嫺 タ蝌 ・ズ・麥蟹的
             軸

・・糶 く情意劔*， 鯉ll払 〉

   〈情意(Z}〉

畷・騰1ら しlllll灘 ；る

 〈趨越者〉

マイペース

!

 

1

8 

3

蹇=

図

   ・ラブ・刪 、醐 。*、1.恋人
              拠味・臠心〉     出鱒 ち*

。翻嬲 醜 い

   兄弟鱆妹      経済収態

           鴨 営生活〉 。贓 醸 。〈鯉・曝望〉
  繍              家族との蝋
娵              1 徹は輒

              3     
暮し方**学歴・職歴   *遘去についtの記述

          鮴・免■

              1子侯

      繊.繊   i

              l贈

              1

              1              …

            ・i              I
I
7

1

-

1

ー

ー

1
十

i
                  0.0                                  2.2

数量化III類 に よる小項 目の布置(1軸[横 軸]×II軸[縦 軸】)

 “*”が付け られ ている ものは，そ の位置が 小項 目の 位置を示す。 それ以外は， 小項 目の 中央で

布置 され てい る。“〈 〉”内に示 されてい るのは， 意味の類似 した小項 目を まとめた もので， そ こ

に含め られた小項 目の重心に よって布置 されてい る。
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観 性 を 帯 び る よ うに な り， ま た， 児童 期 を除 い て

自分 ら しい 回 答 が よ り強 い主 観 性 を 帯 び て い る こ

とを 示 して い る。

 II軸 の分 散 分 析 の結 果 で は ， 傾 向 と しては1

軸 と類 似 して い るが ， 全 体 的 にF値 は 小 さ くな

って い る。図3-3を 見 る と，高校2年 か ら70才

に か け て 緩 や か な ス コア の下 降傾 向 が認 め られ ，

また ，中学2年 以 上 で は 自分 ら しい 回 答が よ り高

表3-3数 量化III類 の サ ンプル ・ス コアの 分 散

   分析の結果

要  因 df 6

  夏軸

F  値

∬軸    皿軸

性sn                  1   48， 9`.・

年齢          11 168.rゆ'

自分らしさ      l lO6.5'”

性別×年齢       ii  6.8'鱒

性別×自分 らしさ     1  2.8

年齢X自 分 らしさ    11  6.4'”

性別×年齢 ×自分 らしさ 11  1。30

.93'.

71.54”'

81.12”'

.39”

.22

2.58

0.73

8.74”

izz.ir..

0.29

3.82”

0.84

2.94”'

0.70

・： p《
.05  ・・ 2pく.Ol  ・・. 3 P'く.001

      △                 ρ      コ ヘ                           ノ

： 慮 篝 ま三欝き
む

・ 狙 肇  
。一つ 男性。ありE             ×t一…X男 性 ○なし

             △・・一△女性 ○あり
             口…一・ロ女性 ○なし

    一一 』 ・一■一一 且一 一」、・T一一・」一・. ぜ」_鳥珊_些   _縣・  小
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           年 齢

図3-2 0の 有 無 別 に 見た 年 齢 に よ る サ ン プ ル ・

    ス コ アの 変 化(1軸)

0

8

6

4

2

0

2

4

6

8

0

2

4

6

8

1
。
巳

吐

巳

α

α

o
。
α

α

住

L

-
。
-
.
t

L

 

 

 

 

 

 

一

齢

。

一

幽

一

一

一

一

ハ
O

 

C

 
 O

 
 R

 
 「
匸

    論㌔

驫 影綬 激 鯲
奪

・
へ
蠍

叢
淑
丶

、

…、蝿
㍗
嶝

，〉一飄O男 性 ○あり

X引 罰× 男性 ○なし

△啣…△ 女性 ○あり
ロ・一・”ロ 女性 ○なし

   ユ ロ    し    コ ロネコ コ

小4 小6 中2 高2

図3-3

       丶)一 〇

        、■、

        ㍗蒼         s

         S
L.__一 、  __→  ..哩. _」 コ

     20 26 35 45 55 60 65 ?0
       年 齢

Oの 有 無 別 に 見 た年 齢 に よ る サ ン プ ル ・

ス コ ア の 変 化(II軸)

コ し
セ

ね

を

男

男

女

女

℃

帆

込

心

 

■
 
■
 

，

0

引

…

…

O

X

心

O

ノ
幾

 
 
汐

怖

 

恥
'
嚠
τ

8

6

4

遭

0

8

6

鴻

2

0

2

4

6

8

ユ

ー

1

1

1

0

0

0

0

0

℃

幻

遡

℃

S

 
 C

 
 O

 
 R

 
 【
L

(>o《)男 性 ○あり

X旧 … × 男性 ○なし

△旧・…△ 女性 ○あり

ロ・・…”・・ロ 女性 ○なし

    ノ噂グ

臨蓉〆

       PiiI

_激 麟 選
       丶b

      ロ            コ コ コ      サ   

   小6 中2 高2 20 26 35 45 55 60 65 70
          年 齢

図3-40の 有 無 別 に 見 た年 齢 に よ る サ ン プ ル ・

   ス コ ア の変 化(III軸)

い ス コア を 得 て い る。 この 結 果 は， 加 齢 に 伴 い

self-imageが 外 的 な 対 象 に 関す る もの に な り，

自己 に つ い て のself-imageが よ り自分 ら しい と

され る傾 向 が あ る こ とを示 唆 して い る。

 III軸 の分 散 分 析 の結 果 で は， 年 齢 の主 効 果 と

年 齢 × 自分 ら し さの 交互 作 用 が0.1%水 準 で ， そ

の 他 に性 別 の主 効 果 と性 別 ×年 齢 の 交 互 作 用 が

1%水 準 で有 意 とな って い る。F値 を見 る と年 齢

の主 効 果 が 顕 著 とな っ て い る。 図3-4を 見 る と，

性 別 と自分 ら しさ につ い ては 明確 な傾 向は 認 め ら

れ な いが ， ス コアが 加 齢 と と もに 上 昇 す る傾 向が

見 られ る。 こ の軸 は， 小 項 目の布 置 か ら見 て も加

齢 と関 連 して い る と見 られ ， こ の結 果 は そ れ を 裏

付 け る も の と言 え る 。

[非階 層 ク ラス タ ー 分 析 に よ る 被 験 者 の 分 類]

 数 量 化III類 で 得 られ た サ ン プル ・ス コ アに 基

づ い て被 験 者 の分 類 を 行 な った 。 自分 ら しい 回 答

とそ れ 以 外 の回 答 に 与 え られ た サ ン プル ・ス コ ア

を 被 験 者 ご と に 併 合 し， 非 階 層 クラ ス タ ー分 析

(SAS FASTCLUS)に よ って 被 験 者 の分 類 を 行

な った 。2か ら10ま で の ク ラ ス タ ー数 を試 み た

結 果 ，最 も分 類 効 果 の高 か っ た5ク ラ ス タ ーを採

用 した(Pseudo F=1029.3)。

 表3-4は ，そ の結 果 得 られ た ク ラス ター の サ ン

プル ・ス コア の平 均 と標 準 偏差 を示 した もの で あ

る 。 まず ， 各 ク ラス ター の被 験 者 数 を見 る と， ク

ラス タ ーBが 最 も多 く，全 被 験 者 の38.2%を 占

め て い る。 そ れ に 対 し， ク ラス タ ーCは2.7%

に 過 ぎな い 。 これ は ク ラス ターCの 被 験 者 が か

な り特 殊 で あ る こ とを示 唆 して い る。



一 「自分 らしい」 回答 の分析一一  31

表3-4各 クラスターのサンプル ・スコアの平均

   と標 準偏 差

       1軸     皿軸     皿軸
クラスター  O         』 一'一

      平均 SD  平均 SD  平均 SD

 A    あ り 一1。570 0.727  1.288 0.805

N= 610 な し ・1.143 0.843  0.830 1.097

 Bあ り ・0.1950.638・0。4290.690

N=1，292 な し ・0.4020.637 ・0.4080.749

0.214  0.848

0.243  1.030

-0 .886  0.662

-0.577  0.732

 C      あ り  一1.298  0.897    4.416  1.500    4.946  1。482

N= 91 な し ・0.Rio O.841  1.517 1.434  1.445 1.798

 Dあ り1。4010.6730.7970。706-0.1030.796

N= 929 な し  0.657 0.839  0.303 0.791  0.009 0.717

 Eあ り0.3820.689・1.2320.9231.6401.291

N= 461 な し 一〇.OlO O.638 -0。976 0。913  1.093 1.Ol2

 ク ラ ス タ ー間 の関 係 を 見 るた め に ， サ ン プル ・

ス コ ア の平 均 に よ って クラ ス タ ーを 布 置 した もの

が 図3-5(1軸 ×II軸)と 図3-6(1軸 ×III軸)で

あ る。まず ， ク ラス タ ーAの 特 徴 は ，1軸 の ス コ

アが 最 も低 い こ とで あ る。 ま た ， 自分 ら しい 回答

の方 が それ 以外 の 回答 よ りも低 くな っ て い る。 こ

れ は ， こ の クラ ス タ ーが 最 も主 観 性 の低 い 回 答 を

してお り， 自分 ら しい 回 答 に お い て そ の傾 向 が 強

い こ とを 示 して い る。

 ク ラス ターBは ， 全 般 的 に 中央 に位 置 して い

るが ，III軸 の ス コア は他 の ク ラス タ ーに 比 べ て

低 い 。 ま た ， 自分 ら しい 回答 とそれ 以外 の回 答 の

間 に大 き な差 が 認 め られ な い 。 こ の結 果 は ， こ の

クラ ス タ ー の被 験 者 に 年 少 者 が 多 く， 自分 ら しい

回答 とそ れ 以外 の回 答 の区 分 が 明確 で な い こ とを

示 唆 して い る 。

 そ れ に 対 し クラ ス タ ーCは ， 自分 ら しい 回答

とそ れ 以 外 の回 答 の差 が 最 も大 きい ク ラス ター と

な って お り，特 にII軸 とIII軸 に お い て差 が 大

き い 。ま た，II軸 とIII軸 の ス コアが 最 も高 くな

って い る。 これ は， この ク ラス タ ー の被 験 者 に お

い て， 自分 ら しい 回答 とそれ 以 外 で 回 答 内容 に 違

いが あ り， 自己 を指 向す る傾 向が 強 い こ とを 意 味

して い る 。 また ，III軸 の ス コ アが 高 い こ とか ら

高 齢 者 が 多 い こ とが 予 想 され るが ， 後 述 す る年 齢

と クラ ス タ ー との 関 係 を 見 る と， そ の よ うな傾 向

は 認 め られ な い 。

 ク ラス タ ーDの 特 徴 は ，II軸 とIII軸 で は ほ

ぼ 中 央 に あ るが ，1軸 の ス コ ア が 高 い こ と で あ

る。 しか も， 自分 ら しい 回 答 に お い て ス コアが 高
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1

くな って い る 。従 って ， この ク ラス タ ーの被 験 者

の回 答 は ， 強 い主 観性 を 帯 び て お り， 主 観 性 の強

い も のに 自分 ら し さを 感 じ る傾 向 が あ る こ とを示

して い る 。

 ク ラ ス タ ーEは ，II軸 の ス コア が 最 も低 く，

III軸 は比 較 的 高 い ス コア を得 て い る 。1軸 に お

い て は ほ ぼ 中央 に位 置 して い るが ， 自分 ら しい 回

答 の方 が 高 い ス コア を得 て い る 。 こ の結 果 は ， ク

ラス ターEの 被験 者 が ， 外 的 な 対 象 に つ い て の

回答 を 多 く してお り， 高 齢 者 の割 合 も高 い こ とを

示 唆 して い る。 また ， よ り強 い 主 観 性 を 帯 び た 回

答 に 自分 ら しさを 感 じる傾 向 が あ る と考 え ら れ

る。

【小項目の反応頻度から見た各クラスターの特徴】

 次に，各 クラスターの特徴をより具体的に理解

するために，各 クラスターにおいて反応頻度の高

い小項 目を見ることにした。表3-5は ，各クラス

ターで高い言及率を得た上位10位 までの小項 目

について，平均反応数と，その小項 目に分類 され

た反応の うち，自分らしい回答として○の付けら

れた反応の割合を示したものである。通常，平均

反応数は該当集団の被験者数を分母として算出す

るが，ここでは各小項目に言及した被験者数を分

母として算出 してある。従って，平均反応数は，

すべての小項目において1以 上となっている。

 クラスターAを 見 ると，「人間」「生物」「地球

人」といった反応が分類される 〈生物学的 ・文化

的規定〉の言及率が最 も高 くなっている。それ以

外を見ても，〈性別〉〈年令 ・世代〉〈名前〉などの

基本的な属性に関す る小項 目が多い。自分らしい

回答 として○の付けられる割合が最 も高 いのは

く名前〉で，〈生物学的 ・文化的規定〉〈性別〉が続

いている。これ らの結果は，このクラスターの被

験者のself-imageに おいて，基本属性が大きな

意味を持っていることを示唆 している。

 クラスターBで は，〈好み〉の言及率が最も高

く，〈スポーツへの指向〉〈趣味〉などの趣味 ・好

みや興味 ・関心についての項 目が多い。自分 らし

い回答とされる割合は，スコアの平均からも予測

されたように高低の差が比較的小さいが，指向的

な小項目で高くなっている。これは， クラスター

Bの 被験者のself-imageが 指向的な側面を中心

に構成されていることを示唆していると言えるで



表3-5各 クラスターで高い言及率 を得た小項 目

クラスター   小項目名 雪及率(紛 平均反応数Oの 割合(%)

Al讖 文 1
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日課 ・習慣

70

58
56

51

蘭
47

44

44

41
38

「5一 織 的・文化嫩64
5B

   篭裂的嫉現  5a59

   論    4845

   会嘉靆   4231   鷲驟 鋼  

器

D
鸛
蓄簍
容委 ・体格
スポーツへの指向
現在の気分・状慧
まじめ・誠実
健康 ・体質
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6
4

2
0

7

7

4

48
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29
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08

35
71

註3平 均反応数は，各小項目に書及した者1人 あたりの反応数を示す.

あろ う。

 クラスターCで 最も言及率が高いのは 〈生物

学的 ・文化的規定〉であるが，〈私は私〉〈隠喩的

表現〉〈私は誰〉〈実存的記述〉のように，自己の

存在の根元を問 うような実存的な項 目が多く含ま

れている。また，〈隠喩的な表現〉の平均反応数は

5反 応近 くあ り，この小項 目に言及す る被験者

が，このような表現を多用す ることが示 されてい

る。一方， 自分 らしさの○については，実存的な

項 目については，すべて60%を 超えてお り，そ

れ以外では く生物学的 ・文化的規定〉を除いてす

べて10%未 満 となっている。〈生物学的 ・文化的

規定〉は，基本属性 とも考えられ るが，実存的な

ニュアンスも強い小項 目とも見 ることができる。

そういう意味では，このクラズターの被験者 の

self・imageは ， 実存的な意識を強 く反映 してい
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る と見 られ る。

 ク ラス タ ーDの10項 目を見 る と， クラ ス タ ー

Bと か な り重 な って い る。異 な るの は 〈現 在 の気

分 ・状 態 〉 〈ま じめ ・誠 実 〉 〈家 庭 内 の役 割 〉 の3

項 目だ け で あ る。 いわ ゆ る性 格 の記 述 に あた る小

項 目は全 般 に言 及率 が低 い ため ， 他 の ク ラス タ ー

で は 言 及 率 の上 位20位 まで 見 て も1項 目も な

い 。 しか し， ク ラス タ ーDで は ， 〈ま じめ ・誠

実〉 を含 め て5項 目が 含 まれ て い る 。また ， 自分

ら し さの ○ の割 合 を 見 る と，〈ま じめ ・誠 実 〉 が

最 も高 くな っ て お り， 他 の4項 目 もす べ て40%

以上 とな っ て い る。 こ の よ うな こ とか ら， こ の ク

ラス タ ー の被 験 者 が 性 格 に 関 す るself・imageを

重 視 して い る こ とが 理 解 で き る 。

 ク ラス タ ーEで は， 〈職 場 ・職 業 〉 の言 及 率 が

最：も高 い 。 そ の 他 に 〈子 供〉 〈家 庭 内 の役 割 〉 と

い っ た 家 族 ・家 庭 に 関 す る 小 項 目や ， 〈現 在 の気

分 ・状 態 〉 〈生 活 目標 ・心 掛 け〉 とい った 日常 生

活 に関 す る小 項 目が 含 まれ てい る 。特 に 〈生 活 目

標 ・心 掛 け〉 は 自分 ら しい と され る割 合 が 最 も高

くな っ て い る 。 これ ら の項 目は す べ て 日常 生 活 と

深 く関 連 して お り， こ の クラ ス タ ー の被 験 者 は 日

常 生 活 と密 接 に 結 び 付 い たself-imageを 抱 い て

い る と考 え られ る 。

〔ク ラス ター と性 ・年 齢 の 関 連]

 各 クラ ス タ ー と性 ・年 齢 と の 関 係 を 見 る た め

に ， 性 ・年 齢 別 に ク ラ ス タ ーの 構 成 比 を 算 出 し

た 。図3-7は 男 女 別 の クラ ス タ ー構 成 比 を 図 示 し

た も ので あ る 。 これ を見 る と， ク ラス ターAの

割 合 が 男 性 で 高 く， クラ ス タ ーDの 割 合 が 女 性

で 高 い こ とが わ か る 。 これ は ， 男 性 に 基 本 属 性 を

重 規 す る も のが 多 く， 女 性 に 性 格 を 重 視 す る もの

が 多 い こ とを 示 唆 して い るが ，全 体 的 に は 大 きな

男 女 差 は 認 め られ な い 。

 図3-8は ，年 齢 別 に ク ラ ス タ ー ，成比 を示 した

も ので あ る 。 これ を 見 る とか な り明 確 な年 齢 差 が

認 め られ る 。特 に， クラス タ ーAは ，年 少者 ほ ど

構 成 比 が 高 い 傾 向 が あ り， クラ ス タ ーEは 高齢

者 ほ ど構 成 比 が 高 くな って い る 。つ ま り， 基本 属

性 を 中 心 に 回 答 して い る者 は 加 齢 と と も に 減 少

し， 日常 生 活 に 関す る記 述 を 中 心 と して い る者 は
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図3-7 男女別に 見た クラスター構成比
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図3-8 年齢別に見たクラスター構 成比

増 加 して い る 。一 方 ， ク ラス タ ーBも 年 少 者 で

の構 成 比 が 高 いが ，70代 で も約17%の 比 率 を 占

め て い る。 クラ ス タ ーDは ， い ず れ の年 齢 層 で

も比 較 的 安 定 した 比 率 を 占め て い るが ， 高 校2年

以降 の比 率 が 高 い 。 これ は ， 指 向や 性 格 を 中 心 と

してself・imageを 構 成 す る者 が 広 い 年 齢 層 に 見

られ る こ とを 示 唆 して い る 。そ れ に 対 し， クラ ス

タ ーCの 比 率 は ， い ず れ の年 齢 層 で も低 く，64

才 以 上 に は 全 くい な い 。 これ は， 実 存 的 なself-

imageを 中心 とす る者 の 特 殊 性 を 示 して い る と

い え る。 これ らの結 果 を全 体 的 に見 る と， ク ラス

タ ー構 成 比 が 加 齢 に伴 っ て 漸 進 的 に 変 化 し て お

り，self・imageの 発 達 的 な変 化 を 反 映 してい る

と見 る こ と もで き るで あ ろ う。

傍 証 を 得 る こ とは で き た 。

 そ の1つ は ，数 量 化III類 で得 られ た 「記 述 の

主 観 性 」 の軸 が ， 自分 ら しさ と最 も明 確 な 関 連 を

示 した こ とで あ る 。この 軸 に つ い て は ，中学2年

生 以 上 に お い て 自分 ら しい 回 答 が そ れ 以 外 の 回 答

を 上 回 って お り，全 体 的 に は 自分 ら しい 回答 が よ

り強 い主 観 性 を 帯 び る こ とが 示 唆 され た 。強 い主

観 性 を 帯び て い る こ とが 必 ず しもself・imageの

核 とな っ て い る こ と を意 味 しては い な い が ， 強 い

主 観 性 は 何 らか の心 理 的 負 荷 のあ る こ とを 示 して

い る 。 当 然， 中核 とな るself・imageに も何 らか

の心理 的 負 荷 が あ る と考 え られ る 。そ うい う意 味

で は ， ○ の付 け られ た 回 答 がself-imageの 中 核

を成 して い る可 能 性 を示 唆 す る結 果 と言 え る 。

 さ らに， 各 ク ラス タ ーで 反 応 頻 度 の高 い 小 項 目

を見 る と， 各 ク ラス タ ーで 高 い 反 応 を 得 た 小 項 目

は あ る程 度 の意 味 的 な ま と ま りを 持 って い る。 し

か も， 自分 ら しさの ○ を 付 け ら れ た 割 合 を 見 る

と， そ れ らの 意 味 上 の 中心 とな る項 目で 高 くな っ

て い る。 例 え ば ク ラス タ ーAで は ， 基 本 属 性 の

言 及 率 が 高 く，そ の 中 で も く名 前 〉〈生 物 学 的 ・文

化 的 規 定 〉 〈性 別 〉 が 自分 ら しい と され る割 合 が

高 くな っ てい る 。 これ は ， ○ の付 け られ た 回 答 が

self・imageの ， 少 な くと も意 味 的 な 中 核 を 成 し

て い る こ とを 示 して い る と言 え るで あ ろ う。

 この よ うに ， 自分 ら しい 回答 は ，心 理 的 負荷 を

持 って お り，意 味 的 な 中心 に もな っ て い る。 これ

は・ 自分 ら しい 回 答 がself-imageの 中核 を成 し

て い る こ とを 間 接 的 に 示 してい る と言 え るで あ ろ

う。

4.考 察

[自分 ら しさ とself-image]

 今 回 の分 析 結 果 に 考 察 を 加 え る前 に ， 自分 ら し

い 回 答 即 ち ， ○ を 付 け られ た 回 答 が 何 を 意 味 し

て い るの か に つ い て 検 討 して お く。 先 に も述 べ た

よ うに ， わ れ わ れ は ，特 に 自分 ら しい と思 う回答

に ○ を付 け させ る こ とに よっ て，self・imageの 核

とな る もの を捉 え る こ とが で き るで あ ろ うと考 え

た 。 こ の よ うな 前 提 の妥 当性 を 直 接 的 に 実 証 す る

こ とは む ず か しい が ， 今 回 の結 果 か らあ る程 度 の

[自分 ら しい 回 答 の 個 人 差 】

 自分 ら しい 回 答 は ，一 般 的 に 言 え ぽ ， 強 い主 観

性 を 帯 び， 意 味 的 に も中心 性 の 高 い も の と言 え

る 。 しか し， よ り詳 細 に 見 る と， 大 きな 個 人 差 も

存 在 して い る 。 クラ ス タ ー分 析 の結 果 を 見 る と，

5つ の クラ ス タ ーの うち クラ ス タ ーAとCで

は ，1軸 に お い て 自分 ら しい 回 答 の 方 が 低 くな っ

て い る。つ ま り，1軸 の ス コ アに 即 して見 る限 り
，

自分 ら しい 回 答 の方 が 主 観 性 が 弱 い とい う こ とに

な る。 この2つ の ク ラス タ ー は， クラ ス タ ー全 体

の 平均 が低 く，言 及 内 容 の全 体 に主 観 性 が あ ま り



な い ことが 示 され てい る 。言 及 内容 を 見 る と， ク

ラス タ ー Aで は 基本 属性 に 関す る言 及 が 多 く，

そ の中 で も，「人 間 」 あ る い は 「生 物 」な ど の生 物

学 的 ・文 化 的 規 定 ， 名 前 ， 性 別 が 自分 ら しい と さ

れ て い る。 クラ ス タ ーCで は ， 実 存 的 な 内容 と

基 本 属 性 が 多 く， 実 存 的 な ものが 非 常 に 高 い 割 合

で 自分 ら しい とされ て い る 。 こ の2つ の クラ ス タ

ーで 自分 ら しい とされ る 内容 は い ず れ も
， 個 人 の

基 底 を 成 す 条 件 や 自己 の存 在 の根 本 に 関 わ る も の

と言 う こ とが で き る 。 こ の2っ の クラ ス タ ーに つ

い て言 え ば， この よ うな 根 元 的 な も のに 自分 ら し

さを感 じてい る と見 る こ とが で き るで あ ろ う。

 と ころ で， 残 りの3つ の クラ ス タ ーは ， 数 量 化

III類 の解 釈 に 基 づ い て 言 え ば ， 主 観 性 の強 い 回

答 内容 に 自分 ら しさを 感 じてい る とい うこ とに な

る 。 しか し， クラ ス タ ー ご と に 言 及 内 容 も 異 な

り， 実 際 に 自分 ら しい と され る 内容 に も違 い が あ

る 。そ こで ， 具 体 的 な 回 答 内容 か ら， これ らの ク

ラ ス タ ーに お け る 自分 ら しさを 検 討 して 見 る 。 ク

ラ ス タ ーBで は，趣 味 ，好 み ，関 心 な ど の回 答 内

容 が 自分 ら しい と され る割 合 が 高 く， クラ ス タ ー

Dで は，い わ ゆ る性 格 の記 述 が 自分 ら しい と され

て い る 。そ して， クラ ス タ ーEで は ，生 活 目標 や

心 が け が 自分 ら しい と され て い る 。趣 味 ・好 み と

生 活 目標 は ， 指 向 的 側 面 に 含 め て 考 え る こ とが で

き， 性 格 の記 述 は ， 広 い 意 味 で の 自己 評 価 と見 る

こ と もで き る 。 これ らは ， 確 か に 主 観 性 を 帯 び た

もの と言 うこ とが で き るが ， そ れ ぞ れ の ニ ュア ン

スは か な り違 う。そ うい う意 味 で は ， 全 体 的 に 見

て 自分 ら しい 回 答 は 主 観 性 が 強 い とい うこ と よ り

も， この よ うな 多 様 性 が 存 在 す る とい うこ との 方

一 「自分 らしい」 回答 の分析一  35

が大 きな意味を持つように思われる。

[自 分 ら しさ の 発達 的 変 化]

 今 回 の 分 析結 果 で は ，年 齢 が重 要 な 意 味 を持 つ

こ とが 示 され た 。数 量 化III類 の 分散 分 析 の結 果

に お い て は ，す べ て の 軸 が年 齢 と関連 を 持 つ こ と

が 示 され て い る。 特 に1軸 と の関 連 は 最 も強 く，

ス コア の 平 均 値 を 見 る と，発 達 に 伴 い 反 応 が主 観

性 を 帯 び る こ とが示 され て い る。 こ れ に つ い て

は ，前 章 の 出 現順 序 の 分 析 に お い て も同様 の結 果

が 示 され て い る。

 また ， ク ラス ター と年 齢 との 間 に も強 い関 連 が

認 め られ ， これ か ら 自分 ら しさ の発 達 的 変 化 に つ

い て も大 き な示 唆 を 得 る こ とが で き る。 まず ， 各

ク ラス ター の特 徴 を言 及 内 容 と 自分 ら しさの ○ の

割 合 か らま とめ る と， ク ラス タ ーAは 基 本 属性 ，

ク ラス ターBは 指 向， ク ラス タ ーCは 実 存 的 意

識 ， ク ラ ス タ ーDは 性 格 ， ク ラス ターEは 日常

生活 に ， そ れ ぞ れ 自分 ら しさ を感 じて い る と見 る

こ とが で き る。 そ して， ク ラス タ ー構 成 比 の変 化

を全 体 的 に見 る と， 加齢 に 伴 い ク ラス ターA，B

か ら ク ラス タ ーD，Eに 移 行 して い る 。 これ は，

自分 ら しさ を感 じる ものが ， 発 達 と と もに 基 本 属

性 や指 向 か ら性 格 や 日常 生 活 へ と移 行 す る こ とを

示 唆 して い る。 今 回 の デ ー タは 継 時 的 な も ので は

な い こ とや ， いず れ の年 齢 層 に お い て も クラ ス タ

ーBとDが あ る程 度 の比 率 を 占め てい る こ とを

考 慮す る と， こ の結 果 か ら結 論 を下 す こ とは で き

な い が ， この よ うな発 達 傾 向 も 十 分 に 考 え ら れ

る。
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1.目 的

 わ れ わ れ は， 約10年 に わ た っ て， 基 準 書 を用

い てWAI技 法 で 得 られ る反 応 の 内容 と頻 度 の分

析 を 行 な っ て きた(e.9.， 岩 熊 ・槇 田 ，1991b； 槇

田 ・岩 熊 ，1990； 槇 田 ・岩 熊 ・西 村 ，1992)。 この

よ うな 分 析 に よって ，self-imageの 多様 性 や ，被

験 者 の 性 別 や 年 齢 な ど の 属 性 に よ るself・image

の違 いが 示 され た 。 とこ ろで ，1人 の個 人 だ け を

見 て も，そ こに は 多様 なself・imageが 存 在 す る。

これ は， 多 くの個 人 が ，WAI技 法 に 対 して 内容

の異 な る複 数 の回 答 を 書 い て い る こ とか ら も明 白

で あ る 。 しか も，個hのself・imageは ，す べ て ，

1人 の個 人 の “私 ” で あ り， そ れ らは ， 個 人 の 中

で 相 互 に 関 連 してい た り， ほ とん ど無 関 係 で あ っ

た り しな が ら も，1人 の “私 ” を 構 成 して い る。

つ ま り，self-imageは ，1人 の個 人 の 中 で 何 らか

の構 造 を 持 っ てい る と考 え られ る 。そ して ， この

よ うな 構 造 を 捉 え る こ とが で きれ ぽ ， 個 人 の パ ー

ソナ リテ ィを 理 解 す る上 で 非 常 に 有 益 で あ り， 自

我 や 自己 に つ い て 考 え る上 で も有 効 で あ ろ う。 し

か しな が ら， 自我 や 自己 に 関 して 構 造 を 問 題 とす

る場 合 に は ， 視 点 の違 い に よ って 構 造 の 意 味 す る

ものが 大 き く異 な る 。 こ こで 問 題 と して い る構 造

とは ， 被 験 者 自身 が 様 々なself・imageを どの よ

うに 認 知 的 に 関 連 づ け て い るか ， あ るい は ， 被 験

者 の中 でself・imageの どれ と どれ が 近 く， どれ

と どれ が 遠 い か とい うこ とで あ る 。 これ は ， 言 わ

ば ，被験 者 の心 の 中 に あ るself・imageの “地 図 ”

の よ うな もの と言 え るで あ ろ う。そ こで わ れ わ れ

は ，WAI反 応 の相 互 関 連 性 に 基 づ い て， この よ

うなself・imageの 個 人 内 で の 構 造 を 把 握 す る試

み を 行 な った 。 これ に つ い て は ， 以前 に 他 で も触

れ た が(岩 熊 ，1986； 岩 熊 ・槇 田，1989)， 個 人 の

パ ー ソナ リテ ィを理 解す る方 法 の1つ と して ， 本

章 で 改 め て取 り上 げ る こ とに した。

 この 研 究 で は ， 個 人 の持 つ 多 様 なself・image

の 相 互 関 連 性 を ， そ の個 人 自身 に評 定 させ る こ と

に よ って ， そ の構 造 を捉xよ う と し て い る。 当

然 ， 相 互 関連 性 を評 定 させ る前 に ， そ の 個 人 の

self-imageを 捉 え て お く必 要 が あ る 。 そ こで ，

WAI技 法 を 用 い て ， 各 個 人 のself・imageを 収

集す るこ とに した 。 こ こでWAI技 法 を用 い た理

由 の1つ は，WAI技 法 に よ って 広 い 領 域 のself-

imageを 得 られ る とい うこ とで あ る 。 個 人 の 持
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つself-imageは 広 い 領域 に及 ん で い る。 そ の た

め ，self・imageの 全 体 的 な構 造 を調 べ る ため に

は ，個 人 の 多 様 なself-imageを 収 集 す る必 要 が

あ る。2つ め の理 由 は ，WAI技 法 に よ っ て 自発

的 なself・imageが 得 られ る とい うこ とで あ る。

個 人 が 自発 的 に 記 述 したself・imageは ， そ の被

験 者 に と って 何 らか の 意 味 を 持 って い る。被 験 者

に と って 何 の 意 味 も持 た な い よ うな もの に つ い て

関連 性 の評 定 を させ て も， 意 味 の あ る結 果 は 得 ら

れ な い 。 そ して3つ め の理 由は ， 基 準 書 に よ る反

応 頻 度 の分 析 で も示 され た よ うに ，WAI技 法 で

得 られ るself・imageが ， 被 験 者 に と って 比 較 的

重 要 な ものだ とい うこ とで あ る 。個 人 の持 つself.

imageは 膨 大 な もの と思 わ れ るが ， そ れ らす べ

て を 分 析 の 対 象 とす る こ とは で きな い 。膨 大 な

self・imageか ら分 析 の対 象 を 選 択 す る とす れ ば ，

個 人 に とっ て比 較 的重 要 な もの を分 析 す べ き で あ

ろ う。 この よ うに，WAI技 法 で 得 られ た 反 応 は ，

個 人 のself・imageの 構 造 を分 析 す る のに 適 して

い る と考 え られ る 。

 self-image間 の関 連 性 の評 定 方 法 に つ い て も

検 討 してお く必 要 が あ る 。 こ こで 目的 と して い る

の は ， 個 人 が 抱 い て い るself・imageの 認 知 的 な

構 造 の分 析 で あ る。 しか し， それ が どの よ うな基

準 で構 造 化 され て い るのか は未 知 で あ り， また ，

それ は個 人 ご とに 異 な った 独 自 の もの で あ る可 能

性 も高 い 。従 って ， 構 造 化 の基 準 を 研 究 者 の 側 か

ら呈 示 す る よ うな 評 定 方 法 は 避 け る べ き で あ ろ

う。 そ こで ，WAIの 回 答 を 自然 に 感 じ る よ うに

分 類 させ る方 法 と， 回 答 を2つ ず つ 対 呈示 して ，

2つ の 回答 の 間 の 関連 の強 さ を 評 定 させ る 方 法

の，2種 類 の評 定 方 法 を用 い る こ と に した 。 これ

は，2つ の方 法 を併 用 す る こ とに よ っ て， よ り信

頼 性 の高 い 結 果 を 得 るた め で もあ る 。 また ， 後者

の方 法 で 得 られ た 回 答 間 の 関 連 の 強 さ に つ い て

は ， ク ラス タ ー分 析 や 多次 元尺 度 法 を用 い る こ と

に よ って ，視 覚 的 な構 造 分 析 が 可能 とな る。

 しか し， こ の よ うに して 得 られ るself・image

の構 造 は ， 個h人 に 独 自な も ので あ り， そ こか ら

直 接 的 に 被 験 者 間 で 共 通 す るself-imageの 構 造

の 特 徴 を 抽 出 す る こ とは む ず か しい 。 そ こで ， 得

られ た 構 造 を 被 験 者 問 で 比 較 分 析 で き る よ うに ，

被験者自身に，共通の項目を用 いてそれぞれの

WAIの 回答を評定させ ることにした。複数の被

験者の反応を計量的に分析す るためには，被験者

の各反応を何 らかのカテゴリーで分類 し，相互に

比較可能な ものにする必要がある。第2章 では，

基準書を翔いて，評定者が反応を分類する方法を

とったが，このような第三者による分類では各反

応が被験者にとってどのような意味づけを持 って

いるかを分析す ることはできない。しかし，被験

者 自身が評定を行なうならば，このような意味づ

けを分析することも可能となる。この場合には，

反応内容以外に，反応内容に対する態度や感情な

ども カテゴリーに含める必要がある。そ の一・方

で，被験者自身が評定を行なう場合，訓練を必要

とした り， 分類に多 くの時間を要するような複

雑なカテゴリーは使用できない。このようなこと

を考慮した結果，反応をいずれか1つ のカテゴリ

ーに分類 させ るよりも，反応が該当する場合には

複数のカテゴリーに分類させる方が，分類も容易

で，カテゴリー数の割に得られる情報も多いと判

断 した。実際には，複数のカテゴリーを項目とし

て呈示し，各項目について，該当す るか否かを評

定させることによって，このような分類が為され

ることになる。

 われわれは，このような考察に基づき，個人の

self・imageの 構造を把握する試みを行っている。

以下，具体的な方法と結果について述べる。

2.方 法

 [被験者]

 大学3，4年 生の男女各25名 ，計50名 が被

験者 として実験に参加 した。これらの被験者は，

すべて同 じ大学の同 じ専攻に所属 し，この専攻の

いずれかのゼ ミナールに所属している。

 [共通項 目の選択]

 self・imageの 構造を被験者間で比較分析する

ために，20の 共通項 目を用意 した。これは，WAI

の各回答が関連する生活領域と，回答が表現 して

いる感情 ・情緒についての項 目で構成 されてい

る。被験者は，それぞれの回答について，項目が



該当す るか否かを評定す る。項 目の選択に際 して

は，基準書によるWAI反 応の内容分析の結果 と

頻度分析の結果や，被験者 の生活状況 を考 慮 し

た。その結果，選択 された共通項 目は，<家族のこ

と〉 〈友達のこと〉 〈ゼ ミのこと〉<サ ークルのこ

と〉〈学業のこと〉〈趣味のこと〉<アルバイ トのこ

と〉〈日常生活のこと〉〈あなたの身体〉〈あなたの

性格〉〈あなたの能力〉〈あなたの考え方〉〈あなた

の自信〉〈あなたの劣等感〉〈あなたの幸福感〉〈あ

なたの不満〉〈あなたの願望〉〈あなたの後悔〉〈あ

なたのあきらめ〉〈あなたの自分 らしさ〉の20項

目である。

 [手続 き]

 1.WAIの 施 行 ：実 験 の1～2週 間 前 に， 被験

者 に 個 別 に 一 般 用WAI用 紙 を配 布 し， そ の 際

に ，WAIに 反 応 す る際 の教 示 を 行 な った(第1

章 参 照)。WAI用 紙 は 持 ち 帰 りと し， 実験 前 日 ま

で に 提 出す る よ う指 示 した 。 この よ うにす る こ と

に よ って ，WAI記 入 日 と実験 日の 間 隔 を短 くす

る こ とが で き，被験 者 の 負担 も軽減 で き る。WAI

技 法 の場 合 ， 被 験 者 の 施行 時 の 態 度 が 反 応 に もあ

らわ れ るが ， 反 応 を見 る限 り， 今 回 の 被験 者 の施

行 態 度 や 教 示 の理 解 に 問題 は な か った。

 2.実 験3WAI用 紙 の 回 収 後 ，各被 験 者 に対 し

個 別 に 実 験 を 行 な った 。この 実験 の 目的 は，WAI

反 応 の間 の関 連 性 と被験 者 に と って の 反 応 の 意 味

づ け を 調 べ る こ と と， さ らに ， これ らの情 報 に基

づ き被 験 老 自身 に イ ン タ ビ ュ ーを 行 な う こ とで あ

る 。反 応 間 の 関 連性 を調 べ るた め に は ， 回答 の分

類 を 被験 者 自身 に 分 類 させ る方 法 と， 回答 のす べ

て の 組 合 せ に つ い て 関連 の 強 さを評 定 させ る方 法

の2つ を用 い た 。従 って ，実 験 は， 回答 の分 類 ，

回 答 の 相 互 関連 性 の評 定 ， 共 通 項 目に よ る回 答 の

評 定 ， イ ン タ ビ ュー の4つ の セ ッシ ョ ンか ら構 成

され る こ とに な る。所 用 時 間 は最 初 の3つ の セ ッ

シ ョンが お よそ1時 間 で， 最 後 の解 析 結 果 の フ ィ

ー ド ・バ ッ ク とイ ンタ ビ ューが お よそ30分 で あ

る。被 験 者 の負 担 は軽 い とは言 えな い が ， 結 果 の

フ ィー ド ・バ ッ クが あ った ため ， 多 くの被 験 者 が

面 白 か った と感 想 を述 べ て い る 。4つ の セ ッシ ョ

ンの手 続 き を 以下 に 示 す 。
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 (a)回 答 の 分 類 ：被 験 者 がWAI用 紙 に 記 入 し

た 回 答 を1答 ず つ 別 々に 印 刷 した20枚 の カ ー ド

を テ ー ブル の 上 に示 し， そ れ らの カ ー ドを も っ と

も 自然 に 感 じる よ うに 分 類す る よ う被 験 者 に求 め

た 。分 類 時 の グル ー プ数 は ，2個 以 上19個 以下

と し，20の 回 答 を1つ に ま とめ た り，全 部 を ば ら

ば らにす る こ との な い よ う教 示 した 。時 間 制 限 は

設 け ず ， 被験 者 が納 得す るま で行 なわ せ た。

 (b)回 答 の相 互 関 連 性 の 評 定 ：被 験 者 に20の

回答 を2答 ずつ 対 呈示 して， 回答 間 の関 連 の強 さ

の評 定 を行 なわ せ た 。 これ に は パ ー ソナ ル ・コ ン

ピ ュー タが 用 い られ ， 被 験 者 は コ ン ピ ュー タ の前

にす わ り，CRTを 見 なが らキ ー ボ ー ドで 評 定 の

結 果 を入 力す る。CRTに は回 答 が2答 ず つ 対 呈

示 され ， 被 験 者 自身 が 感 じ る2つ の回 答 の関 連 の

強 さを，1の 「関 連 が 弱 い」 か ら5の 「関 連 が 強

い」 ま で の5段 階 で 評 定 し， フ ァ ン クシ ョ ン ・キ

ー を使 っ て入 力 す る よ う教 示 した 。評 定 結 果 が 入

力 され る と，CRTに 別 の 回 答 の 対 が 呈示 され る。

この よ うな 試 行 が ， す べ て の試 行 が 終 る まで 繰 り

返 され る 。呈示 は ，20答 のす べ て の対 に つ い て2

回 ず つ 行 な わ れ ， 最 終 的 に は380試 行 とな る 。呈

示 順 序 やCRT上 の 呈 示 位 置 の 効 果 を 除 くた め

に ， ラ ン ダ ムな 順 序 で 呈 示 し， 同 じ回 答 の 対 は ，

1回 目と2回 目 とで 回 答 のCRT上 で の 呈 示 位 置

が 入 れ 替 わ る よ うに した 。

 (c)共 通 項 目に よ る回 答 の 評 定 ：WAI反 応 を

被 験 者 間 で 比 較 で ぎ る よ うにす るた め に ， 各 回 答

を 共 通 項 目を 用 い て 被 験 者 自身 に 評 定 させ た 。 こ

れ は ， 各 回 答 が 共 通 項 目に 示 され た事 柄 を表 して

い るか ど うか “○ ×” で 評 定す る もの で ， 回 答 が

項 目を 表 して い れ ば “○ ”，表 して い な け れ ば “×”

を 選 択 す る よ う教示 した 。評 定 に は パ ー ソナ ル ・

コ ン ピ ュー タが用 い られ，被 験 者 はCRT上 に呈

示 され た 各 回答 と20個 の共 通 項 目の リス トを見

な が ら， カ ー ソル ・キ ー を使 ってCRT上 で項 目

リス トに 示 され た ○ また は ×を 選 択 す る。1つ の

回 答 に つ い て20個 の項 目の評 定 が 終 る と， 別 の

回 答 と項 目の リス トが 呈 示 され る。 こ の よ うな試

行 がす べ て の 回答 につ い て行 なわ れ た。

 (d)解 析 結 果 の フ ィー ド・バ ック と イ ン タ ビ ュ

ー ：上 記 の3つ の セ ッシ ョンの 終 了 後
， 直 ち に デ
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一タの入力と解析が行なわれ
，その結果が出力さ

れた。そ して，被験者に出力結果を示 しながら，

結果に対する被験者の感想，解釈等についてイン

タビューを行なった。

3.結 果 と考察

 [個人 のself・imageの 構 造 】

 得 られ た デ ー タは ， は じめ に 各 個 人 ご とに 解 析

され ，各 個 人 のself・imageの 構 造 が 分 析 され た 。

そ の結 果 の 一 部 は 実験 の(d)で 被験 者 自身 に 示 さ

れ ， イ ン タ ビ ュー が行 な わ れ た 。 こ こで は ， 男 女

表4-1男 子大学生(一 例)の 回答 とその分類結

   果

ll轟鑼 鉦]
  歪瓦二奪空二二]

辮鯉コ
麺 ご 甥∴二=こ]

覊纏觀∴1
纛嘉物炬 曲]

隰
]
匳

廏

壓

匳

廱
墜
[騒

匳覊 磁 譜 レ騨プ7一一]
一一 一一一一一一 グループ8一 一一一一_，

⑩優柔不断です.

⑬お調子者 です.

⑮はっき り言ってバカです.

⑰謡をしている時，考 えていることをうまく

 言葉で表現できません.

金`…撫 ζ1留  皿]

區 菠 才`ヨ諡 ζ撫 二]

各1名 の被 験 者 の デ ー タ を分 析 した 結 果 を 示 す こ

とにす る。

 まず ， 男 性 被 験 者 の分 析 例 か ら見 る こ とに し よ

う。構造 分 析 のた め に は ，2種 類 の デ ー タが用 い

られ た 。1つ は ， 実験 の(a)で 得 られ た 回答 の分

類 結 果 で あ り， も う1つ は 実 験 の(b)で 得 られ た

回 答 間 の 相 互 関連 性 の評 定 結 果 で あ る。 まず ， こ

の両 者 の統 計 的 な整 合 性 を確 認 す るため に， (a)

の分 類 に お い て 同 じ グル ー プ に分 類 され た 回 答 間

の関 連 性 が ， 異 な る グル ー プに 分 類 され た 回 答 間

の関 連 性 よ り有 意 に 高 い か ど うか を ，1要 因 の 分

散 分 析 で 検 定 した 。 この 被 験 者 の場 合 ， 同 じ グル

ー プに 分 類 され た 回 答 間 の 関 連 性 の 評 定 は
， 平 均

す る と4.06， 異 な る グル ー プに 分類 され た 回 答 間

の 評 定 は2.80で ， 分散 分 析 の結 果 も有 意 で あ っ

た(F(1.378)=41.57，p<.001)。 以上 の こ とか ら，

同 じ グル ー プ に分 類 され た 回答 間 の関 連 性 が 有 意

に高 い こ とが 認 め られ ，2種 類 の デ ー タ の間 の整

合 性 が 確 認 され た 。全 被 験 者 に 同 じ分 析 を 行 な っ

た 結 果 ，50名 中48名 で 有 意 な 結 果 が 得 られ た

(i・e・，p<.001：40名 ；p<.05：8名 ；ns：2名)。

 次 に ， 実 際 に この2種 類 の デ ー タを用 い て， こ

の 被験 者 のself-imageの 構 造 の 分 析 を 行 な っ

た 。表4-1が ，回 答 の分 類 結 果 で あ る 。相 互 関 連

性 の評 定 結 果 に つ い ては ，Ward法 に よる階 層 ク
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ラ ス タ ー分 析 を 用 い て， 回 答 の デ ソ ド ロ グ ラ ム

(樹系 図)が 作 成 され た 。 クラ ス タ ー分 析 の結 果 得

られ た 回 答 間 の距 離 と， 相 互 関 連 性 の評 定結 果 と

の相 関 係 数 は 一770で ，R2は.593で あ った 。

図4-1は ， クラ ス タ ー分 析 に よ って 得 られ た 回 答

の デ ン ドロ グ ラム で あ る。分 類 と デ ソ ドロ グラ ム

との間 に は， 大 まか な 対 応 が 認 め られ る。 デ ン ド

ロ グ ラム の左 側 の① 一 ⑬ の ク ラス タ ーは ， 分 類 の

グル ー プ1， グル ー プ3， グル ー プ8に ，⑬ を 加 え

た もの で あ る 。『デ ソ ドロ グラ ム中 央 の④ 一 ⑦ の ク

ラス タ ー は， ⑱ を 除 く， グル ー プ4， グル ー プ5，

グル}プ6， グル ー プ7に 対 応す る。 そ して，デ

ン ドロ グ ラム右 側 の② 一 ⑫ は ， グル ー プ2， グル

ー プ9
， グル ー プ10に 対 応 す る 。被 験 者 自身 は

イ ンタ ビ ューに お い て， こ の デ ン ドロ グ ラ ム を

「全 体 的 に 違和 感 は 全 然感 じな い 。 納 得 で き る」

と述 べ ， さ らに ， ① 一 ⑬ の クラ ス タ ーを 「人 間 っ

ぽ い部 分 」，④ 一 ⑯ を 「行動 と結 び付 い た部 分 」で

あ る と述 べ て い る 。 ⑥ の 「楽 天 的 で す 。」 と⑦ の

「や や さめ て い ます 。」 に つ い て は ， 「自分 の 中 で

こ の2つ が 共 存 してい る」 と述 べ た 。'また ②一 ⑫

の クラ ス タ ー は， 「付 属 的 で ， 内面 と 関 係 な い も

の」 で あ り， それ に 対 して① 一 ⑦ の ク ラ ス タ ーが

「内面 」 で あ る と述 べ た 。

 こ の被 験 者 のself・imageの 構 造 を 空 間 的 に

表 現 す るた め ， 回 答 間 の関 連 性 を 多 次 元 尺 度 法

(SAS ALSCALの 中 のASYMSCAL)で 解 析 し，

回 答 の布 置 を 求 め た 。2次 元 で のR2は.979， ス

トレス は.083で あ った 。 こ の結 果 に 基 づ い て 回

答 を布 置 した も のが ，図4-2で あ る 。この 図 の 右

上 に は ， 被 験 者 が 「付 属 的 な もの 」 と述 べ た 回 答

群 が 他 の回 答 か ら離 れ て 布 置 され て い る 。中 央 の

原 点付 近 に は ， 「人 間 っぽ い 部 分 」 の 回答 群 が位

置 して い る 。そ して ， この 中 で⑲ の 「人 が 好 きで

す 。」 の よ うな 対 人 指 向的 な イ メ ー ジは右 上 に 集

ま り， ⑳ の 「実 は 自分 で も よ くわ か りませ ん 。」

の よ うな 自己 の 潜 在 的 な広 が りを示 す イ メー ジが

左 に 位 置 して い る 。 また ， 中央 か ら下 の方 に か け

て被 験 者 が 「行 動 と結 び付 い た部 分 」 と述 べ た 回

答 群 が あ る 。 しか し， ク ラス ター分 析 で1つ の ク

ラ ス タ ーを 形成 して い た⑥ と⑦ は ， 中央 付 近 と最

下 部 とに 離 れ て布 置 され て い る。

一WAI反 応の相互関連性の分析一  41
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図4-2 多次元尺度法による男子 大学生(一 例)

   の回答の布置

    横軸は第1次 元，縦軸は第2次 元であ

   る。回答は簡略化 され て示 されてい るの

   で，回答の原文については表4-1を 参照

 これらの結果をまとめてみると，回答の分類と

相互関連性の評定との間には，統計的に有意な整

合性が認め られ，分類， クラスター分析，多次元

尺度法の結果の間にも大まかな対応が見 られる。

しかし， これ らの間には，細部において矛盾する

点もある。この原因 としては，分類と相互関連性

の評価 とが，被験者に とって性質の違 う課題であ

った こと， クラスター分析や多次元尺度法が評定

結果を完全に表現 し得なかったことなどが考えら

れ る。このようなことを考慮 して，これらの方法

で得 られた結果を総合 して考察を進めて行 くこと

にす る。まず 目に付 くのは，被験者が 「付属的な

もの」 と呼んだ回答②，⑪，⑫と他の回答との関

連が弱く，この3つ の回答間の関連もあまり強 く

ない とい うことである。これは，回答の分類， ク

ラスター分析，多次元尺度法のいずれにおいても

見られる傾向である。これらの回答は，彼の言う

ように 「付属的なもの」であ り，彼にとっては周

辺的な意味しか持たないイ メージ群 と考 え られ

る。それに対し重要なのは，彼が 「内面」 と呼ぶ

部分である。 この中で中心に位置す るのは，「人

間っぽい部分」と言われたイメージ群であ り， こ

れは，分類のグループ1に 代表 され るような，自

己の潜在的な広が りを示すイメージ群と， グルー
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プ3に 代表 され る よ うな対 人 指 向的 な イ メ ー ジ群

とに 分 か れ て い る。 ま た， そ の他 に グル ー プ5に

代表 され る よ うな 「行 動 に 結 び 付 い た 」 イ メ ー ジ

群 が あ り， これ が 中 心 的 な イ メ ー ジ よ りや や 周辺

に 位 置 して い る もの と考 え られ る。

 女性 被 験 者 の結 果 につ い ては ， 回 答 の分 類 結 果

(表4-2参 照)と 多 次 元 尺 度 法 に よ る回 答 の 布 置

(図4-3参 照)を 示 す に と どめ る。 多 次 元 尺度 法

の 結 果 は ，2次 元 で のR2が.961， ス トレスが

.116で あ っ た 。 図4-3に は， こ の被 験 者 の性 格

や両 親 に対 す る態 度 が 構 造 と して よ くあ らわ れ て

い る 。他 の被 験 者 に つ い て も， そ の 多 くが イ ン タ

表4-2女 子大学生(一 例)の 回答 とその分類結

   果

凾唖 蠡毅ミコ]

塵靆聾「
 一 一… 一一一一 グル ー プ3一.一 一一_

 ③私 は父を尊敬 しています

 ⑭私はもっと勉強 して医学部 に行けばよかった  と後悔
しています

 ⑯私は両親にとても気 を遣います

 ⑱私は大学に入ってからすっかり根性がなくな  りま
した

 ⑲私は早 く社会に出たいです

圧靆磁鑢癇姻
 一一一一一 一 一一 グループ5一 一一一一一一一_.

 ⑤私は私 らしさは内面と外面のギャップだと思  
います

 ⑥私は1人 でいるのが好きです

 ⑦私は完全主義だと思います

 ⑧私の欠点は，先々まで決ま らないと行動に移 せ な
いところです

⑪私は人見知 りを します

⑮私は愛きょうがあ りません

⑰私は生意気だと思います

⑳私は子供が癩 いです
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図4-3 多次元尺度法による女子大学生(一 例)

   の回答の布置

    横軸は第1次 元，縦軸は第2次 元であ
    る。回答は簡略化されて示されているの

   で，回答の原文については表4-2を 参照

ヒ ュ ーに お い て ク ラス ター分 析 の結 果 を納 得 で き

る と述 べ て い る。 また ， 結 果 に 違 和 感 を 感 じる と

述 べ た 被 験 者 も積 極 的 に 結 果 に 対 す る批 判 や 解 釈

を 述 べ て お り， イ ン タ ビ ュー結 果 を 含 め た総 合 的

な 分 析 に よ って 被験 者 のself-imageの 構 造 を把

握 す る こ とが で き た。

 [被験 者 間 のself-imageの 構 造 の 比較 分析]

 全 被験 者 に 共通 す るself-imageの 構 造 の特 徴

を見 るために，共通項 目間の関連性を分析 した。
これには，実験の(c)で 得られた各回答の共通項

目に よる評定結果と・(b)の 回答間の関連性の評

定結果から算出される，被験者 ごとの共通項 目間

の関連の強さを用いた。具体的には，ある項 目を

表 していると評定されたすべての回答と，別の項

目を表 していると評定されたすべての回答との間

の関連の強さを平均し，これを2つ の項 目間の関

連の強さとしたのである。このようにして被験者

ごとに共通項 目間の親近性行列 を作成 し，それ

を多次元尺度法の1つ である INDSCAL(SAS

ALASCAL版)で 分析して，共通項目の布置を

求めた。2次 元から6次 元までの次元数を試みた

結果，4次 元以上は1～2の 大きな改善がみ られな

いため，4次 元を採用す ることに した。4次 元で



表4-31NI)SCALで の共通項 目の座標

共通項目
次 元

1   2   3 4

家族のこと

友達のこと

ゼ ミのこと

サークルの こと

学業のこと

趣味のこと

アルバイ トのこと

日常生活の こと

あなたの身体

あなたの性格

あなたの能力

あなたの考え方

あなたの 自信

あ なたの劣等感

あなたの幸福感

あなたの不満

あなたの願望

あなたの後悔

あなたのあきらめ

あなたの 自分 らしき

 0.35

-0 .76

-0 .30

-1 .07

-0 .6?

一1 .71

-1
.39

-0
.23

0.09

0.42

0.15

().49

-0 .40

 1.79

-0
.84

 1.66

-o .as

1.01

1.92

0.41

一〇.ss

-0 .29

-o .ss

-O .IL

-0 .94

-0 .15

 U.45

 0.39

3.76

0.os

O.5?

一 〇.75

-0
.38

0.54

-0
.65

-Q
.74

0.z7

-0.91

0.28

0.2U

一 〇.12 -1.82

-0 .13   1.65

-1 .14    1.34

-0 .44    1.31

-1 .30  0.88

 0.QS  -o.2s
-0

.79  -0.68

-1 .02  -1.49

 d.09    0.01

 1.25    1.30

-1 .66  -0.36

 ].59  -0.39

 1.73  -0.21

 0.25    0.11

 1.16 -1.00

-U.42  -U.54

 0.79  -1.25

-1.31  -0 .06

-0 .05    0.03

 1.06    1.43

のR2の 被験者平均は.336， ス トレスの平均は

.240で あった。得られた共通項 目の各次元での

座標値を表4-3に 示す。

 INDSCALに おいては，座標軸 の回転を行な

わ な くても，有意味 な軸を得 られ ることが多い

(Kraskal&Wish，1978)。 今回の結果でも，回転

を行なわずに各次元を解釈することができた。第

1次 元 では，高い座標に 〈あ なた のあ き らめ〉

〈あなたの不満〉 などの否定的意味あいを持つ項

目があ り，一方，〈あなたの幸福感〉〈あなたの願

望〉な どの肯定的意味あいを持つ項 目は，負の座

標値を持ってい る。また，一番低い座標値を持っ

く趣味のこと〉 も， 被験者にとって肯定的な意味

あいを持つ と考えられることから，第1次 元は，

好悪や自己評価などを含めた一般的な評価の次元

と判断される。第2次 元は，〈あなたの身体〉だけ

が極端に高い座標値を持ち，他の項 目は 一1か ら

+1の 間にあるので，身体性の次元と見てよいだ

ろう。第3次 元では，正の座標値を持つ項目はほ

とんど自己の内界を指 し示す項目であ り，負の座

標値を持つ項 目には自己にとって外的な事象に関

わる項 目が多い。この次元は内面世界一外的事象
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の次 元 と解 釈 され る 。第4次 元 に お い て は，〈友 達

の こ と〉 が も っ と も高 い座 標 値 を持 ち ，そ の 他 に ，

友 人 関 係 と関 連 深 い大 学 関 係 の項 目 も高 い座 標 値

を 持 つ 。一 方 ，負 の 座標 値 を 持 つ項 目に は ，〈家 族

の こ と〉 を は じめ 友 人 関 係 と関連 の薄 い項 目が 多

い ので ， 第4次 元 は 友 人 関 係 の 次 元 と考 え られ る

 INDSCALで は，被験 者 ご とに 算 出 され た共 通

項 目の関 連 性 が 解 析 され ， 項 目の 各 次 元 で の座 標

と， 被 験 者 の各 次 元 の ウ ェイ トが 得 られ た 。 得 ら

れ た 布 置 に お け る項 目 の近 さは ， 項 目間 の 関連 の

強 さを 意 味 す るが ， 項 目の 布 置 は ，被 験 者 が 各 次

元 に ど の よ うな ウ ェイ トを 持 つ か に よ って ，被 験

者 ご とに 異 な る 。例 え ば ， 第2次 元 だ け に大 きな

ウ ェイ トを 持 つ 被 験 者 の項 目関 係 は ，〈あ な た の 身

体 〉 だ け が 他 の項 目か ら隔 た って い て ， 他 の 身体

と関 連 の薄 い 項 目は ま と ま って い る 。 この よ うな

被 験 者 は， 身 体 的 な も の と非 身 体 的 な もの とを 分

け， 両 者 を相 互 に関 連 づ け ず に 分 離 し てself・

imageの 中 に組 み 込 ん で い る もの と考 え られ る。

従 っ て， 各 次 元 は ， そ の次 元 を 重 視す る被験 者 が

self・imageを 構 造 化 す る際 に 用 い る， self-im・

ageの 分 離 基 準 と考 え られ る。

 そ こ で， 重 視 す る次 元 の違 い に よ っ て被 験 者 の

分 類 を行 な い， 被 験 者 間 に 見 られ る共 通 性 と差 異

を分 析 す る こ とに した 。 こ の よ うな 目的 のた め に

は，INDSCALで 得 られ た 被 験 者 ウ ェイ トを ，次

元 間 の優 劣関 係 を示 す 指 標 に 変 換 す る必 要 が あ る

(Young&Lewyckyj，1978)。 ここ で は， 各 被 験

者 のR2に 対 す る各 次 元 の寄 与 率 を 用 い る こ とに

した 。R2はINDSCALの モ デル が 各 被 験 者 の構

造 を どの程 度 説 明 して い るか を 示 す 指 標 で あ り，

それ に対 す る各 次 元 の寄 与 率 を 求 め れ ば ， 各 被 験

者 が どの次 元 を 相 対 的 に 重 視 して い る か が わ か

る。 そ して これ は ， 各 次 元 の被 験 者 ウ ェイ トの二

乗 を そ の被 験 者 のR2で 除 す る こ とに よ って 求 め

られ ，そ の和 は す べ て の 被 験 者 に お い て1.0と な

る 。 こ の よ うに 各 次 元 の寄 与 率 を 被 験 者 ご とに 求

め ， 非 階 層 ク ラス タ ー分 析(SAS FASTCLUS)

で 被 験 者 の分 類 を 行 な った 。 クラ ス タ ー数 は2個

か ら10個 まで 試 み た 結 果 ， 最 終 的 に6ク ラ ス タ

ー を採 用 す る こ とに した 。表4-4に ，各 クラ ス タ

ー の各 次 元 の寄 与 率 とR2の 平 均 を示 す 。 こ の中
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表4-4ク ラスター別の各次元の睿与率 とR2の 平

   均

         次  元
クラス N 一一}一ユー『『一一  }… 一一匿『  Rs

ター      1         2   3  4

A     3   .321   .406

B27.333.054

C     3   .752   .054

D10。278.050

E    4  .015  .966

F3.128.734

3

.150

.339

.os2

.293

.007

.071

.123   .648

.Z79   .152

.102   ゆ676

.379   .269

.012   .876

.067   .835

全 体50。309.188.258。245.336

で 特 に 特 徴 的 な ク ラス タ ーは ， ク ラス タ ーEで あ

る。 この ク ラス ター で は ，第2次 元 の寄 与 率 が 非

常 に高 く， 他 の次 元 の寄 与 が ほ と ん ど な い。 つ ま

り，self-imageの 構 造 に身 体 一 非 身 体 の分 離 と

い う特 徴 が あ る と い うこ とに な る 。 また ， こ の ク

ラ ス タ ーに 属 す る被 験 者 のR2は 高 く， INDSC・

ALの モデ ル が これ らの 被験 者 に よ くあ て は ま っ

て い る こ とが 示 され て い る 。 これ と類 似 した ウ ェ

イ ト ・パ タ ー ンは ， クラ ス タ ーFに 見 られ るが ，

第2次 元 の 寄与 率 と1～2が ク ラス タ ーEよ りも低

い 。 ク ラス ターCは 第1次 元 の寄 与 率 が 高 く， 他

の次 元 の寄 与 が 比 較 的 低 い 。つ ま り，好 き一 嫌 い ，

幸 福 感 一 不 満 ， 自信 一 劣 等 感 な どが 構 造 的 に 分 離

して い る も の と考 え られ る 。第2次 元 と第1次 元

の寄 与 が と もに 大 きい クラ ス タ ーAの 被験 者 は ，

クラ ス タ ーEと クラ ス タ ーCの 特 徴 を 合 わ せ 持 っ

て い る も の と見 られ る 。 ク ラス ターBと ク ラス タ

ーDは
， 第1次 元 ， 第3次 元 ，第4次 元 の寄 与 が

大 きい の で ，一 般 的評 価 に加 え， 内面 世 界 一 外 的

事：象 ， 友 人 関 係 一 非 友 人 関 係 の 分 離 基準 がself・

imageの 構 造 化 に お い て 意 味 を 持 っ てい る も の

と思わ れ る 。しか し，こ の2つ の クラ ス タ ーで は ，

1～2の 平 均 が 非 常 に 低 く，INDSCALの モ デ ル に

よ っ て項 目関 係 が うま く表 現 され て い な い こ とが

示 され て い る。

 この よ うな結 果 か ら見 て ，一・部 の被 験 者 に とっ

て ，身 体 性 と一 般 的評 価 の次 元 が 特 別 な意 味 を持

って い る と言 え る で あ ろ う。 これ らの被 験 者 の

R2が 高 い こ とか ら， これ ら の次 元 はself・image

の分 離 基 準 と してか な り決 定 的 な も の と考 え られ

る。 そ の一 方 で， 内面 世 界 一 外 的 事 象 ， 友 人 関 係

の次 元 に つ い ては ， これ らの次 元 だ け を 重 視 す る

被 験 者 は いな い 。つ ま り， これ ら の次 元 は ， 他 の

分 離 基 準 と複 合 してself・imageの 構 造 化 に 関 与

して い る 。 しか も， この2つ の 次 元 を 比 較 的 重 視

す る クラス タ ーB，Dの 被 験 者 のR2が 低 い こ と

か ら， これ らの 被験 者 の構 造 は ， 今 回 得 られ た4

つ の 次 元 以 外 の次 元 に よっ て説 明 され る とこ ろが

大 き い よ うに 思わ れ る。 お そ ら く， こ の よ うな 多

数 の次 元 の いず れ か ， あ る いは ， そ の組 合 せ に よ

っ て， 各 個 人 のself・imageの 構 造 は 説 明 され る

も の と考 え られ る。

 最 後 に ， 問題 点 を ま とめ て み る と， 第1に あ げ

られ るの は ，INDSCALで のR2が 低 か った こ と

で あ る。R2が0・5以 上 の被 験 者 は50人 中15人

で あ り， 全 体 の約70%の 被 験 者 は，INDSCAL

の モ デル で は 半 分 以 下 の説 明 しか 為 され な か った

こ とに な る 。 も う1つ の 問 題 は ，す べ て の 被験 者

に よ って 重 視 され る次 元 が 発 見 され な か った こ と

で あ る。つ ま り，全 被験 者 に 共通 す るself-image

の 構造 の特 徴 は発 見 で き な か っ た こ とに な る
。 こ

の2点 は， 各 被験 者 のself-imageの 構 造 が 非 常

に 多様 性 を持 っ て お り， 今回 被 験 者 間 の比 較 に 用

い られ た方 法 で は， そ れ を 十 分 に 捉 え る こ とが で

き なか った とい うこ とを 意 味 してい る 。今 回 得 ら

れ た4つ の次 元 以 外 の 次 元 を発 見す る こ とが で き

れ ば ， よ り多 くの被験 者 の 構造 を説 明 で き る よ う

に な る もの と思 わ れ るが ， それ に は共 通 項 目の選

択 を 含 め た方 法 の 改善 が 必要 で あ ろ う。

4. ま とめ

 本章では，WAI技 法で得られた回答の間の関

連性を調べ，そこか ら各個人のself-imageの 構

造を分析する試みを紹介した。回答間の関連性を

調べるためには，回答を被験者 自身に分類 させる

方法と，被験者に回答を対呈示 して関連の強さを

評定させ る方法がとられた。さらに，これらのデ

ータに基づく解析結果を被験者に示 して
，イ ンタ

ビューが行なわれている。その結果，多 くの被験

者において，2種 類の方法で得られた回答間の相

互関連性に整合性が認められた。この結果は12



つ の 方 法 の 妥 当性 を示 す と同時 に，self-imageが

個 人 の 中 で構 造 化 され て い る こ と を 示 唆 し て い

る 。 また ，相 互 関連 性 の評 価 の デ ー タを 階層 ク ラ

ス タ ー分 析 に よ って解 析 した結 果 に つ い て， 多 く

の 被験 者 が納 得 で き る と述 べ て い る こ と も， これ

を支 持 して い る。 そ の他 に， 多次 元 尺 度 法 に よ る

回答 間 の関 係 の分 析 も行 なわ れ ， これ らの方 法 を

総 合 的 に用 い る こ とに よっ て，被 験 者 のself・im.

ageの 構 造 が 把 握 され る こ とが 示 され た 。

 と こ ろで ， 個 人 の 自我 や パ ー ソナ リテ ィの 構 造

を 客 観 的 に 分 析 す る試 み は ， 従 来 あ ま りな され て

こな か った 。そ れ は ， この よ うな 研 究 で は 一 般 化

可 能 な 結 果 が 得 られ な い こ とや 研 究 手 法 が十 分 に

発 達 して い な い こ とに よ る と ころが 大 き い 。 しか

し，個 人 を研 究 対 象 と して分 析 す る こ とに よ り，

た とえ一 般 化 で き な くて も， 貴 重 な知 見 が 得 られ

る こ と も事 実 で あ る 。 さ らに ， 客 観 的 な 方 法 で デ

ー タ を得 る こ とが で きれ ば
， 研 究 者 間 の理 解 に も

役 立 つ で あ ろ う。Baldwin(1942)は ，統 計 的 な 手

法 で パ ー ソナ リテ ィの構 造 を 分 析 し， これ を “個

人 的 構 造 分 析(Personal Structure Analysis)”

と呼 ん だ 。 しか し この 分 析 は ， 計 算機 や統 計手 法

が 当 時 未発 達 だ った こ とや， 膨 大 な書 簡 を分 析 対

象 と して い た ため に，1人 の分 析 に100～200時

間 とい う大 変 な時 間 と労 力 を必 要 と した 。今 回 の

研 究 で は，WAI技 法 とパ ー ソナル ・コ ン ピ ュー タ

を用 い る こ とに よ り， デ ー タ収 集 や イ ン タ ビ ュー

を 含 め て も数 時 間 でself・imageの 構 造 分 析 を 行

な うこ とが で き る よ うに な った 。 また ， 多 数 の 被

験 者 の デ ー タ収 集 や ， 被 験 者 へ の フ ィー・ド ・バ ッ

クも可 能 とな った 。 デ ー タの 収 集 ・解 析技 法 を さ

ら に 発 達 さ せ る こ と で ， 多 くの 被験 者 のself.

imagcの 構 造1をよ り 正確 に 捉 え る こ とが 可能 と

な るで あ ろ う。

 一 方 ， 各 被 験 者 は それ ぞれ の回 答 に つ い て， 共
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通 項 目に よ る評 定 を 行 な って お り， そ れ を用 い て

全 被 験 者 に 共 通 す るself・imageの 構造 の特 徴 の

分 析 が 行 な わ れ た 。共 通 項 目間 の 関連 性 を 被験 者

ご とに 求 め ， それ をINDSCALに よ って解 析 し

た 結 果 ， 好 悪 や 自己評 価 な どを 含め た一 般 的 な評

価 の 次 元 ， 身体 性 の 次 元 ， 内面 世 界 一 外 的 事 象 の

次 元 ，友 人 関 係 の次 元 の4つ の次 元 が 得 られ た 。

これ らは，self・imageを 構 造 化 す る際 の分 離 基

準 と考 え られ るが ， す べ て の被 験 者 に よ って 重 視

され る次 元 は 発 見 され な か った 。 これ は ，す べ て

の被 験 者 に 共 通 す るself・imageの 特 徴が 見 出せ

な か った こ とを 意 味 して い る 。 また ， 各被 験 者 の

構i造をINDSCALの モ デ ルが 説 明す る割 合 も低

くか った。

 この よ うに ，個 人 間 の比 較 分 析 に つ い ては ， 今

回 必 ず し も満 足 で き る結 果 は 得 られ て いな い 。 こ

れ は，self・imageの 構 造 の個 人 差 が 大 き く，被 験

者 の構 造 を十 分 に 捉 え られ な か った こ とが 主 な 原

因 とな っ て い る 。 今後self・imageの 構 造 の 比 較

分 析 を進 め て行 くに は ， デ ー タ収 集 ・解 析 技 法 の

改 善 が 必 要 と思 わ れ る 。特 に ， こ こで の 共 通 項 目

の数 は 個 人 の 多 様 性 を 表 現 す るに は 少 な く，項 目

の 内容 も， 大 学 生 を 被験 者 と して い た ため 限定 さ

れ た もの で あ った 。 この よ う な こ と を 考 慮 す る

と， 幅 広 い 層 の 被験 者 を対 象 と して研 究 を行 な う

場 合 ， 今 回 よ りもか な り多 くの項 目数 が 必 要 に な

る と思わ れ る。 しか し， 項 目数 の増 加 に よ って 被

験 者 の 負担 も増 加 す るた め ， 被 験 者 の評 定 能 力 を

越 え る項 目数 が 必 要 な らぽ ， 被験 者 以 外 の 評定 者

がWAI反 応 の評 定 を行 な う方 法 も考 え られ る 。

こ の よ うに 研 究 手 法 を 改 善 し， 多数 の被 験 者 を対

象 と した 研 究 が 進 め られ れ ば ， よ り説 明 力 の あ る

self・imageの 構 造 の 一 般 的 な モ デ ルが 構 築 で き

るで あ ろ う。
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1.個 人 の パー ソナ リテ ィ把 握 のた めの

  枠 組 み

 わ れ わ れ の これ ま で の分 析 は，お もに ，WAI技

法 を集 団に 対 して施 行 し， そ こか らself-image

あ るい は 自我 ・自己 に 関 す る一 般 的 な 傾 向 を 捉 え

よ うとす る も ので あ った 。 しか しそ の 一 方 で ， わ

れ わ れ はWAI事 例 集 を 作 成 し， WAI反 応 か ら

個 々人 の パ ー ソナ リテ ィを 把握 す る試 み も続 け て

きた(岩 熊 ・槇 田，1991b； 槇 田 ・岩 熊 ，1990； 槇

田 ・岩 熊 ・西村 ，1992)。 この よ うな パ ー ソナ リテ

ィの把 握 は，WAI技 法 が 自 由回 答 法 を用 い てお

り， 個 人 の生 きた 姿 が 反 応 に 現 れ て い るか ら こそ

可 能 とな った も ので あ る 。 しか し，WAI反 応 か

ら個 々人 の パ ー ソナ リテ ィを把 握 す るた め に は ，

何 らか の枠 組 みが 必要 とな る。 そ こで本 節 で は，

この よ うな枠 組 み につ い て述 べ る こ とに す る。

 パ ー ソナ リテ ィの把 握 と言 っ て も 目的 に よっ て

様 々な ものが 考 え られ る 。例 え ば ， 臨 床 的 な 場 合

で は ， お もに 個 人 の 抱 え る心 理 的 な 問 題 に 焦 点 が

置 か れ ， 企 業 に お け る人 事 考 査 の 場 合 に は ，個 人

の 職 務 遂 行 上 の 能 力 に 焦 点 が 置 か れ る こ とに な る

で あろ う。 しか し， どち ら も個 人 を理 解 す る とい

う意 味 に お い て は ， 共 通 した 目的 を 持 って い る。

実 際 ， 人 事 考 査 に お い て個 人 の 抱 え る心 理 的 な 問

題 を把 握 した り， 臨 床場 面 に お い て個 人 の能 力的

な 側 面 を理 解 す る こ と も大 き な意 味 を持 つ こ とが

あ る。 そ うい う意 味 で は， 目的 に よっ て そ の最 終

的 な 焦 点 は 異 な るに して も， まず 個 人 の全 体 像 を

把 握 して お くこ とが 必 要 と言 え るで あ ろ う。

 こ の よ うな個 人 の パ ー ソナ リテ ィの全 体 像 を 把

握 す る上 で ，WAI技 法 が あ る程 度 の 有 効 性 を 持

っ こ とが ， わ れ わ れ の 研 究 の 過 程 で 明 か に な って

い る 。 そ の1つ は ，WAI反 応 の 内 容分 析 の結 果

得 られ た 基 準 書 の大 項 目 と， 多 くの パ ー ソナ リテ

ィ研 究 者(e・9・ ，Allport，1937；Allport，1961；

Cattell，1946；Eysenck，1947；Lewin，1935；

Murray&Kluckholn，1953)の 知 見 に 基 づ き作

成 され た パ ー ソナ リテ ィ ・ス キ ー ム(槇 田 ・佐 野 ，

1965)と の 間 に 対 応 関 係 が 認 め られ た こ とで あ る

(e・9・，槇 田 ・岩 熊 ，1990)。 これ は，WAI反 応 に

パ ー ソナ リテ ィの ほ ぼす べ て の側 面 に つ い て の記

述 が 現 れ る こ とを示 して い る。 さ らに， 基 準 書 の

小 項 目に 対す る個 人 の反 応 パ タ ー ンを分 析 した結

果 ， 基準 書 の大 項 目 とパ ー ソナ リテ ィ ・ス キ ー ム
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の両 者 に 対 応す る小 項 目の ク ラス ター が 得 られ た

(岩熊 ・槇 田，1991a； 岩 熊 ・槇 田 ・1991b)。 この

2つ の 結 果 は ， パ ー ソナ リテ ィ ・ス キ ー ムに実 証

的 な 根 拠 を 与 え るだ け で な く，WAI技 法 が パ ー

ソナ リテ ィ把 握 に お い て有 効 性 を持 つ こ と も示 唆

して い るQ

 そ こで われ わ れ は， これ らの結 果 に基 づ き， パ

ー ソナ リテ ィ ・ス キ ー ム に手 を加 え
， パ ー ソナ リ

テ ィ把 握 に有 効 な枠 組 み と し て 用 い る こ と に し

た 。表5-1に 示 され てい る よ うに ， こ の ス キ ー ム

で は， パ ー ソナ リテ ィの 全 体 が “社 会 ・生 物 的 基

礎 ”， “性 格 ”， “指 向 ” の3つ に大 き く分 け られ ，

細 か く分 け る と， “社 会 ”， “家 庭 ”， “身 体 ”， “知

能 ”， “気 質 ”， “力動 ”， “指 向 ” の7つ に な る。 こ

の ス キ ー ムに従 って， 個 人 の パ ー ソナ リテ ィを押

パ

ソ

ナ

リ

テ

イ
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さえ て 行 け ば ，個 人 の大 まか な全 体 像 が捉 え られ

る こ とに な る。具 体 的 に は ， ス キ ー ムに従 って ，

個 人 の 情報 を 集 め ，最 終 的 に そ れ らを総 合 的 に分

析 す る とい う方 法 を と る 。 この よ うに して個 人 の

パ ー ソナ リテ ィ ・ス ケ ッチ を描 き出す こ とに よ
っ

て ，個 人 の パ ー ソナ リテ ィを 包 括 的 に把 握 す る こ

とが 可 能 とな る。

2・WAI技 法 とSCT(文 章完 成法 テス

  ト)

 上 記 の よ うな パ ー ソナ リテ ィ ・ス ケ ッチ を 詳 細

に 描 くた め に は ， 様hな 技 法 を 用 い る 必 要 が あ

る 。例 え ば ， 知 能 を 知 るた め に 知 能検 査 を行 な っ

た り， 身 体 に つ い て の情 報 を得 るため に は生 理 学

的 な 測 定 を 行 な う必要 が あ るか も知 れ な い 。も し，

この よ うな情 報 を詳 細 に集 め る とす れ ば ， 膨 大 な

時 間 と労 力が 必 要 とな る 。 しか し， パ ー ソナ リテ

ィのす べ て の側 面 に つ い て， そ の よ うな 詳 細 な 情

報 が 必 要 とな る場 合 は 少 な い 。む しろ ， 目的 に 応

じて必 要 な も のだ け を 詳 細 に 捉 え ， そ れ 以 外 は ，

大 まか に 押 さえ て お け ば こ と足 りる こ との方 が 多

い 。従 って ， この よ うな大 まか な全 体 像 を な るべ

く簡 便 に 捉 え る方 法 を考 え る必要 が あ る。

 こ の よ うな 目 的 の た め に有 効 な技 法 の1つ が

WAI技 法 で あ る 。先 に も述 べ た よ うに ， WAI反

応 に は ， ス キ ー ムの ほぼ す べ て の側 面 に つ い て の

記 述 が 現 れ る こ とが 示 され てお り， しか も，WAI

技 法 は施 行 が 比 較 的 容 易 で あ る 。WAI反 応 を ス

キ ー ムに 従 っ て整 理 してい け ば ， あ る程 度 の パ ー

ソナ リテ ィ ・ス ケ ッチ を 描 くこ とが で き る。ま た，

WAI技 法 で 得 られ る反 応 は ， 被 検 査 者 が 自発 的

に 記 述 した 内容 で あ る 。従 って ， 反 応 内 容 に は 被

検 査 者 が 特 に 関 心 を 持 って い る事 柄 が 記 述 され ，

被 検 査 者 が “何 に 生 きて い るか ” とい う こ と も，

そ こに 現 れ る こ とに な る。 とこ ろが ，WAI技 法

が この よ うな特 性 を 持 って い るため に， それ が 短

所 とな る場 合 が あ る。 それ は， 個 々人 の20答 の

中 に あ らゆ る側 面 につ い て の記 述 が 現 れ る の では

な く， 被 検 査 者 の関 心 に従 っ て 特 定 の 側 面 に 偏

る こ とが あ る と い う こ と で あ る 。多 くの個 人 の

WAI反 応 を全 体 的 に見 た場 合 に は ， ス キ ー ム の



あ らゆ る側 面 に つ い て の記 述 が 現 れ て も， 個 々人

の 反 応 に あ らゆ る側 面 が 現 れ る とは 限 らな い。 そ

の た め ，WAI反 応 だ け か ら描 か れ るパ ー ソナ リ

テ ィ ・ス ケ ッチ は ，個 人 の 全 体 像 とは 言 え な い不

完 全 な もの とな る こ と もあ る。

 この よ うな 短 所 を 補 うた め に は ， 複数 の技 法 を

組 合 せ て 用 い るテ ス ト・バ ッテ リー を構 成 す る こ

とが 有 効 で あ る。 わ れ わ れ は ，WAI技 法 ， SCT

(精研 式 文 章 完 成 法 テ ス ト)(佐 野 ・槇 田，1960)，

PRT(絵 画 空 想 法)(槇 田 ・中 野 蔓伊 藤 ，1990)，

Dosefu(基 本 生 活 領 域 診 断 技 法)(槇 田 ・佐 野 ，

1965)と い う4つ の技 法 を組 合せ て施 行 し， パ ー

ソナ リテ ィの把 握 を行 な っ て い る。 こ の う ち，

PRTは ， TAT(主 題 統 覚検 査)を 発 展 させ た も

の で ， ス キ ー ムで言 え ば お もに 力動 的 な側 面 を理

解 す る上 で有 効 な技 法 で あ る 。Dosefuは ， Daily

life， Objective， Social interest， Emotional，

Fine and arts， Uniqueの 頭 文 字 を と った も の

で ， これ らに 対 す る関 心 の強 さを 測 定 す る よ うに

作 られ てい る 。 これ は ， ス キ ー ムで 言 え ぽ ， 指 向

的 な 側 面 を 狙 った も の と言 え る。

 そ れ に 対 してSCTは ， パ ー ソナ リテ ィを な る

べ く包 括 的 に 捉 え られ る よ うに 作 成 され て い る
。

例 えば ，成 人用SCT.に は ， スキ ー ムの そ れ ぞ れ

の側 面 を 狙 った 計60の 刺 激 文 が 配 置 され てい る 。

被 検 査 者 は これ らの 刺激 文 に続 け て 自由 に 文 を 書

い て 文 章 を 完 成 させ る 。成 人 用SCTの 刺 激 文 を

ス キ ー ムに 従 って 便 宜 的 に 分類 す る と表5-2の よ

うに な る 。SCTは あ く まで も被検 査者 が 自発 的

に 反 応す るた め ， 必 ず し も狙 った 側 面 に つ い て の

情 報 が 得 られ る とは 限 らず ， 別 の情 報 が 得 られ る

こ と も多 い 。特 に ，知 能 や 気 質 につ い て は，・他 の

刺 激 文 や 反 応 の全 体 的 な特 徴(e.g.， 文 体 ，筆跡)

か ら も多 くの情 報 を 得 る こ とが で き る。 これ に よ

っ て， 多少 浅 く と も， ス キ ー ム のす べ て の側 面 に

つ い て の情 報 が 得 られ る こ とに な る。SCTに は

成 人 用 の他 に 小 学 生 用 と中 学 生 用 が あ り， 対 象 者

に合 わ せ て刺 激 文 が 設 定 され てい る。

 もち ろ ん， パ ー ソナ リテ ィを よ り深 く把 握 す る

た め に は ， これ ら4つ の技 法 に 加 え て ， 知 能 検 査

や 面 接 な どを 施 行 す る必 要 もあ る 。 しか し， パ ー

ソナ リテ ィのお お まか な 全 体 像 を よ り簡 便 に 把 握
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表5-2 成 人用SCTの 刺激文 「
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計60

す る上 では ，WAI技 法 とSCTだ け か らで もか

な りの情 報 を 得 る こ とが で き る 。わ れ わ れ は ， 情

報 の必 要 性(質 ・量)， 時 間 的条 件 ，被 検 査 者 の条

件(個 人 か 集 団 か ， 年 齢 な ど)な どに よ り，種 々

の組 合 せ を 行 な って い るが ， 簡 便 で 効 率 的 な の は

WAI技 法 とSCT、 の組 合 せ で あ る。

 そ こで 本 章 で は ，WAI技 法 とSCTに よ る事

例 分 析 の 例 を 示す こ とにす る。

3.事 例

 本 節 で は ，WAI技 法 とSCTの 両 者 を施 行 し

た事 例 を示 し， そ こか ら実 際 に パ ー ソナ リテ ィ ・

ス ケ ッチ を作 成 してみ る。 な：お ， 巻 末 のrWAI・

SCT事 例 集」に は ，小 学 生 か ら老 人 まで の22の

事 例 が掲 載 され て い るの で参 照 され た い 。
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 まず事例として，女子大学生のWAIとSCT

の反応を示す。この事例では，なるべ く原文に忠

実に反応を掲載 したが，被検査者のプライバシー

保護のため，そのまま掲載できない固有名詞等は

〈 〉の中に内容を示し省略した。WAIの 番号に

○が付けられているのは，被検査者自身が “自分

らしい回答” として番号に○を付けた ものであ

る。SCTの 反応でアンダーラインが引いてある

部分は，SCTの 刺激文である。

事例 22才 女性 大学4年 生

WAI

1 私は日本人です。

② 私は下町生まれ下町育ちの江戸っ子です。

00

4

5

6

⑦

8

⑨

0

ー
ニ

ー
ユ

ー

⑫

13

私は く専攻名〉の学生です。

私はもう子供ではないけれども，おとなでも

あ りません。

私は女の子ですが，男の子っぽい女の子です。

私は甘えん坊です。

私は人と友だちになるのが上手な方です。

私は，年令を問わず幅広 く人とつきあいます。

私は子供 と遊んでいる時の私が一番私らしい

と思っています。

私は うそをつ くのが下手です。

私は自分のことしか考えないわがままな人が

嫌いです。

私は容量が悪い方です。

私は頭が悪い方ではないけれども，決 してよ

くもあ りません。

14 私は自分に自信がなくなることが多いです。

⑮ 私は強い面の方が外に出やすいのですが，以

  外 ともろい面 もあ ります。

16私 はわ りと意地っ張 りです。

17 自信あるときの私は，本当に意気揚hと して

  います。

⑱ 私は，気分のいい時と悪い時のギャップがは

  げしい方です。

19 私は地味な面 と派手な面 とどちらが本当の私

  かわからな くなる、ことがあります。

20私 は自分が好きです。(といえるようになった

  のは最近ですが。)

SCT

Part I

 1 子供の頃，私は 近所の友だち と，路地や空

  き地で遊んだ。

2 私はよく人から 元気だ といわれる。

3 家の暮 し は人並である。

4 私の失敗 は，数知れずあるが，長い目でみる

  と かえってそれでよかった とい うことも多

  い0

5 家の人は私を まだまだ子どもだ と思ってい

  るようだ。

6 私が得意にな るのは 私のやってきたことを，

  まわ りが評価 して くれたときだ。

7 争い ごとは きらいです。

8 私が知 りたいことは 私の5年 後 はどうなっ

  ているか とい うことだ。

9 私の父 は 子 どものような人です。

10 私がきらいなのは 自分勝手な人です。

11私 の服 はカジzア ルなものぼか りですが，

  そんな格好が最も私らしくていいと思ってい

  ます。

12死 について 深 く考えたことはあまりあ りま

  せん。

13人 々 の関心は，今 政界にあつまっているよ

  うです。

14私 のできないことは たった1人 で生きてい

  くことです。

15運 動 ならば何でも大好きです。

16 将来 ， 素敵な母親にな り，素敵な 家庭をつ

  くりたい。

17も し私の母が 病気でたおれ たりした ら，私

  は何よりも最も悲しい。

18 仕事 に夢中 になっている自分が 目にうかび

  ます。

19 私が埜そかY'一思いを寄せている人がいます。

20世 の中 すべて思いどお りにい くとは限 らな

  いものだと改めて実感している今日この頃で

  す。

21 .圭 は，家庭を大事にし， 子供が 好きな人で

  ないとイヤです。

22一時 ：塑 孟 ひどくむなしくなるこ とが ありま

  す。



23 私が心をひかれるのは 子 どもたち と自然の

  中で遊んでいる仲間たちの姿です。

24私 の不平は 今 思い きりあそべない ことで

  す。

25私 の兄弟(姉妹)と は最近ほ とんど 話をしま

  せん。

26 職場では 楽 しいことは あるのでしょうか。

27私 の顔 は笑っていない と こわい顔 といわれ

  てしまいます。

28 今までは 本当にいい友人に 恵まれていたと

  思 う。

29女 性 として生 まれ て よかったか もしれな

  い0

30私 力1思いだすのは 過去一年間の楽 しさです。

Part II

1 家では 父と兄のけんかが しょっ中お こ り，

  困ってます。

2 私を不安にす るのは 母と父がつかれてい る

  時です.

3 友だち がた くさんいることが私の自慢です。

4 私はよく 少年のようだといわれます。

5 もし私が 今 何をしてもいいといわれたら，

  自由気ままな旅が したい。

6 私の母 は 働 き者です。

7 もう一度や り直せ るなら 大学生 を もう一度

  や り直 した い。

8 男 の人 って た い へ ん だ な と思 い ます.

9 私 の 眠 り に つ く早 さ は な か な か の も の で

  す 。

10学 校 で は い つ も 元 気 に 飛 び は ね て い る と 言

  わ れ て い る。

11 恋 愛 は ， い くつ に な って も し続 け られ た ら

  い い と思 う。

12 も し私 の 父 が も う少 し若 か っ た ら， 一 諸 に

  ス キ ーに 行 きた い 。

13 自殺 した い と思 った こ とは あ ま りな い 。

14私 が 好 きな のは 子 ど も とあ そ ぶ こ とです 。

15私 の 頭 脳 が も う少 し よ か っ た ら な と しば

  しば 思 う。

16金 は あ るに こ した こ とは な い け ど， そ れ よ

  り今 は 時 間 が ほ しい。
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17私 の野心 は あま りない方かもしれない。

18妻 とよばれる日が来るのかな?と 心配にな

  ることもある.

19私 の気持 をホッとさせて くれる友人 に恵 ま

  れている。

20私 の健康 は いたって 良好です。

21私 が残念なのは ，大学4年 生の前期を就職

  活動で費やしてしまったことです。

22 大部分の時間を 今は就職活動につかってい

  ることが悲しいけど，後期になったらこの時

  間をとりもどすつもりだ。

23結 婚 したいけど仕事もしたい  将来 私は

  この問題にぶつか り続けるように思う。

24調 子のよい時 と悪い時のギ ャップがはげ し

  いのが私の欠点でもあ り，長所でもある。

25 どうしても私は 自分に うそがつけない。

26家 の人は 私のことを実はよくわ かっていな

  いのではないかと思うことがたびたびある。

27 私が羨ましいのは 容量のいい人です。

28年 をとった時 も， まだ 子供たちと元気に遊

  んでいられ るような，年を感 じさせないおば

  あちゃんにな りたい.

29 私が努力しているのは 私らしさを忘れな い

  ことです

30私 が忘れ られないのは 去年 の充実した毎 日

  です.

 この事 例 に関 して， ブ ェイ ス ・シ ー ト等 か ら得

られ た サ イ ド ・イ ンフ ォメ ー シ ョ ン を 補 足 す る

と，1989年 の4月 に施 行 され た も ので ， 東 京 都

内 の大 学 の文 学 部 に 在 籍 す る4年 生 で あ る 。住 居

は，ず っ と東 京 都 内 で あ るが ，22才 で 都 内で 転 居

して い る 。家 族 構 成 は，58才 の 父 ，51才 の母 ，

23才 の 兄 が い る。体 格 は，身 長156cm， 体 重49

kgと な って い る。 この よ うに ， 利 用 で き る情 報

は 積 極 的 に 用 い た 方 が よい 。

 さ て， このWAIとSCTの 反 応 か ら， パ ー ソ

ナ リテ ィ ・ス ケ ッチを 作 成 してみ よ う。こ こで は，

パ ー ソナ リテ ィ ・ス キ ー ムに 従 ってWAIとSCT

の反 応 を 整 理 して， ス ケ ッチ を 作 成 して い くこ と

に す る 。な お ， 整理 した 反 応 は 見 やす くす るた め

に簡 略 化 され て お り， 文 末 の()内 に 反 応 番 号
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が 示 され て い る(w：WAI；S-1一 ：SCTのPart

I；S-2一 ：SCTのPart II) 。

 [社会]

基 本 属 性 ：

 ・日本 人(W-1)

 ・子 供 で は な い けれ ど も， お とな で もな い(W-4)

 ・男 の子 っ ぽ い 女 の子(W-5)

 ・女性 と して生 まれ て よか った か も しれ な い(S-

 1-29)

・〈専攻 名〉 の学 生(W-3)

生 育 環 境 ：

・下 町 生 まれ 下 町 育 ち の江 戸
っ子(W-2)

・近 所 の友 だ ち と
， 路 地 や 空 き地 で遊 ん だ(S-1-

 1)

・家 の暮 しは 人 並(S-1-3)

交 友 関 係 ：

・友 だ ち に な るの が 上 手(W-7)

・年 齢 を 問 わ ず 幅 広 く人 とつ きあ う(W -8)

・本 当 に い い友 人 に恵 まれ て い た(S-1-28)

・友 だ ちが た くさ ん い る こ とが 私 の 自慢(S-2 -3)

・気 持 を ホ ッと させ て くれ る友 人 に 恵 まれ て い る

 (S-2-19)

・ひ そ か に 思 い を 寄 せ て い る人 が い る(S -1-19)

大 学 生 活 ：

・大 学 生 を も う一 度 や り直 した い(S -2-7)

・学 校 で は いつ も元 気 に飛 び はね て い る(S -2-10)

・思 いだ す のは 過 去 一・年 間 の楽 しさ(S -1-30)

・忘 れ られ な い のは 去 年 の充 実 した 毎 日(S -2-30)

・残 念 な のは
， 大 学4年 生 の 前 期 を 就 職 活 動 で 費

 や して しま った こ と(S-2-21)

職'業 ●糸吉婚 ：

・大 部 分 の時 間 を就 職 活動 に つ か
っ て い る(S-2-

 22)

・仕 事 に 夢 中 に な っ てい る 自分 が 目に うか ぶ(S -

 1-18)

・職 場 で は 楽 しい こ とは あ るの で し ょ うか(S -1-

 26)

・素 敵 な 母親 とな り， 素 敵 な 家 庭 を つ く りた い

 (S-1-16)

・結 婚 した い け ど仕 事 も した い(S-2-23)

社 会 へ の関 心 ・態 度 ：

・人 々の 関 心 は
， 今政 界 に あ つ ま っ て い る(S-1-

13)

・世 の 中
， 思 い どお りに い くとは 限 らな い(S-1-

20)

 基本属性では，大人でも子供でもないという年

齢的な不安定さを感じさせ，性的な同一性につい

ても，女性であることに肯定的ではあるが，男の

子のように振舞っていることが うかがわれ る。生

育環境は下町であり，経済的には特に問題はない

ようだ。交友関係は広 く，友人に対 して肯定的な

感情を持っていることがわかる。また，好きな異

性もいるようだ。従って，就職活動に費やされた

大学4年 生の前半を除いて，大学生活に対 しても

肯定的である。社会に対する関心はあま り強いよ

うではないが，政治的な問題についての言及もわ

ずかに見られる。そ して，おそらく就職活動を し

ての実感として，“世の中思いどお りにいかない”

とい う反応が出たものと思われる。

 [家庭]

父母 ：

・私 の父 は 子 ど もの よ うな 人(S-1-9)

・も し私 の父 が も う少 し若 か った ら
， 一 緒 に スキ

 ーに 行 きた い(S-2-12)

・私 の 母 は 働 き者(S-2-6)

・母 が病 気 で た お れ た りした ら
， 何 よ りも悲 しい

 (S-1一.17)

・私 を不 安 にす る のは 母 と 父 が つ か れ て い る 時

 (S-2-2)

兄 弟 ：

・兄 弟(姉 妹)と は 最 近 ほ とん ど話 を しな い(S -1-

 25)

家 族 関 係 ：

・家 の 人 は ま だ ま だ子 ど もだ と思
っ て い る(S-1-

 5)

・家 の人 は私 の こ とを 実 は よ くわ か
っ てい な い の

 で は な い か(S-2-26)

・父 と兄 のけ ん か が し ょっ'中(S-2-1)

将 来 の 家 族 艨 ：

・将 来 ， 素敵 な母 親 に な り
， 素 敵 な家 庭 を つ く り

 た い(S-1-16)



・結 婚 したい け ど仕 事 も した い(S-2-23)

・妻 と よば れ る 日が 来 る のか 心 配 に な る(5-2-18)

・夫 は， 家 庭 を 大 事 に し， 子 供 が 好 きな 人 で な い

 とイ ヤ(S-1-21)

・で きな い こ とは た った1人 で 生 き て い く こ と

(S-1-14)

 父 母 の具 体 的 な 職 業 は 不 明 で あ るが ， 父 は 子 供

っぼ く， 母 親 は 働 き老 の よ うだ 。兄 弟 は 兄 が い る

が ， あ ま り親 密 で は な い 。父 と兄 が よ くけ ん か を

す る よ うだ 。両 親 に 対 して は 概 ね 肯 定 的 で ， 依 存

性 も見 られ るが ， 自分 を よ く理 解 して い な い とい

う不 満 もあ る 。将 来 は ， 子 供 好 ぎで あ るた め ，結

婚 して 家 庭 を 大 事 に した い が ， 仕事 も した い とア

ン ビバ レン トで あ り， まだ 明 確 な将 来 像 は で き て

い な い よ うだ 。

 [個体1

健 康 ：

・元 気 だ とい わ れ る。(S-1-2)

・眠 りに つ く早 さは な か な か の もの(S-2-9)

・健i康は い た って 良 好(S-2-20)

容 姿 ：

・男 の 子 っぽ い 女 の 子(W-5)

・少年 の よ うだ とい わ れ る(S-2-4)

・笑 って い な い と こわ い顔 とい わ れ る(S-1-27)

・私 の 服 は カ ジ ュア ル な もの ぼ か り(S-1-11)

運 動 ：

・運 動 な らば何 で も大 好 き(S-1-15)

・も し私 の 父 が も う少 し若 か っ た ら， 一 緒 に ス キ

 ー に行 き た い(S-2-12)

 健康 状 態 に は全 く問 題 な く， エ ネ ル ギ ーが あ る

こ と も うか が え る 。容 姿 は少 年 の よ うだ とい う記

述 が あ り， 服 装 も それ に 合 わ せ た も の と 思 わ れ

る。 運 動 は 全 般 に 好 きで ， ス キ ー もや る よ うだ 。

[知能 】

・頭 が 悪 い 方 で は な い け れ ど も， 決 して よ くもな

い(W-13)

・頭 脳 が も う少 しよか った らな と思 う(S-2-15)

・容 量 が 悪 い 方(W-12)
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・羨 ま しい の は 容 量 の い い人(S-2-27)

 知 能 に 関す る 自己 評価 は ，「悪 い 方 で は な い 」と

あ り， 決 して低 くな い こ とが うか が わ れ るが ， ま

だ 不 満 が あ る よ うだ 。「容 量(お そ ら く “要 領 ”の

誤字)が 悪 い方 」 とあ るが ， これ は知 能 そ の も と

と言 う よ りもsocial skillを 指 して い る もの と思

わ れ る。 文 章 も し っか りして お り，IQも 高 い も

の と思 われ る。

 [気質1

対 人 指 向 ：

・人 と友 だ ち に な る のが 上 手(W-7)

・年 令 を問 わず 幅 広 く人 とつ き あ う(W-S)

・で き な い こ とは た った1人 で 生 き て い く こ と

 (S-1-14)

・恋 愛 は， い くつ に な っ て も し続 け られ た らい い

 (S-2-11)

・私 の気 持 ち を ホ ッと させ て くれ る友 人 に 恵 まれ

 て い る(S-2-19)

子 供 好 き ：

・子 供 と遊 んで い る時 の私 が 一 番 私 ら しい(W-9)

・好 き な の は子 ど も と あ そぶ こ と(S-2-14)

・子 供 た ち と元 気 に 遊 ん で い られ る よ うな お ば あ

 ち ゃ んに な りた い(S-2-28)

活 動 性 ：

・よ く人 か ら元 気 だ とい わ れ る(S-1-2)

・不 平 は 今 思 い き りあ そ べ な い こ と(S-1-24)

・学 校 で は い つ も元 気 に 飛 び は ね て い る(S-2-10)

・金 よ り時 間 が ほ しい(S-2-16)

意 欲 ：

・仕 事 に 夢 中 に な って い る 自分 が 目に うか ぶ(S-

 1-18)

・結 婚 も した い け ど仕事 も した い(S-2-23)

適 応 の 悪 さ ：

・容量 が 悪 い方(W-14)

・羨 ま しい の は 容 量 の い い 人(S-2-27)

・わ りと意地 っ張 り(W-16)

・ど う して も 自分 に うそ が つ け な い(S-2-25)

・うそ を つ くのが 下 手(W・10)

男 性 的 ：

・男 の 子 っぽ い 女 の 子(W-5)
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・よ く少年 の よ うだ といわ れ る(S-2-4)

・顔 は笑 って い な い と こわ い顔 といわ れ て しま う

 (S-1-27)

自己指 向 ：

・得 意 に な るのは 私 のや っ て き た こ とを まわ りが

評 価 して くれ た と き(S-1-6)

・自分 が 好 き(W-20)

・努 力 して い る のは 私 ら しさを 忘 れ な い こ と(W-

2-29)

 対人指向が強く，子供好きで，活動性が高いと

いう点からは循環気質とも見えるが，他の気質で

も対人指向の強い場合は多い。また，活動性の高

さはエネルギーがあることを示 していると見るこ

ともでき，意欲の強さがそれを裏付けている。一

方，適応があまりよくない点や自己を指向す る傾

向は，む しろ粘着気質や分 裂気質の特徴 と言 え

る。ただ し，分裂気質ではこれほどエネルギーが

あるとは考えられない。さらに，容姿や行動が男

性的なのは，粘着気質に時h見 られ る傾 向であ

る。これらを総合的に見ると，この事例は粘着気

質が基本であることがわかる。

 [力動]

気 分 の波 ・不 安 定性 ：

・気 分 の い い時 と悪 い時 の ギ ャ ップが はげ しい方

 (W-18)

・調 子 の よい時 と悪 い時 の ギ ャ ッ プ が は げ しい

 (S-2-24)

・自信 あ る と きは
， 意 気 揚!1と して い る(W-17)

・時h私 ひ ど くむ な し くな る(S-1-22)

・自分 に 自信 が な くな る こ とが 多 い(W-14)

二 面 性 ：

・強 い面 の方 が 外 に 出や す いが ， 以外 と もろ い面

 もあ る(W-15)

・地 味 な 面 と派 手 な 面 と どち らが 本 当 の私 か わ か

 らな くな る(W-19)

未 成 熟 ：

・家 の 人 は 私 を ま だ 子 ど もだ と思 っ て い る(S -1-

 5)

・よ く少 年 の よ うだ といわ れ る(S-2-4)

依 存性 ：

・で きな い こ とは た った1人 で 生 き て い く こ と

(S-1-14)

・私 を 不 安 に す るの は 母 と 父 が つ か れ て い る 時

(S-2-2)

・母 が 病 気 で た お れ た りした ら
， 何 よ りも悲 しい

(S-1-17)

 気分に波があ り，不安定であることがわかる。
一般に思春期には不安定性を示す場合がよくある

が，不安定性は強い方と言えるであろう。また，

子供っぼ く，依存的な傾向があ り，未成熟な方と

言える。これらの不安定性や未成熟性は，ヒステ

リー性格の特徴であるが，もう1つ の特徴である

顕耀性(自 己顕示的な傾向)は あま り認め られな

いo

 [指向]

自己 態 度 ：

・自分 が 好 き(W-20)

・女性 と して生 まれ て よか っ た か も しれ な い(S -

 1-29)

・得 意 に な る の は私 のや っ て き た こ とを
， まわ り

 が 評 価 して くれ た と き(S-1-6)

・自殺 した い と思 った こ とは あ ま りな い(S -2-13)

・頭 が 悪 い 方 で は な い け れ ど も
， 決 して よ くもな

 い(W-13)

・頭脳 が も う少 し よか った らな と思 う(S-2-15)

・自分 に 自信 が な くな る こ とが 多 い(W-14)

・子 供 と遊 ん で い る時 の私 が一 番 私 ら しい(W-9)

・服 は カ ジ ュア ル な もの ぽか り
， そ ん な格 好 が 最

 も私 ら し くて い い(S-1-11)

・ど う して も 自分 に うそ が つ け な い(S-2-25)

・努 力 して い る のは 私 ら し さを 忘 れ な い こ と(S -

 2-29)

過 去 ：

・思 い だす の は過 去一 年 間 の 楽 し さ(S-1-30)

・忘 れ られ な い の は去 年 の充 実 した毎 日です(S -

 2-30)

・大 学 生 を も う一 度 や り直 した い(S-2-7)

・失 敗 は 数 知 れ ず あ るが
，長 い 目で み る とか え っ

 て そ れ で よか った(S-1-4)



現 在 ：

・不 平 は 今 思 い き りあそ べ な い こ と(S-1-24)

・金 よ り今 は 時 間 が ほ しい(S-2-16)

・自 由気 ま まな 旅 が した い(S-2-5)

将 来 ：

・知 りた い こ とは 私 の5年 後 は ど うな って い るか

 とい うこ と(S-1-8)

・仕 事 に 夢 中 に な って い る 自分 が 目に うか ぶ(S-

 1-18)

・結 婚 した い け ど仕事 も した い(S-2-23)

・夫 は ，家 庭 を大 事 に し，子 供 が 好 きな人 で な い

 とイ ヤ(S-1-21)

・で きな い こ とは た っ た1人 で 生 き て い く こ と

 (S-1-14)

・子 供 た ち と元 気 に 遊 んで い られ る よ うな お ば あ

 ち ゃんに な りた い(S-2-28)

・野 心 は あ ーま りな い方 か も しれ な い(S-2-1?)

子 供 ：

・好 きな のは 子 ど も とあそ ぶ こ と(S-2-14)

・子 供 と遊 ん で い る時 の私 が … 番 私 ら しい(W-9)

・心 を ひ か れ る のは 子 ど もた ち と 自然 の中 で 遊 ん

 で い る仲 間 た ち の姿(S-1-23)

友 人 ：

・本 当 に い い 友 人 に 恵 まれ て い た(S-1-28)

・友 だ ち が た くさん い る こ とが 私 の 自慢(S-2-3)

・気 持 を ホ ッと させ て くれ る友 人 に 恵 まれ て い る

 (S-2-19)

・心 を ひ か れ るの は 子 ど もた ち と 自然 の 中 で遊 ん

 で い る仲 間 た ち の 姿(S-1-23)

対 人 的 好 み ：

・自分 の こ と しか考 え な いわ が ま ま な人 が 嫌 い で

 す 。(W-11)

・き ら い な の は 自分 勝 手 な 人 で す(S-1-10)

運 動 ：

・運 動 な らば 何 で も大 好 き(S-1-15)

・父 が も う少 し若 か った ら， 一 緒 に ス キ ーに 行 き

 た い(S-2-12)

 自己に対 しては概ね肯定的 な態度を持 ってお

り，女性であることにも肯定的である。自己の能

力にもある程度の自信を持っているが，自信をな

くす こともあるようだ。また，自分 らしくあ りた
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いとい う欲求もある。過去に対しても肯定的で，

特に大学生活に対 しては愛着がある。ただ し，現

在の状況には，就職活動のために自分の時間が持

てないという不満がある。将来像は，仕事に生き

ることと家庭を築 くこととの両者に対 しアソビバ

レントな感情を持ってお り，明確な将来像が描け

ていないようだ。対人関係に関心があり，友人 と

子供に対 して肯定的な態度を持っているが，わが

ままな人間は嫌いな ようだ。その他に，運動 も好

きである。

 以 上 ， スキ ー ムに 従 った パ ー ソナ リテ ィ ・ス ケ

ッチ の 作 成 例 を 示 した 。 この 例 を 見 て もわ か る よ

うに ，WAI技 法 とSCTに よ って個 人 の 全 体 像

が あ る程 度把 握 で き る と言 え るで あ ろ う。 もち ろ

ん ， 部 分 的 に は不 明 な 点 や 疑 問 点 も残 る こ と もあ

る。 しか し， も し必要 な らば ， これ らに 焦 点 を絞

って ， 他 の方 法 で情 報 を収 集す れ ぽ ， これ らを補

足す る こ とは で き る。 そ うい う意 味 で は ， まず ，

WAI技 法 とSCTを 施 行 し，そ の後 ，不 足 した情

報 を他 の手 段 で補 う とい う手 続 きが 効 率 的 と言 え

るで あ ろ う。

4. ま とめ

 本 章 で は ，WAI技 法 とSCTを 用 い た個 人 の

パ ー ソナ リテ ィ把 握 に つ い て 述 べ た 。 そ し て ，

WAI技 法 とSCTを 併 用 す る こ とに よっ て， 比

較 的 簡 便 に個 人 の パ ー ソナ リテ ィの全 体 像 を把 握

で き る こ とが示 され た 。 本 節 で は，WAI技 法 と

SCTに よ る パ ー ソナ リテ ィ把 握 につ い て 簡 単 に

ま とめ て お く。

 わ れ わ れ は， まず ， 個 人 の パ ー ソナ リテ ィを 把

握 す るた め の枠 組 み と して パ ー ソナ リテ ィ ・ス キ

ー ムを 示 した 。 これ は ， 多 くの研 究 者 の知 見 とわ

れ わ れ の分 析 結 果 に 基 づ い て 作 成 され た もの で ，

パ ー ソナ リテ ィを 全 体 的 に 捉 え る上 で 考 慮す べ き

側 面 が 示 され て い る 。 この 枠 組 み に 従 って ，個 人

を 把 握 して い くこ とに よ って ， 個 人 の 全 体 像 を 捉

え る こ とが で き る。

 こ の スキ ー ムに 従 って 個 人 を 把 握 す る た め に

は ， 個 人 の様 々な 情 報 が 必 要 とな る 。そ こで ， 様
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々な検査技法を施行する必要も出て くるが，多少

浅 くとも，より簡便に全体的な情報 を得 る上で

は，WAI技 法 とSCTを 組合せて施行す ること

が有効と言rる 。WAI技 法では，個人の自発的

な反応による個人の記述が得られ，SCTで は，

スキームのあらゆる側面に関す る情報が得 られ る

ように刺激文が配置 されている。しか も，これ ら

を施行するのは比較的簡単で，被検査者が自宅で

施行することも可能である。施行時間 もWAI技

法が15～30分 程度，SCTが1時 間程度である。

 得られた反応を分析す る手続 きは，スキームの

各側面に関連す る情報を反応の中から集め，それ

を整理 して，各側面 ごとにまとめていくというも

のである。このようにして，個人像を描き出して

いけば，個人の全体像が浮かび上がってくる。ま

た，不明な点や疑問点も自ずと明らかになる。そ

して，必要があれぽ，さらに情報を収集すれぽ，

効率的に個人のパーソナ リティを把握できる。

 一 方 ， 問 題 点 も残 され て い る 。例 えば ， ス キ ー

ム の指 向は 漠 然 と してい るた め ， 下 位 の項 目が 必

要 と思 わ れ る 。例 え ば ，「自 己評 価 」「価 値 観 」「関

心 」 な どの 項 目を 設 定す る こ と も考 え られ るが ，

別 の 枠 組 み と して は ，Murray(1938)がTATの

分 析 に用 い た 欲 求 の リス トや ， わ れ わ れ が 別 の 調

査 に 用 い て い る く自己〉<プ ライ マ リー ・グル ー

プ〉 〈セ カ ン ダ リー ・グル ー プ〉 〈自然(モ ノ)〉

〈超 越 者〉 と い う態 度 対 象 に つ い て の ス キ ー ムな

ど も考 え られ る (槇 田 ・小 林 ・渡 辺 ・岩 熊 ・西

村 ，1992)。 ま た ，知能 や 性 格(気 質 ・力 動)な ど

は ， 反 応 か ら これ らに 関 す る情 報 を 抽 出す る手続

きが あ ま り明 確 で な い とい う問題 もあ る。しか し，

これ らの 問題 点 も， 今後 事 例 分 析 を重 ね る こ とに

よ り，次 第 に改 善 され て い く もの と思 わ れ る。 ま

た， 様 々な 目的 に従 っ て， 分 析 手 続 きに バ リエ ー .

シ ョンを 作 り出す こ と も可 能 で あ ろ う。
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 この モ ノ グラ フで は ， これ まで の わ れ わ れ の 研

究 に お い て 残 され て い た 課 題 に 注 目 し， これ らに

対 す る分 析 を 行 な った 。そ の 課 題 とは ， 回 答 の 出

現 順 序 の 問 題 ， 「自分 ら しい 」 回答 の問 題 ， そ し

て ，WAI技 法 に よ る個 人 理 解 の試 み で あ る 。 本

章 で は ， まず ， 今 回 の 研 究 で 得 られ た結 果 を総 括

し， さ らに ， 今 後 の 展 望 に つ い て 述 べ る。

1.研 究 の総括

 まず，第2章 では，回答の出現順序についての

分析を示 した。数量化III類 による分析の結果，

出現順序による回答内容の変化を反映 した3つ の

次元が得 られた。それは，「記述の主観性」の軸，

「自己一外的対象」の軸，「加齢」に関連する軸で

あった。この中では特に，記述の主観性と回答の

出現順序の関係が強 く，WAI技 法では，最後(第

20答)に 近づくに従 って，回答内容が被験者の評

価や解釈を含んだものとなることが示された。ま

た，これらの次元は，年齢とも強 く関連 してお り

例えば，記述の主観性は加齢に伴って強 くなるこ

とが示された。さらに，これらの次元に基づきク

ラスター分析を行なった結果，被験者は4つ のク

ラスターに分類され，得られた クラスターは年齢

とも明確な関連を示した。

 第3章 では，「自分らしい」回答，即ち，特に自

分らしいものとして，被験者が○を付けた回答に

ついての分析を行なった。ここでも数量化III類

が用いられ，出現順序の分析で得られたのとほぼ

等価の次元を得た。これと自分 らしさや年齢など

との関連を分析した結果，自分 らしいとされ る回

答の方が記述の主観性が強いという結果を得た。

また，各次元と年齢 との関連についても，第2章

と類似した結果を得ている。

 WAI技 法に よる個人理解の試みの1つ として，

第4章 では回答間の相互関連性の分析を取 り上げ

た。これは，大学生50名 を被験者とした実験研

究である。ここでは，各個人に自分の反応した20

答間の関連の強さを，分類 と親近性の一対評定と

いう2種 類の手続 きに よって測定 し，個人 内の

self-imageの 構造の把握を試みた。その結果，2

つの手続 きで得 られた結果は整合性を持つ ことが

示 された。また，得 られた関連性データに基づい

た構造分析の結果は，被験者 自身に とっても納得

できるものであ り， このような方法が個人を理解

す る上で有効であることが示唆 された。



58

 第5章 に ：おい て も，WAI技 法 に よ る個 人 理 解

の試 み と して ，SCT(文 章 完 成 法 テ ス ト)を 併 用

した パ ー ソナ リテ ィ ・ス ケ ッチ に つ い て 述 べ た。

こ こで は 分 析 の枠 組 み と して ， 多 くの パ ー ソナ リ

テ ィ研 究 者 の知 見 とわ れ わ れ のself・imageの 分

析 結 果 に基 づ い て作 成 され た パ ー ソナ リテ ィ ・ス

キ ー ムが 用 い られ てい る 。 これ は ， パ ー ソナ リテ

ィを 包 括 的 に 捉 え るた め に 作 成 され た もの で ， 社

会 ， 家 庭 ，個 体 ， 知 能 ， 気 質 ， 力 動 ， 指 向 の7つ

の側 面 が 含 まれ て い る。WAI技 法 とSCTに よ

って得 られ た反 応 を この ス キ ー ムに従 っ て整 理 す

る こ とに よっ て， 個 人 の全 体 像 を 包 括 的 に 捉 え る

こ とが で き る 。 こ こで は ， パ ー ソナ リテ ィ ・ス ケ

ッチ の 作 成 の 具 体 的 な 手 続 きを 女 子 大 学 生 の1事

例 を用 い て示 した が ， 巻 末 の 資料 に は ， 小学 生 か

ら老 人 ま で のWAIとSCTの 事 例 が22例 掲 載

され て い る 。

 今 回 の分 析 結 果 を簡 単 に ま とめ る と以 上 の よ う

に な る 。次 節 で は ， これ ら の結 果 の 持 つ 意 味 を 考

え て み た い。

2.分 析結果の意味づけ

 今回の分析結果は，大きく分けて2つ の視点か

ら考えることができる。1つ はWAI反 応の一般

的傾向に関する問題，もう1つ はWAI技 法によ

る個人理解の問題である。1つ めの視点には，出

現順序の分析，自分 らしい回答の分析があた り，

2つ めの視点には，回答の相互関連性 の分析 と

SCTを 併用 した個人理解の試みがあたる。 ここ

では，この2つ の視点から分析結果について考察

を加える。

 【WAI反 応 の 一 般 的 傾 向]

 今 回 の 出現 順 序 の分 析 と 自分 ら しい 回 答 の 分 析

に お い ては ，数 量 化III類 が 用 い られ ， 多 くの 個

人 か ら得 られ たWAI反 応 を 構 造 的 に理 解す る試

み が 為 され て い る。 こ の他 に も数 量 化III類 を用

い た もの と して ，全 体 的 な反 応 パ タ ー ンの分 析 も

行 なわ れ て い る(岩 熊 ，1991； 岩 熊 ・槇 田 ，1991a；

岩 熊 ・槇 田，1991b)。 こ の分 析 で は ， 個 人 を 分 析

単 位 と して， 基 準 書 の小 項 目 の反 応 パ タ … ンを 数

量化III類 で分析している。 これ らの分析では，

 多くの個人から得られた反応を分析対象としてお

 り，WAI技 法で得られる反応全体を構造的に理

解 しようとしている。

 数量化III類 による一・連の分析結果を見 ると，

軸の解釈は若干異なるが，得 られた小項 目の布置

自体はかな り類似 している。これは，類似 した分

析手続きが用いられていることが理由の1つ とな

っている。その分析手続きとは，各WAI反 応を

基準書によって分類 し，小項目を分析カテゴリー

として数量化III類 によって分析す るというもの

である。しか し，分析単位はそれぞれ異なってい

る。出現順序の分析では，個人の全回答を出現順

序に従って4分 割 したものであ り，自分らしさの

分析では，自分らしさの○の有無に従 って2分 割

している。そして，全体的な反応パターンの分析

では個人を分析一単位 としてお り，個人の全反応を

分析単位 としている。これらの結果が類似 してい

るとい うことは，分析単位が異なっても，反応パ

ターンが総体的に見て類似しているとい うことを

不 している。

 しかしこの結果だけか らでは，個々人の反応パ

ターンが異なる分析単位の間で類似 しているとは

言えない。それを確認するためには，各分析単位

に与えられたサンプル ・スコアを調べる必要があ

る。出現順序 と自分 らしさの分析結果を見 ると，

出現順序や自分 らしさという個人内の要因の変動

も有意ではあるが，個人差を反映 した クラスター

の方が より大きな変動を示 している。これは，分

析単位が異なっても，個人の反応パターンがある

程度一貫 していることを示唆 している。そして，

得られた構造 は，このような個人内に一貫して見

られる反応パターンを反映 していると言 うことが

できる。

 ところで，このような構造は何を意味 している

のであろうか。まず言えることは， この構造が

WAIの 反応内容の個人差を強く反映したものだ

とい うことである。つまり，多様な反応内容のそ

れぞれを要素とし，1人 の個人の反応内容がなる

べ く近接す るように布置 したものである。多様な

反応内容とは，小学生から老人 まで の男女，数

千～1万 名以上にも及ぶ被験者から得られたもの



で あ り， あ らゆ る反 応 内容 とは 言 えな い まで も，

一 般 化 可能 な 多様 性 を持
って い る。 しか も， この

構造 に は， 出現 順 序 や 自分 ら し さな どの個 人 内 の

変 動 も シス テ マ テ ィ ッ クに反 映 され て い る。

 そ うい う意 味 で は， この構i造はself・imageの

全 貌 を一 般 的 に理 解 す る上 で 有 効 な も の と言 え

る。そ こで ，これ まで に 得 られ た 結 果 を 整理 して ，

self-imageの 一 般 的 な 性 質 につ い て 考 え てみ よ

う。 まず ， 年 齢 に つ い ては ， 児 童 期 か ら青 年 期 に

か け て は記 述 の主 観 性 が 増 し(e.g.， 基 本 属 性 →

性 格 ・自己 評 価)， 青 年 期 以 降 は 記 述 の 内容 が 外

的 な対 象(e.g.， 日常 生 活 ，家 族)に 移 っ てい く。

また ， これ ら以 外 に も年 齢 に よ る記 述 内容 に は 違

い が あ る(e.g.， 学 校vs.職 場 ・職 業 ； 両親vs.

孫)。 性 別 に つ い て は ，年 齢 ほ ど明 確 で は な い が ，

女 性 の方 が 記 述 の主 観 性 が 強 い 。 また ， 出現 順 序

が 終 わ りの方 の反 応 は ， 初 め の もの よ りも強 い 主

観 性 を 帯 び る 。そ して ， 自分 ら しい 回 答 は そ れ 以

外 の回 答 と比 べ て強 い 主 観 性 を 帯 び てい る 。 これ

ら の結 果 を 見 て もわ か る よ うに ， 特 に 記 述 の主 観

性 が 様 々な 変 数 と関 連 を 持 って い る 。 また ， これ

は 数 量 化III類 で 得 られ た 構 造 に お い て 最 も説 明

力 を 持 った 次 元 とな って い る 。 これ は ，self・im・

ageに 主 観 性 を 強 く帯 び た もの とそ うで な い もの

が あ り， そ こに 個 人 差 ， 発 達 差 ， 性 差 が 現 れ ， 個

人 内に お い て も大 きな 変 動 が あ る こ とを 示 唆 して

い る 。主 観 性 の 問 題 は ， 第2章 の 考 察 に お い て 述

べ た の で こ こで は 詳 し く触 れ な い が ，self・image

や 自我 ・自己 を 考 え る上 で 重 要 な 意 味 を 持 って い

る と言 え るで あ ろ う。

 [WAI技 法による個人の理解]

 このモノグラフでは，WAI技 法による個人理

解の試みとして，2つ のアプローチを示 した。1

っはWAI反 応間の相互関連性の分析であり，も

う1つ はSCTを 併用 したパーソナ リティ・スケ

ッチである。この両者に共通す ることは，WAI技

法そのもの以外から得 られた情報を利用 している

点である。WAI技 法だけで十分に個人を理解す

るのは難 しいが，他の情報も利用することによっ

てより包括的に個人を理解することができる。 し

か しそのためには，WAI技 法の特性をよく理解
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した 上 で ， どの よ うな 情報 と組 合 せ るべ きか を検

討 して お く必 要 が あ る。

 相 互 関 連 性 の 分 析 で は ，被 験 者 自身 のWAI反

応 を 刺 激 と した 反 応 の分 類 や 一・対 評 定 な ど に 加

え て ， 分 析 結 果 を 呈 示 した 面 接 も行 な わ れ て い

る。 この 分 析 に お い て ，個 人理 解 を 行 な う上 で の

WAI技 法 の長 所 が 示 され た 。 そ の1つ は ， 被験

者 が 自己 の 反 応 に 対 して 強 く 自我 関与 して い る こ

とで あ る。 例 え ぽ ， 反 応 の分 類 や面 接 に お い て ，

被 験 者 が 積極 的 に 反 応す る こ と もそ れ を示 して い

る。WAI反 応 は 自発 的 に 反 応 したself・imageな

の で， これ は あ る意 味 で 当 然 の こ と と言tる が ，

これ は個 人 理 解 に お い て は非 常 に重 要 な特 性 と言

え る。Allport(1943)も 指i摘 して い る よ うに ， 自

我 関与 が あ るか否 か は テ ス トそ の もの の信 頼 性 に

も関 わ る問 題 で もあ る 。 それ 以上 に重 要 な 点 は，

面 接 で も示 され た よ うに ， 自我 関与 の あ る こ とを

テ ー マ とす る こ とに よっ て， 被 験 者 は 自発 的 に 自

分 自身 を表 現 す る よ うに な る こ とで あ る 。 そ うい

う意 味 で は，個 人 理 解 にWAI技 法 を役 立 て る1

つ の方 向 は，WAI反 応 を用 い た面 接 と言 え る で

あ ろ う。 ただ し， 面 接 の具 体 的 な手 続 き につ い て

は， ここ で示 され た よ うな も のが 最 も よ い も の と

は言 え な い 。 目的 や そ の他 の条 件 も考 慮 して， よ

り有 効 な手 続 き を考 え て い く必 要 が あ ろ う。

 WAI技 法 を 含 む テ ス ト ・バ ヅテ リーに つ い て

は ， 第5章 に お い てSCTと の 併 用 に よ るパ ー ソ

ナ リテ ィ理 解 に つ い て述 べ た 。情 報 量 だ け か ら言

えば ， 明 らか にWAI技 法 よ りもSCTの 方 が 有

効 と言 え る 。SCTは パ ー ソナ リテ ィ ・ス キ ー ム

を 考 慮 して 刺 激 文 が 配 置 され て い るた め ， 多 少 浅

くと もパ ー ソナ リテ ィ全 体 の情 報 を 得 る こ とが で

き る 。 実 際 ，SCTだ け に よ るパ ー ソナ リテ ィ診

断 も行 な わ れ て い る 。 しか し，WAI技 法 を 加 え

る こ とに よ って 情報 量 は 増 し， パ ー ソナ リテ ィ把

握 はSCTだ け に よ る もの よ りも正確 な もの とな

る。WAI技 法 で は どの よ うな情 報 が 得 られ るか

は あ ま り明確 で は な いが ， 内 容分 析 の結 果 を見 る

と， ス キ ー ム全 般 につ い て の情 報 が 得 られ る こ と

が 示 され て い る。 ま た， 特 に指 向的 側 面 に つ い て

の情 報 が 多 く得 られ る こ と もわ か っ て い る。 テ ス

ト ・バ ッテ リー に お け るWAI技 法 の役 割 の1つ
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は，SCTで 得 られ た情 報 の補 足 ，特 に ，指 向 的 側

面 の情 報 を得 る こ と と言 え る。

 さ らに，WAI技 法 に はSCTに な い 長 所 が あ

る。SCTとWAI技 法 の違 い を 簡iiiに 言 え ば ，

SCTが 聞 きた い こ とを 聞 く技 法 で あ るの に 対 し，

WAI技 法 は 言 い たい こ とを 言 わ せ る技 法 だ とい

うこ とで あ る 。WAI技 法 は， 被 検 査 自身 が 選 択

した 内容 の み が 記 述 され る。 例 え ば ， 仕 事 の こ と

ば か りが 記 述 され て い れ ば ， 家 族 や 身 体 な どに つ

い て ほ とん ど情報 を 得 る こ とは で きな い が ， そ の

個 人 の 関心 が 仕事 に あ り，彼 が ま さに 「仕 事 人 間 」

で あ る こ とが わ か る。 これ は， 被 検 査 者 が 何 に生

き て い るか ， 被 検 査 者 の心 が 何 に 向 い て い るか を

示 して い る 。 これ は ス キ ー ムで 言 えぽ 指 向的 側 面

と も言 え るが ， 別 の見 方 を す れ ば ，ス キ ー ム全 体 ，

即 ち ， パ ー ソ ナ リテ ィ全 体 の 中 の ど こが ，個 人 に

と って 重 要 な 意 味 を 持 って い るか を 示 して い る と

も言 え る 。つ ま り，個 人 が何 を 中心 と して 自己 を

統 合 して い るか が示 され て い る と言 え る で あ ろ

う。 こ の よ うに ，WAI技 法 を0 ソナ リテ ィ理

解 に 役 立 て るも う1つ の方 向は ， 自己 の 統 合 の仕

方 を知 る手 が か りとす る こ とで あ る 。多 くの 技 法

に よっ て得 られ た 様 々な 情 報 を ま と め あ げ る 際

に ，WAI技 法 か ら得 られ た 指 向 性 や 統 合 の 仕 方

を 考 慮 す る こ とに よ って ， よ り生 き生 き した パ ー

ソナ リテ ィと して個 人 を把 握 で き る。

3.今 後の展望

 「組 織 行 動 研 究 」に1990年 よ り4年 に わ た って

掲 載 して きたrWAI技 法 を用 い た 自我 の 実 証 的

研 究 」 も， 本 号 で 一 応 の 決 着 を 見 た こ とに な る。

しか し，WAI技 法 に つ い て もい くつ か の 課 題 は

残 され て お り， さ らに ， 自我 ・自己 の 問 題 に つ い

て は， まだ 研 究 の端 緒 に た ど り着 い た に 過 ぎ な

い 。 そ こで ， 本 節 で は，WAI技 法 ， 自我 ・自己

の研 究 に つ い て の展 望 に つ い て述 べ てお く。

 WAI技 法 に つ い て は ， これ までWAI反 応 の

内 容 分 析 とそ の 頻 度 分 析 を 中 心 に 行 な って きた 。

そして，内容分析の結果は 「基準書」とい う形で

まとめられている。また，頻度分析については，

基準書を用いて小学生か ら老人 までの男女，数

千～1万 数千の被験者の反応が分析されている。

従って，内容と頻度の全体的な把握は一応終了し

たと言える。ただ し，別の視点からの反応カテゴ

リーの作成や，領域を限定 したよ り細かいカテゴ

リー作成なども可能と思われる。また，反応頻度

と被験者の属性との関連については，これまでに

行なわれているのが性別と年齢の分析だけである

ため，他の属性 との関連の分析は今後の課題と言

えるであろう。

 WAI技 法による個人理解については， まず，

事例の蓄積が今後の重要課題である。特に， より

多様なケース，例えば，精神病患者や特殊な経歴

を持つ個人を分析することに より新たな知見が得

られるものと考えられる。分析手続きについても

改善が必要であろ う。より容易で，生き生きとし

た個人像を得られるような分析手続きを考えてい

く必要があるが，さらに，臨床，教育，人事など

の様hな 応用場面に合わせた手続 きの開発 も望ま

れ る。また， これについてはテス ト・バ ッテ リー

に関す る研究 も重要 となるであろう。

 自我「・自己の問題に関 しては，われわれは多 く

の研究成果を得ているが，これらはまだ十分に整

理 されているとは言えない。得られた結果を整理

し，自我 ・自己の問題 とどのように結び付けて行

くかが今後の大 きな課題 と言えるであろう。特に，

self・image， 自我， 自己，パーソナ リティといっ

た基本概念の規定においても，われわれの実証研

究の成果を何 らかの形で活かす ことが可能か も知

れない。

 自我 ・自己の問題は心理学において，近年ます

ますその重要さを認識 されつつある。しか しその

解決には，これからも多 くの実証的研究と理論的

な思索が必要とされるであろ う。WAI技 法やわ

れわれの研究成果が，それに少 しでも役立つよう

今後も研究を続けていく所存である。
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WAI・SCT： 事 例 集

 この事例集には、WAI技 法とSCTを 施行し

た、小学生から老人までの22事 例が掲載されて

いる。事例の選択に際しては、なるべ く典型的な

ものと特殊なものとの両者を含めるように配慮し

た。

 各事例は、被験者の反応を忠実に掲載 しようと

極力努めた。WAIの 各回答は、回答番号をつけ

て1つ ずつ掲載してあり、その回答に自分らしい

ものとしてOが 付けられている場合、回答番号を

○で囲んである。SCTの 刺激文にはアンダーラ

インを引いた。回答の申には、プライバシーの保

護や印刷の都合からそのまま掲載できなかった部

分もある。それについては以下のような変更を加

えて掲載 した。

① プライバシー保護の立場から、そのまま掲載

することができない固有名詞は、 《 》の申に

説明を入れて省略を行なった。

② 被験者 自身が反応内容の削除を行なっている

部分は、圏を用いてある。

言・文字や文章が、各行の上や下から挿入されて

いるものは、 {}の 中に入れて印刷してある。

④ その他に説明が必要なものについては、※を

用いて回答の後で説明するか、あるいは[注 ：]

として反応の申で説明を加えた。

 なお、各事例の後には、パーソナリティ・スキ
ームに従った簡単なパーソナリティ・スケッチを

付けた。ただし、紙面の都合もあるので、特記事

項がない場合は部分的に省略を行なったところも

ある。

小学生

事例1 12才 男性 小学校6年 生

WAI

1男 です

2《 氏名》です

3《 現住所》にすんでる

4こ ん ど 中1に な ります 。

5 《生 年 月 日》 に うまれ た。

6小 学 校 は 《学校 名 》 です

7中 学 校 は 《学校 名 》 です

8今 12才 です

94人 か ぞ くです

10う さぎ をか っ てい ます

11に わ と りをか って い た。

12マ ン ガがす きです

13サ ッカー がす き です 。

14今 、 しん長 が137.7で す

15今 学校 で 前2番 です

16た い じゅ うは32kgぐ らい です。

17く つ の 大 きさ は、23.0ぐ らい です

】8ビ ク トロ ンを な らっ てい ます

190さ いの 時 に ひっ こ した 。

20《 地 名》 で うまれ た。

SCT(小 学 生 用)

Part t

ユ_」坐 さ埜 旦瓠_私 は_け が を した。

2毅 」ナんか を よ く します

3.私 の 二重番 壓 .し丞}』もLのは_プ ア ミ リー コ ン ピュー

ター の カセ ッ ト5本 です

4、一私 杢込 やな の姑 一ビク トロ ンです 。

5一一私 の.⊥兄..姉L.弟L㊧)」 廴 な まい き です 。

6'私 の 母が も.う.Ls.、 や さ しか っ た らいい です

ヱ_私1の一父カミ1もう■少.し_や さ しか った ら

8友 撞 ちの家 庭 に.く」螽丞 て私 ④家壌 は_い い です

匙 大壼 ごく彑 っ.た孅 、 店 をた て た いです

遡 をう.血_域 Σの虫i廴みん な で 旅 行す る こと です

ユ」L父遡 込 うY.と_を_き くこ とがあ る

12私 の一し」2とば 込 は_、 言 葉 づか い を、 ま ちが え た。

13 一私 はよ≦_、 自転 車 に乗 ります

些 私力辺 り一た 込 の は一、お 父 さん とかお 母 さ んの

小学 校 の テ ス トの点 です

15一堂 校 .で私 は 堕 も_あ そん で い ます

16'私 は友 .だちか 弖_、 カセ ッ トをか りた

1?先 生逆 も2 一と私 に.わ すれ 物 をす るな

1$私 が .と=く」臆 匙1ま.サ ッカー
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19 一.私が 努 力並 て込 るの は_運 動 です 。

20 _一一分でで 達 な込 ζ≧と娃 一、 よ る山道 を通 る こ と

21 ..母よ.り抛 方塾 私を_ほ め る

22私 の 父 の仕皇 が_パ イ ロ ッ トです

2廴 暗1彑気に」な一る.(墾ま.一勉強

24.1家で よ=ぐ込む れ.るYIと謎 一♪ な ん とか をや りな

さい

25私 はli塾校の 成 綾が .ま あ まあ です

Part D

ユ_も.レまと私直をス ーパ ー マ ンだ った ら

2_堂 校 かLらか えユ て 私豊廴 あ そび に い く

3私 の鑾 の人 壟廴 ふ つ うの 人 です

4.一私 の≦お.じ込 さ ん_は 、 北海 道 に い ます

 ご私の おばあ.cwt一ん_は 、 うつの みや にい ます

夐 母姑私 一に.す ぐに仕 事 や らせ ます

6 .父は私 に_べ ん き ょ う しろ とい い ます

ヱ_私 は_(兄t.姉 し弟⊥.一㊧ 〉開.を_たまに むか つ き ま

す

旦 型 がす き.なの 玄廴 つ りです

.9一一私蟶 ら虹 な.のは～しいた け です

↓9-i私遊 な」り2ζ埜 の は一.店をひ ら く

ユユー私 が叱 ムれ、るiQ～は一，、 よ ご しぱな し

12_私 鋤.ら 至 ま⊥し.とΣと思.う..の.蛙一、 こづ か い をた

くさん も らえる こと

1廴 私 は雄 ち一ど.よ くあ そぶ

14先 生 は～、 男 の 先生 です

15私 の.ク.ラスで基 _1月 に1度 せ きが えがあ る

16 .』皆は私 壘 ζ2な廴 、 あ だ な でよぶ

lZj勉iは ず か.し込 と思 一うYと は一一まちが え

18私 の 母 を_、 に くた ら しい

坦_私 の」LてLも.ら埜 た 込 の蛮象_サ ッカ ー です

20私 杢塑 な.よ」2劣ユ て竺 る」ζ.と昼 ，背 の 高 さ

塾 勉 一強..は、す きで は、 な い

霆 一豊 うレヱ も私 は_地 しん は、 す き でな い

塾_私 歴追 わ黛二 と鉢_、 ど ろぼ う

2廴 私疊 ≦長 翌Lかこ2、た塑 廴 ク リス マ スプ レゼ ン ト

墨一壁 夊私 は_、 家 の てつ だ い を、 す る

パーソナリティ・スケッチ

社会⊥学校ではよくあそんでおり、友入関係に問

題はないようだ。

塞庭 ：一家族構成は両親と妹の4人 家族。両親はう

るさい存在のようだ。

身体乳この年齢にしては小柄で、それを気にして
いる。運動は好きなようである。

知能主誤字やひらがなが多く、小学校6年 生にし

ては、内容が若干稚拙である。

筮 ⊥この位の年齢では、性格に言及する者は少

ない。従って、よほど典型的なケースでないと気

質などは不明なことが多い。

明確にはわかからない。

ヵ動 三.父母や妹に対する不満が述べられているが、

この年齢では珍 しいことではない。ただし、若干

年齢の割に幼い印象を受ける。

指.画■サッカーが好きであり、その他に遊びの記

述が多い。この年齢では一般的な傾向と言える。

ビクトロン(電 子オルガン)を 習わされているが、

かなりそれを嫌っている。将来は店を建てたいと

いう希望を持っている。

事例2 10才 女性 小学校5年 生

WAI

1私 は、 母が 大 好 き です 。

2私 は、 にん じんが き らい です

3私 は、 スポ ー ツが 、あ ま りと くい では あ りませ

ん

4私 の しゅみ は、 げ き をす る事 です

5私 は、 め ん ど う くさが りや です 。

6私 に とっ て、 ネ コ は、 宝物 です。

7私 は、 頭 が よ くあ りませ ん

8私 は、 パ ー マ をかけ て い ます

9私 は、 げ た をは くの が好 き です 。

10私 は、友 達 とけん かす る事 が、 た くさんあ りま

す

ll私 は、 頭 が オ カ シイ と言わ れ ま す。

12私 は、 け して プ ッツ ンで はあ りませ ん

13私 は、 まけず ぎ らい です 。

14私 の友 達 は、 み ん ない い人 です 。

15私 は、 時間 を ま もれ ませ ん 。

16私 は、 人生 は、 いい学 校 に入 るだ け じゃ な い と

思 います 。

17私 には、 本 を よ も うとす る い しが ない み たい で



す 。

18私 は、 き んち ょうす る と、足 が ふ る えます 。

19私 は、 しょ う らい、 かん と くに な りたい です 。

20私 は、 も っ と友 だち を作 りた いです 。

SCT(小 学生 用)

Part 1

ユ_小 さ⊥い 時-一私は_頭 の 毛が 、1本 もあ りませ ん

で した 。 「黄色 の パ イナ ップル 顔」 とも 言わ れ て

ま した 。

2一：家で重ま_ボーっ と してい て、 母が 帰 っ て きて も、

いつ 帰 っ てき たの か分 か りませ ん で した 。

3_私 の 二雛 し.黛jbの.は_ド ラムの たい こや シン

バル です 。

4私 が いや なの は ネ コの うん ちの に お いがす ご

く くさ い こと です 。

昼L私 のL〈兄s一⑳L弟 堕一迭)遮 一こわ い 時 とや さ し

い時 があ り、 中学3年 生 です 。

旦 私 の 母 が も う少 一し.一わ かい と、 いっ しょに プー

ル でお よげ た りす るの に … と思 い ます 。

jL私 の.父がも 弖少 し.お なか がへ こむ と、 す も う

す る時、 か て るの に… と思 い ます 。

8友 だ 益の塞 庭 にメ らべて一私の 家 庭1廴 楽 し く、

父 は、 よ く母 とけ んか を した り します 。

皇二左き くな二った ら、私弖廴 えい 画の か ん と くに、 な

りた い です.

ユ匡L私 が弖 れ し込の些廴 みん な 手 をつ な い で、 に く

み あ うこ とが な い って い うこと です 。

⊥ 父 嫉私一の込 う■こ.とを_い つ も、 “え らい” とか
“す ごい” とか い い ます

。

遡 し.：2一}識ヨ&.つ い カー ッとな る と、友 だち

に や つあ た りして し ま うこ とです 。

13私 は よ一く■一速 コ とい っ し ょにね た り、 遊 ん だ り

します

14私 だ亙 りた」▲の弖萱 ど う した らうま くお よげ る

か です 。

逼.堂 佼 空私 は埜 二2も.，プ ッツ ン とか、 お か しい と

か言 われ てい ます 。

豊 は友 だ ち塑 ち_な か ま はず れ に され た こ とは

あ りませ ん。

17先 生 が もユ と私 に.一いけ な い事 とか 言 っ て くれ

る とい い です 。
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18私 が1とぐLΣなyと 蛮廴みんなを楽しませる事で

す。

19私 杢努カー長一て一込る」の鐸_友 達関けいや、やりは

じめた事をさいごまでがんばる事です。

20_自分一で.で壼.な公立一と些 父や母、友達に教えて

もらったりします。

21 よ」2父一の方瑳私』を一一あまやかしているので、

母はいつも、父はあますぎるといいます。

22私 卿 仕一製L本 にかんけいする事で、すご

いな一と思います。

23L時女気座こな一蚤のi廴 へやがちらかっていたりす

る事です。

2廴寥.でょ.く、竺わ劃るニーと一重廴 自分でする事をして

から遊びなさいといわれる事です

25私 は学校の成績が 前よりよくなったので、す

ごくうれしいです。

Part II

ユー一一も一しあ一私塑Lエ スパ ー だっ た ら、世 界 の 人 々 を、

守 りたい と思 って います 。

2一堂 校 か.ら塗 えっ1て私 は一一ポ ー ッと した り、 な ら

い事 に行 っ た り、 外 で遊 ん だ りして い ます 。

殳 一私の 家.のム墨；廴 父は 《名 》 と いっ て母 は 《名 》 、

姉 は、 《名》 とい います 。

廻 髢の.おじ込 ξん_は ，87才 で、長 生 き してい

ます 。

 _私 の お ば あ さ.ん_は、65才 で、畑 仕 ：事で たい

へ ん です。

5母 一は私 に_だ ら しな い所 があ る と言 い ます 。

6父 は私 に 何 も言 い ませ ん。 そ こがあ ま いの だ

と思 い ます 。

.2_私.`i廴」(兄，L⑳丿.弟、⊥妹).一を_そ ん けい して いま

す 。 で も、 少 しこわ いの で、 けん か にな ります 。

旦.私 が す壼剛なの1廴 ね この テ ン とけみ です 。家 で

か って い ます 。

旦_硬 墜弖 埜 なの は_人 をい じめ た り、 ひつ こい

人 が い る こ とです 。

10'私 杢 な.篁塾 鏖のは_か ん と くを した り、 ドラム

で、 楽 しむ 事 です 。

上L私 麹 匕ら 血 る.のは_あ ず かっ た物 をな くした り

す るこ とです 。

12 .私蚕 う弖 童 ま翌 い と思 一う一の姑_母 は、 何 でも最
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後 までや りと うす ことです 。

13私 一は.友tち 止Lよ く遊 び、 よ く会 を した りす る

の で、友 だ ちが 、 た くさ ん出 来 ま した。

ユ運L先生娃_.5年2組 を ふね で た と えれ ば、 この5

年 生 か ら6年 までの1年 を、 ふね でわ た りき るゆ

め を もっ て い ます 。

!廴 私の クー7xで 蛙.何 か の も ん だい をみ ん なでか

い けつ してい く事 を も くひ ょ うに してい ます .

16皆 姑私 の藍 と1を.一お も しろい人 とか、 楽 しい と

か言 っ て くれ ます 。

17'私 一が麗 力としヒ止 思 う二 と.LSま一せ き にん かん が

ない事 です。

ユ8私 ぬ 母室Lそ ん けい してい る し、大 好 き です 。

坦=私 則 し，ても至 虹 挫 の娃 _あ りませ ん。

20私 が 壅 な窒 り劣 ：2一て竺 ゑ ζ.と垂廴分 か りませ ん 。

21勉 強 一で 、何 か しつ もん され る と、分 か らな く

て こま っ て しまい ます 。

豊 ど う」L：ζ五 私壷廴 何 か を して い る時、 き がぬ け

てい ます 。

2廴i踏 二 れ 込 孟擬 廴 ゆ うれ い です 。 で も、 な か

よ く した い です 。

24.私1帆 く至 しかユ た の1凱 合 唱 団 で、 コ ン クール

の時 、 金 し ょ うとれ なか っ た こと です 。

2廴 壁 女私 董ま.一自分 の心 が 青空 で い っぱ いに な るの

が感 じ られ ます 。

パーソナリティ・スケッチ

社会-友 人関係は、時にはけんかもするが、良好

のようだ。

家庭■家族構成は、父母と姉の4人 家族。父は出

版関係の仕事のようだ。母親は父親に比べると厳

しいが、両親に対 して肯定的な感情を持っている。

身体.三。現在は、パーマをかけている。また、小さ

い頃に、髪の毛がなく、 「黄色のパイナップル顔」

と言われていたのはどういうことなのか、疑問が

残る。

鎚能 三この年齢にしては、文章の表現が豊かであ

り、自分や家族を客観的に見ることもできる。か

なり知能は高い。

気宜 主前事例と同様に不明。

彑動⊥特に問題となる記述は認められない。しか

し、 「劣っていることはわからないJと いうのと、

身体 に関す る記述 が な い こと な どが、 若 干気 に な

る 。

指」向.&ペ ッ トの猫 への 愛 着が 強 い。 また、 劇 をす

る こ とが好 き で、将 来 は 映画 監督 を志 望 して い る。

少 し変わ り者 であ る とい うself-imageを 持 っ てい

る よ うだ。

中学生

事例3 15才 男性 中学校3年 生

WAI

① 私 は、 人 間 です 、

2'私 は、 男 です 。

`3.私 は
、 勉強 が 嫌 い な人間 です。

ζ・私 は、 ス ポー ツ が と くいな 人間 です 。

⑤ 私 は.ペ ーパ ーテ ス トが に が てな人 間 です 。

⑥ 私 は、仕 事 が き らい な人 間 です 。

を 私 は、 テ レビの 好 き な人 間 です

 1私 は、 映 画 の好 き な人 間 です 。

9私 は、 自分 か って な人 聞 です。

⑳ 私 は、 わ が ま まな人 間 です 。

艘 私 は、 ミーハ ー な人 間 です 。

⑫ 私 は、 バ イ クにの りた い とい って い る人間 です 。

⑬ 私 は、 音楽 の好 きな人 間 です 。

14私 は、人 を信 用 しな い人間 です。

※15～20は 無 回答 。

SCT(中 学 生 用)

Part I

⊥ ユLさ鋤 ⊥.私1；廴 い じめ っ子 で した 。

2 __.  と き 。私 は、 「い ただ き ます」 をいわ な

い

鎚 は_いのわい

_麹 ま一一いない

窪堂」交1虹ら猛：2Lて私は一ね ます

5ど う⊥∠(五私は一

弖.運動」ま、小さいころからとくいです。

コL私遵秘 込なの型Lお べんきょうです。

β_私，の空」想.

9私 瓊墜 ず力些丞きと墨 ゑ堂と弖は..かこのこと
10私 の盟 一



ユL学 校 の成績..は、 よ くない どす 。

12も レ1赴私が _バ イ クの レー スの4時 間 耐久 レー

ス にでれ た ら しん でや る

13 一私4J失 脚 廴 せ い こ うの もと だ と思 っ てい る

⊥廴 お 父 ざ ん_は 、 酒が よわ く ひ ょ うきん で 短 気

な人 です 。

15私 の で豊 な宝・1v  バ イ クにの れ な い ことで

す 。

16友 だ ：らL璽家庭1に≦一ら.丞工私の俸 雖 一ば らば ら

です 。

1ヱ..墨の友 一だ三廴 は 、 自分 か って な に くた らしいや

つが い ます 。

._」≦くの友 ；萱ち一.は、 いな い

18私 壷勤 たい と思 うこと は

!9，，けん 塑_は 、 ここ2，3年 ま っ た く したこ とが

な い

2a私 粧 妊 き2塗鑑 バ イク です

21私 竝塾 そ塑 に_

22私 杢 皆 よ.り劣ご2工公る.こと、は一ない と思 う

23私 の .しごて.も。ら坐 一た」込の 藍 一かわ りに じゅけ ん を

して も らいた い です。

24大 人 に な りたい

2廴 太一き.く2窒2.た.ら私 娃 一バ イ クにの ります 。

Part皿

1 一塞 のム1圭..バイ クにの る こと を反対 してい ます 。

2私 は よ く

≦廴先 生畫廴 、 いや なや つ です 。

4働 くこ と は よい こ とです 。

5私 塑螢 込の.は_お ば け どす

旦_お.旦 さ」猛 廴 お るけ に

_一撞 払 は_お らん のや

ユー麺 盤.ま 」廼 上と思 うの.は..兄キが バ イ クに

の っ て い るこ と

.β一.杢.は、夏 休 み に、 めず ら し く読 み ま した，

9時 々私 は 考 えます 。

ユΩLお量 ざん_は 、 よい人 です 。

主L私 が な血 た.」い蹙～基_と くに き まっ てな い

皿_う劃 ，し並とコ～.たと き_に は 、お お い に よろ こび ま

す 。

13家 で は_ね て い ます 。

L廴拠 丕裂 廴 ない と思 い ます 。
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蟄 金..，は、 あ ま りあ りませ ん

1旦蟄 彑 気 にな 」るの.は_友 だ ちです 。

17友 だ一ち.一は、 お おぜ い い ます 。

18私 が くや しか っ たの は サ ッカー の 部活 の最 後

の試 合 で負 け た こ とです

1廴 堂佼 で耋圭明 るい ほ う です 。

鎚L私 を.苦』並 る一の.を孟先 生 です

21私 の父 の仕 __は、 サ ラ リー マ ン です 。

22私 削 匕.られ 益の は

2s私 杢皇慢 翌 た 込 二と 耋主.と くにあ りませ ん

24勉 強 _は 、 さ っき も いっ たよ うに と くい では な

い

25 _ でよ.1塾上わ一まLる工劃L一 「はや くお きな さ

い。 」

パーソナリティ・スケッチ

鯰 三.友人は多いと述べているが、否定的な記述

も見 られる。また教師に対してはかなり否定的な

感情を抱いている。

塾庭⊥家族構成は、父母と兄の4人 家族。父はサ

ラリーマンである。家では寝ているという記述や、

家庭はばらばらだという記述があり、家庭内の交

流は少ないようだ。

身体⊥運動は得意であると述べているが、全体的

にエネルギーがない印象を受ける。

知能⊥SCTに 無回答が多 く見られ、拒否的な反

応が多いため明確にはわからないが、特に知能に

問題があるとは思われない。

墓質主対人関係に距離があり、エネルギーが感 じ

られない。おそらく分裂気質が基本と思われる、

力勲二反抗的で屈折した印象を受けるが、この年

齢層の男子にはよく見られる傾向である。SCT

に対しても拒否的なのもその影響であろa、

 a， バイクに対する関心が強いことがよくわか

るが、将来のビジョンなどは全く示されていない、

自己評価もあまり高くないようだ。

事例4 !4才 女性 中学校3年 生

WAI

① 私は 女です

2・私は てんびん座です
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3私 はA型 です

4私 は、温和です

昏 私はしょう来 小説家になります

6私 は 早く 高校生になりたいです

7私 は猫が好きです

8，私は事なかれ主義です

⑨ 私の 前世は マリイアントワネットです

⑩ 私は 不器用です

⑪ 私は姉です
・珍 私は受験生です

⑬ 私は、いなかより 都会が好きです

14私 は 新井素子のファンです

15私 は マンガがなくては 生きられません ..

⑯ 私は 家庭科が大きらいなくせに 家庭科リ蓑 樋

です

17私 はMADONNAが 好きです

⑱ 私は パリに行きたいです

⑲ 私は英けん3級 もってます

20私 は はれ女です

SCT(中 学生用)

Part I

ユ.一小さ亙虹.一私は泣 き虫でした。

.2.御飯のと薮 嫌いな物があると、食欲がなくな

ります。

3弟 越_い ません.

__蜘 廴変なやつです.

4  校か一ら魁2一て私は.分単位の スケジコ，一ルに
おわれてます.

5ど う」L℃も私は.一家庭科ができるようになりま

せん.

6運 耽 するのは とても苦手です

ユー私杢き.ち血丶なの壟廴日本料理です

8私 の空想一へきは、ちょっと異常です.

9私 麹 皺 ≧し必と思 う.；二と越_一 つもありませ

ん

坦 私の月廴は小さくなると 妹にまわります
11_ 校の威績.一は そんなに わるくないと思いま

す

12 一も..匠私逆.、一私でない 何者かであったら きっ

と 私の事を嫌っていたと思います

13私 の朱敗.1ま_数えきれないほど あります

14 一父 ざん..は でぶ です.

15 、私 のでL豊埜 込差」と1；廴 でき る こ とよ り ず っ と多

い です 。

16 一友 だ ちの 家 庭に ≦.らべ て私 の 家庭 娃 、変 な家 庭

です.

17  友だ ち_か らは とて も 変 わ っ てい る と言

わ れ ます

__女 の 友 だ 玄Lか らは 好 かれ て い る方 だ と思 い ま

す

18 .私遼拠 彑た」臨 と思 yと 一壷ま_私 の前 世 につ い て

です.

坦」愛ん か す るの は 大好 きです.

20私 が 好 きな の は 本 を読 む こ と と 遊 び歩 くこ と

です

21私 粧 ひそ.迫王に一.計画 してい る こ と、 そ れ はひ み

つ です

f私 が 皆
一よ.塑劣っ一て蔓 る.こどは.体 育 です.

董L私 の レヱ も.弖込た錏 のは 一じゅ くの宿 題 です.

24 一太 △_は 子供 か ら見 て 、か な り ばか だ と思 う，

Z廴 木 き≦ 窒。2左」ら拠 ..小説 に な ります.

Part皿

ユ_家のム1ま胴.みんな 変わ り者です.

2私 はよ≦_ぼ や一っとして 先生に注意されます

3_先 生對 劃私の事を扱いにくい生徒だと 思ってい

るようです

4_働 ≦ニー，と_は あんまり好きじゃありません.

弖一，1私塑二遷2盛の盤_高 い所です
6 一兄c'r.ん基 一いません.

_お 一螳さ」んは_ほしいです.

ヱ璽 う鑓 レ込と墨弖の.は，.、4人姉妹の人で
す(若 草物語みたいだから)

8'本 .を読むのは 大好きです

9」!j' 一私は_も のすごい へまを や らかします

辺叢 母一さ.ん_は恐しい。

旦」幽 ミな.一彑た黛の1廴小説家です

12う 一屯し迫と22≧と窒_で も あまり表情には出ませ

ん

1隻家で基.い つも マンガをよんでばっかです.

14私 の丕郵 廴 いつも ききいれ られません

15お 金一使 いが最近 荒くなったような気がします

16 .h.気 になるの.は」物が す ぐ紛失してしまうこ
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とです.

17友 だち_は すごく多いです

遡 璽 」竺L趣 皇たの弦.理 不尽なことで 先生に

怒られたことです

基L学校では_すごく うるさいです

璽L私 を豊し.めるの壟廴夢見がわるいことです.

遡 父の仕事_は 今だによくわかりません

2a秘 憩匕ら.れるの.は…すぐ口答えすることです

蝨 麹 泊 慢Lた い堂と越 友人関係の広さです.

za勉 甦 するのは大っっ嫌いです

25家 でよ.く.込わ直 るζ.と弖廴 とくに ありません

パーソナリティ・スケッチ

 ，h..x：_.友人関係は広く、男の友達もいるようだが、

教師との関係はあまりよくない。

家庭 茎.父母と妹の4人 家族で、母親は厳 しいよう

だ。

身体乳運動は苦手のようだが、健康に関する記述

はない。

処能二表現に多様性があり、自己を客観的に見る

こともできる。知能は高い方であろう。

  %一明確にはわからないが、思考的な点から基

本は分裂気質と思われる。

ヵ動⊥顕耀性が認められるが、比較的安定してい

る。ただし、夢見の悪い点が多少気になる。

指向一凱読書とマンガが好きで、小説家志望である。

高校生
；事例5 18才 男性 高校3年 生

WAI

1私 は《氏名》というものだ

218才 の人だ

⑧ 音楽が好きな人だ

④HEAVY METALやHARD ROCKが好きな人だ

⑤ クラシックやロックや ブルースなどをきくが

ポップスはきかない

6く らい人間だ

7へ んな人間だ

⑧ 無口で 人見知りをする 内向的な人だ

⑨ いつも友だちを笑わせてばか りいる人

10日 本 や ア メ リカ が き らい

llヨ ー・ロ ツパ が 好 き

⑫ 吹奏 楽部 で トロ ンボ ー ンをや って い る人

⑬ ロ ッ クバ ン ドでベ ー ス をや っ てい る人

⑭ いつ もね む そ うなかお を して ポー ッと してい る

人

15や せ て て弱 々 しい人

16常 識 を知 らな い人

⑰Mozart， METALLICA， CRCAM， BILLY JOELを(ち

ゃん と ど うい う人 た ちか調 べ てね)同 じわ くの 申

でと らえて いる 人

⑱ しゃべ る のが 不得 意 で いつ も悪 い 印象 を他人 に

与 えて い る人

19ほ ん と、誰 なん で し ょう

20受 験 が近 づい て い るの に 全 然勉 強 しな い人

SCT

Part I

⊥∠壬供の軋_私 は一.野球と接することがなかった.

だから今でも野球にはくわしくない

一2..私一はよ孟△か.r._ほのぼのしてるといわれる し

かし そうとは思えない

旦 ∠家の暮 し_はごく普通だが せまい家であるとこ

ろがかなしい でも この地価高騰の世の中ではど

うすることもできないこまったもんだ

4 一.私の失敗..はかずおお くある。今となってはい

い思い出だ…なんていえないようなのが

5.一家のムは一私を一どう思ってんのかな だいたい甘

やかしすぎなんだよな まったく わけわかんね一

よ ほんと

6私 逆得意にな.る.の娃一聾、うんな時になるが まわ

りのどの人も知 らないようなことを知ってたり す

るととくいになるのかな

ユ..：笹虻 にまきこまれたことがないから これから

のことを考えるととても恐しい

8 一.秘圭知り.た虹ζと弖；廴経済のしくみとか ナスカ

の地上絵の謎とか その他いろいろ

9私 のL父.は まあいいんじゃないんですか よく

わかんない

10 .私が壼弖竺なの彊L日 本人的な、物事の核心を

はっきりいわずにあいまいにしてしまうことです。

こういう表現をされても私は理解できません
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↓L私の鰕.は なぜかへんなはずかしいものしかな

いので外出するとき困る スヌーピーのTシ ヤツも

ってればアイアンメイデンのTシ ャツももってま

す

1`1.死_んだら そのあと生まれかわるまで なにや

ってんだろう 天国みたいなところにいくのかな

13.△一h_がおおすぎていやだ

14 一私のでき.な込ζ；.どは_いっぱいある テレキネシ

スができないなあ

ユ5一運動 ，は苦手だけど好き

16将 来.一のことはだれにもわか らない

ユヱ嶺.レ私の母力廴死んだらどうしよ一

幽 って楽しいのかつらいのかどっちなんで

しょう サラリーマンってつらいんでしょ?

19 一私一がひ一そか些_考 えてることは、それは、実は

なんと おどろいたことに なにもありません

2Ω..世の虫 一狂ってる

2L夫 一っと なんてしゃれをいってるばあいじゃな
い

幽 一々一私は一，われをわすれて考えごとをしてる。

あぶない奴だと思う

23」私が'ら皇 登かれ.る.の監 アイアンメイデンその

他の音楽 もちろん クラシックも。

24私 の丕平は、.いっぱいありそうなもんだけど あ

まりないんだよね 楽観的なのかな

25私 一の兄弟一一(姉妹)_を 説明します。兄が1人 で

す。すごい人です

zs」段晏で擡 .、つまり学校ですが、いつもポーッ

としてます

蘯_私の彦廴は他人から見るとどうなんでしょう

28：今ま一で弖廴 くだらないギヤグばかりいってまし

たがこれからはまじめな話題にも参加しようと思

います

zs女 一一の子のことはさっぱりわからない

30私 翻思込だすの重廴 失敗したこと と成功したこ

とです

Part皿

⊥.家 で1廴 く ら くす ご し てます

2_私 を丕 安)v1Lする の は..これ か らの将 来 につ い て

です

3 一一友 だ ち_は いい人 が た くさん い て幸せ です

4..私はよ墨L女 の子とよくしゃべりますが あまり

いいことではないでしょうか

5 -hし 秘t死 んだらどうしよう みんなどう思う

かな

殳.私の量.は考え方が古いです。なんか早死にし

そうでこわいです

ヱ_も う二二度や堕 せ1る.なLら～中二のころからや り

なおしたいな

旦.一男.一なら 旅立つ時が くるって なんかの歌にあ

ったな 男女平等の世界なんだからやめようよこん

なことは

旦_私の眠り_は浅くて困っている

其L学校で娃 一いつも眠 くて困ってます

11恋 愛_してみたいけど 今は受験のまっただ中で

すからねえ

塾 レ私の父塗乱死んだらどうしよう

13直 殺す るのはやだな だって死ぬとき痛いでし

ょ ナイフとかで手首切ってさ やっぱ死ぬんなら

寝てるまにしらない間に死ぬのがいいね

14私 が好.き.なの垂廴音楽を聞いたりプレイするこ

とです

15私 の一頭脳一.はさいきんどうかしてる。さいきん

でもないか

逅L金一があれば家をかうんだけどな

工L私の野心_?そ んなこときかれてもわかりませ

んよ

18妻 _をもてる身分だろうか?そ うだ18に なっ

たんだ

19私 の気詩一ってなんか歌の題名みたい

2a.私の健 康ρ てなんか作文の題みたい

2⊥麹 圭残念 な辺1遥.Heavy Metaユに対して偏見をも

っている人が多いことだ

璽一去 部分の.時聞を_勉強に費やしなければならな

いのに こんなことしてていいのだろうか

23 _婚 一できるのかなあ将来。心配だなあ

24」調壬一の.よ彑}」一一はめったにない

25 .どう.し工 も私重廴や りとげなければならないの

だ

26 .家のムは一どう思ってんのかな よくわからない

27私 遊羨ま上込璽 表 だちが クラスの子とつき

合ってることだ

zg .を一とユた時 金が いっぱいあるように今から
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がんばろう

29私 逆努力.Lているの.は～勉耋塰ですよもちろん

30私 が忘塾.弖埀一埜いの1廴楽しかった高校生活。
小学校よりも、申学よりも 高校がいちばん卒業し

たくないよ一

パーソナリティ・スケッチ

社会主友人関係は良好のようだ。

家庭 茎，家族構成は父母と兄の4人 家族であるが、

家族との関係についてはほとんど記述がない。

身体 圭運動は苦手だが好きなようだ。健康状態に

ついては眠りが浅く、あまり良好ではないようだ。

知能一しかなり高い。関心の範囲が広く、表現にユ
ーモアも感じられる。

気質.一し内向的で思考的な印象を受ける。典型的な

分裂気質と言えるであろう。

迦 軌凱かなり強い顕耀性が認められる。将来に対

する見通しがないため、不安定さも感じられる。

指fa7一音楽に対する指向が非常に強い。また、社

会や文化に対する関心もある。

事例6 17才 女性 高校2年 生

WAI

l私 はわ が ま まです.

2動 物 が 好 き です 。

3ダ ン スをす るのが 好 き です 。

4め ん ど う くさ が りや です 。

5友 達 を大 切 に します.

6ク ッキ ー を焼 くの が得 意 です.

7最 近 けが を しま した 。

8彼 氏 は いませ ん.『

9よ く食 べ ます 。

10頭 は悪 い 方 です 。

11小 さ い子供 が 好 き です 。

12デ ィズニ ー ラ ン ドの 雰囲 気 が好 きです 。

13良L・ 友達 をた くさん持 って い ます 。

14毎 日の よ うに好 きな歌 手 の音 楽 を聞い て い ます 。

15歩 くこ とが好 きです 。

16手 伝 い はあ ま りしませ んC

l7集 中 力が な い方 です 。

18高 校3年 生 にな ります 。

19お しゃれすることに興味があります。

20ス タイルはあまり良 くなく 背は低い方です。

SCT

Part I

⊥...子.供の頃L秘 廴 目玉焼を毎日のように食べて
いた。

.2私 はよ」仏 かLら一葉 中力がないと言われる。

3'家 の蟇し_はぜいたくすぎない方がよい.

4_私 の.失敗一，のせいで大事な行事が大なしになっ

てはいけないと緊張した。

5 __の 人 は私を_かわいがってくれているのだろ

うが勉強のことばかり言う。

6私 が得意にな」る一の壷；L一当然のようにみんなが私

をほめた。

ユ』争陸..は人を傷つけ、平和を乱す.

旦」麺 墜知り表重櫨Lと埀廴山ほどあるが 何から手を

つけていいか分からない。

旦」私の父.一は頑固な面もあるが本当はとてもやさ

しい人だと思 う.

10私 杢豊 う虹な一のは_文句ばかり言って理屈に合

わない行動をする人だ。

11私 の服一一はたくさんあるが安物ばかりだ。

12 一は当然、すべての人に訪れるが やはり恐ろ

しいものだ。

13 .△/r一の間には 最近 信頼と言うものが少なく

なってきていると思う。

14私 の.でき塗塾」堂どは.た くさんあるが 化学的な

事が苦手だ。

15運 動 す ることは体にもいいし、精神的にもい

い。

16将 来.な りたい職業が決まっている人は輝いて

いる。

17一.も.し.私嫐 廴死んでしまったら家が成り立た

ないだろう。

18仕 事一一を生きがいにするのもいいが たまには

息ぬきもした方がいい.

19 一私炬ぴそか.に想 っている男性がいる。

20世 の皇 .には 自分と同じ考えを持つ人などいな
いだろう。

21去 .となる人は 自分の考えをもったしっかりし

た人がいい.



72

22一藍 女私.は一、自分の性格について考えることがあ

る。

23私 が心をひ迦れる一の些畿 やさしさがあって 夢の

ある人だ。

?4一.私の不平は_無視してもかまわないが 彼女の意

見は聞いてあげてほしい。

25私 の兄弟墮嫉妹) _の 事をひと言で言うと仲の

良い友達といった感 じです.

2登..職場[で盈.あ まりでしゃばりすぎないようにて

きぱきと仕事をするようにしたいものだ。

2廴私一の薩廴は欠点だらけだが、長所としてみれば

いいと思う。

蟄..金まで垂廴知らなかったことも 白分で調べてい

くようにしよう。

29_女.ら しくなるためには性格から直さなければ

ならない。

30私 が思埜だすの埀廴友遠のことばかりだ.

Part II

1.、寡 で は_い つ も ポー ッと して い る ことが 多 い。

旦 私 を丕安 にす る璽 一.やめ て下 さい.

3 一友 だち….は一生 つ き合 いた い大 切 な宝 物 だ。

生 一私 はよ く_頭 が痛 くな る。

昼_も レ.私壷廴ネ コだ っ た ら かわ い い飼 い猫 に な り

た い。

蚕L私 の母 一は よ く働 くが 体 は健康 だ。

7 一も う二二度：や豊 直せ一る な.ら一小学 校 の 頃 に戻 りた

い。

、8男 一の 人 はあ ん なに 働 い て え らい と思 う。

皇..泓の 眠 廴 は とても深 く、起 こ され て も す ぐ起

き な い.

ユ旦 堂校 で.1廴ま じめ な し っか り奢 だ が家 に帰 る と

わが まま娘 にな る。

1L恋 愛.は マン ガや小 説 の 申の よ うな素敵 な もの

が いい 。

12 .も一し私.の父 が」巳罪 者 に なっ た ら私 は恥 ず か し

くて外 に出 られ な い。

13 一貞 殺.な ん て バ カ な こ とは絶対 に した くない 。

14私 が好 豊 なの.は..ひな たぼ っ この よ うな 平和 的

な こ とだ 。

15私 の頭 脳 一一は どん なふ うに な って い るのか 見 て

み たい もの だ 。

1βL金.がすべてとはいわないが 金は大切なものだ。

17L私の野心一が どんなものか私自身も知 らない.

18妻 一.となるには それなりに さまざまな事がで

きなければいけない。

19.私の気持 、なんて 誰もわからないだろう。

20私 の健康_管 理は私がする.

塾」私が残念なの娃冷 までの時間をむだに過ごし

てしまったことだ。

鎚丿匁部分.の壁醐 を一哩眠で費やしてしまった。

2廴績婚.す るのは6月 頃がいい。

塾一調ゴニの，よ埜瞳_は笑顔を絶やさないが 悪い時は

ぶっちよう面だ。

墨.ど うIJ も秘 廴 旅に出なければならない。

2廴豹のLA建 私の事を子供扱いするが気にいらな

い，

2Zj私が羨ま一し込の.は.一自分の部屋で自分の聴間を

有意義にゆっくりと過ごせる人だ.

塾一.年適一上.2た 暁_寂 しい思いをしたくない。

29_私が努力⊥孔てい.る.のは、みんな認めている。

鍍、.私が忘也丿ら壘亙 込の蛮廴幼い頃のケガのことだ。

パーソナリティ・スケッチ

社会 し友人関係は良好であり、しっかり者と見ら

れている。憧れている異性もいるが、片思いのよ

うだ。

i壅庭廴父母と兄弟がいる。父は頑固で、母は働き

者、兄弟は友人のような存在らしい。

身体 ⊥背が低いことを気にしているが、健康には

問題なさそうだ。ただし、幼児期に怪我をしてお

り、最近も怪我をしている。

卸能茎一高校2年 生としては、標準的と言えるであ

ろう。

気質.一：.いかにもこの頃の高校生のようだが、気質

の類型ははっきりしない。miscellaneousと 見ても

よいが、若干粘着気質があるようだ。

力動■一基本的には安定しているが、家庭において

依存傾向が見 られる。

指血一廴対人的な関心が強 く、恋愛に対する憧れも

強い。将来のビジョンはまだ明確になっていない

ようだ。

短大生 ・大学生



事例7 20才 男性 短大2年 生

WAI

① 人間

2動 物

3男

4日 本人

5知 的生物

6学 生

7《 地名》市民

8長 男

9大 人

10遊 び人

11の んびり屋

12ウ ェイター

13後 継ぎ

14サ ークル部長

15部 員

16短 大性

17ロ ッテ フアン

18《 地名》県民

19地 球人

20野 球好き

SCT

Part I

ユゴ 供 の煩 軋 私 辻 よ くね た 。

2、.∠私な よ≦ △澄≧一ら_部 長 と呼 ばれ るu

3 _家一の塑 一しLは 豊 か です

4_私 の失 敗_は な い 。

J家 璽 ムヱよ私 を..《名》 と呼 ぶ 。

β 私 が 得意に なるの一は_成 功 した時 です

ユ塗.い_ご とは嫌 い です 。

β_私.が知 りた込 こと姑一一情 報 です 。

9：私の 父 .は社 長 です 。

10私 塑 き.ら込 なの は .べん強 です 。

11私 の 月廴 は、 はで です 。

⊥Z死 ぬの は こわ い です 。

1鉱 △.hは いそ が しそ うです

14一.私の で豊 な埜 二 どは_あ りません 。

15運 動 .が大 好 き です 。
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16.将来一、私は社長を目指 します。

迄 もし.私の爆遊 いなくなったら悲しいです。

18仕 裏一は大娜です。

19私 遊ひ藍血に一進めていることは言えません。

20世 の中.は冷たいと思います。

21  は大黒柱です。

22」時女私は_鳥 になるC
23私 だ心をひか螳レる.の遷.尊敬する人です

24私 の丕平壁 .ありません。
25私 の脱(姉 蛙)～は優秀です
2B _ では一期 待されています。

墅 私の.顔_はねむりそうです。

2&_ まで翼L楽 しかったです。

麭L遼しは大切です。

30 .私逆鼬.だ す一の匿 子供の頃です。

Part皿

1 .で弖廴 良 くね て い ます 。

2一一』甌を丕 安 にす る.の重廴 学校 生 活 。

3三 友だ ち■一は多 い 方 が良 い。

弖_私 麸 よヌ_部 畏 と呼 ばれ る

5 _も.レ私 が_天 才 だ った ら今 こん なに は苦 労 して

い な い だろ う。

6 一私 の.母一、は心 配性 です。

7 。一も う二：・度 や一り遣 豊 るなY一 子供 の 頃 に もど りた

いc

旦 一男_友 達 は 必 ず必 要 。絶 対 い い もの だ。

旦.私 の 賊一墮 は浅 く少 ない 。

鵬 三校 で一は…サ ー クル に出 る以 外、 友 達 と話 して

ばか りで授 業 に はあ ま り出 る事 は な い。

11恋 愛 .を した ら自分 は変 わ る事 が でき る と思 う。

塑Lも.し.1私の 父が_死 で しま った らや っ て い く自信

が あ りませ ん。

13自 殺 .は した くない 。

1生私 が概 き.な」の8廴 遊 び。

1.5私 の頭脳 .はいい と は言 えな い。

16 一.があれ ば決 して困 る事 はな いC

1? .私の野 心Lは 大 き な こ とです 。

18_ .一は必要 。

19私 一の気 持 一は不安 定 。

鎚_私 の健 康 ..状態 は最 悪 。

21.一私 が 残 念 なの娃_バ イ トで 自分 の 時 間が もて な
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い事だ。

22一六都分の一時聞一を.遊びに使っている。

23績 婚一.をして幸せな家庭をきづきたい。

24_子1の よ鎮時..はたくさん寝た時です。

25ど 三うLて ゐ私越_今年中に卒業したい が無理

であろう。

26。家一のム弖廴私を 悩みの種だと思っている。

27私 が羨まユ凌』豊 は_金 持ちです。

28年 凌と2 、た.時._幸せであったと思いたい。

29私 が努カユ∠て込 るの塗廴勉強です。

鐙_私 が忘屯.塾 な込の鉱_子 供のころです。

パーソナ リティ ・スケッチ

社会⊥現在は短大生であり、アルバイトもしてい

る。父親は社長となっており、経済的にも豊かな

ようだ。将来は社長を継 ぐつもりらしい。

塞庭よ父母の他に兄弟がいる。家族の悩みの種に

なっているらしい。

身体⊥運動は好きなようだが、健康状態は現在良

くないようだ。

  ：20才 にしてはあまり内容がなく、知能は
高いとは言えない。

気鼠 廴あまり明確にはわからないが、分裂気質と

粘着気質の複合型であろう。

ヵ動一凱かなり未成熟であり、自我同一性確立の危

機もまだ経験していないようだ。

指何⊥現在の関心は遊ぶことに向けられており、

おそらくそれと関連 して金銭に対する指向が強 く

なっている。将来の展望は、肯定的のようだが、

現実性が希薄である。

事例8 23才 勇性 大学4年 生

WAI

① 基本的には、すごく真面目な性格である.
2ど ちらかと言うと楽観的である.

③ これ以上譲れない時は絶対に譲らない.(頑 固

である)

④ 自分でも、すごく行動力があると思う.
5気 が長い。根気強い.

6情 に流されやすい.(泣 き落しに弱い)

7個 性的であるが、まわ りの環境への順応性は大.

8人 前では要領がいいように見せたがるが、実際
は努力型である。

9物 事を考えるときは、主観的より、客観的に考

える方が多い.

⑩ すごく寂しがり屋である.

⑩ 好き嫌いが はっきりしている

⑫ 賑やかな雰囲気が好きで、開放的である

13枠 にはまらず、柔軟に物事に対処する.

⑭ 人間関係をすごく大事にし、他人を絶対裏切ら

ない

15意 志は強いが、'強引な面もかなりある.

⑯ 考え方は 現実的。理想よりも 現状をシビアに

分析する.

⑰ 義理と人情を重んじる。 (地方出身者だからか

もしれないが…)

⑱ 都会人のような打算的でドライな考え方は嫌い

である.

19全 体的に まとまっていれば、細かい所はあま

り気にしない

20見 栄っ張りで、負けず嫌いである.

SCT

Part I

L子 供の漿し租 廴 いつも自然の中で遊んでいた

旦.私越 よ孟.△遵巳ら.、どこかに遊びに行こうと.誘わ

れることが多い

旦遍 の暮亙_を支えるのは男の役割である.

生 私の朱取 一は.東京の大学に入学してしまったこ

とである.

5'家 の△は私皇 恩い通りにさせてくれる.
6 一が得意鑓塗るの.は_中国人と 中国語で会話が

通 じたときである.

ヱー垂鎗_は、嫌いである

8 .私冶掬卩」り一たい並と鉢一コカコーラの成分である

9私 ④父.は、まじめで尊敬できる人である

10私 がき：、ら埜なの豊1廴鳥肉である

1⊥.私の月廴は.どちらかと言うと派手である.

12死 ～ぬときは、TVや 新聞で報道されたい

鑿Lん廴 にとって暮しやすい，社会をつくるのに貢

献したい

ユ生私ので豊な野こと娃 他人を裏切ることである

15運 動 は得意である



盤 来_は、平凡でも幸せに暮 らしたい

彑一迄L私0)母 が_長 生きをしてくれれば とても嬉

しい

18 一仕事_は、やりがいがあり、社会に貢献できる

職に就きたい

19私 がひそ力聾こ練 習しているのは、カラオケで

ある.

za .世の」屯一には 不思議なことが多いと思う

2L去_に なる時が いつかは来る.

盤」壁女私は一昔のことを思い出して、ぼんや りす

ることがある.

蟹 凶沁 をひか塾るのは 自分に影響を与えてく

れる人(も の)で ある

2廴私の丕平は一.サークルが おもしろくないことで

ある

25私 の兄弟_(姉妹江_は 姉1人 である.

26  で亅は_いつも ニコニコしていたい

2：廴私の顔_は 朝は 不機嫌な表情をしていること

が多い

28今 一ま{は.だ いたい満足である.

29女 ..の友達が100人 いるよりは、1人 の恋人の

方がいい

30私 杢思』Σだすの多；L故郷にいたころのことであ

る.

Part皿

1家 で弖廴 、よく、浜田省吾を聞いて横になって

いる.

彑 私を丕安弖こす.るの.は一卒論である.

3'友 だ：ち一.は割と多い方である.

4_私 娃よ=廴音楽を聞きながら本を読む

5も 。.レ私幽圭_雲になれれば、世界中を旅行したい

6私 の墨 は、とても やさしいが.物事の筋の通

らないことは.絶対にしない人である.

ユ_もう二 度や り一直せるな 董Σ.大学1年 生になりた

い

8  の友達は一生の宝であり、大切にして行き

たい

勲 眠り_は、長い方である

坦L堂校 で昼 ，楽しいことが少ない

11；恋愛 .のたびに、いつも違 う自分を見つけるこ

とができる.
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12も .し私の父蚕_私に地元で就職するように言う

と、私はどうしていいかわからない

13 .自殺.を したいと思ったことは、今まで1度 も

ない

14私 が妊ぎなの娃_笑いで囲まれた、和やかな雰

囲気である.

15 一私の頭脳.一は、今 ぐらいが ちょうどよい

P血 メダルを1度 取ってみたかった

17私 の野心Lは何もない。平凡こそ偉大であり、

そのために今を.一生懸命生きているのだから…

逐 妻一をめとらば、才たけて 見目うるわ しく 情

あり…。

19私 の気持_をわかってくれる友人がいるのは心

強い

20私 の健康_には全く不安はない

塾 私が残 念なの弖廴 今まで無駄に過ごした時聞で

ある

Z麩 部：分の時聞一皇 何かに使 うのではなく、色々

なことを経験して、自己を高めたい

23 婚 .は28才 ぐらいまでにはするつもりであ

る

24調 子のよ立蜷 .も そうでない時も、表情はあま

り変わ らない

25ど う.してあ秘遜 .。以前、《大学名》に入 りたい

と思っていた

2廴家のム1；廴みんな いい人ばかりである

22L私塑羨まゴし曳).の蛙.今 は全 くない

2g年 をと_2」ヒ時_田舎で静かに暮らしたい

29私 が努力」して込るの廻L今は全くない

3C]私塑忘れ.ち』並な込の鉢..大雨の日の井の頭公園

の風景である

パーソナ リティ ・スケッチ

社会 主地方出身で、大学入学時に上京した。東京

の生活に対しては否定的な感情を抱いている。

塞庭」.現在は1人 暮しだが、父母と姉がいる。

身体⊥健康 ・体力に自信を持っている。

知能一：鋭 さは感じられないが、自己をある程度客

観的に見ることができる。

気質一：.意志が強く、堅い。その他にも典型的な粘

着気質を示す記述が多い。

力動⊥ ヒステリー傾向を示す記述がいくつか見ら
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れるが、特に強いとは言えない。

指(u7 社会に貢献したいという欲求がある一方で、

平凡な生活を指向している。全体的に見て伝統的

な価値観を持っていると言える。

事例9 20才 女性 短大2年 生

WAI

1私 は、 今、1人 で暮 らし てい る。

2私 は、 《氏 名》 とい う名 前 を もっ て いる。

3私 は 、人 であ るC

4私 は 、5人 家 族 の1人 で あ る。

5私 は、 女性 です 。

6私 は、 アイ スが 好 き

7私 は、 グ レー プ フル ー ツが す き。

8私 は、東 京 に住 ん でい る。

9私 の家 の そ ば には、 公 園 があ る。

10私 は 、 コ ン タク トレンズ を して い る。

11私 は、 最近 、 とて もい らい ら してい る。

12私 は、 い つ も 人 にや さ し くす るこ と を心 がけ

て い るC

13私 の 兄 弟 は、妹 と弟 であ る 。

14私 の 実家 に、今 、 カ ナ ダか らきた人 が い る。

15私 の 〃 に は、 犬 が4匹 い る。

16私 の好 きな こ とは、 ね るこ と。

17私 は本 が好 き。

18私 は最近 、 吉 本 ば ななのcr.P.” を よん だ。

と て もお も しろ くて、 また よみ た くな った。

19私 は、 今 の 生活 に満 足 して い る。今 、 一番 、 た

の しい と思 っ てい る。

20私 は、 友 だ ちが い る

21私 は、 な ん で も相 談 で き る友 人が 、2人 い る。

※WAIは レポ ー ト用 紙 を用 い て施 行 され てお り
、

この 被験 者 は21答 してい る。

SCT

Part I

ユ_子 供(颯.， 私 は_消 極 的 な 内気 な子 だ った 。静

か な人 といわれ てい た。

2一.私 は.よ≦ 人 冶}.ら■，明 るい人 だ ね と いわれ る。お

しゃべ りだね とも いわ れ る。

旦 塞 の蟇 曳_は 、 これ といっ て不 満 も ない が 少 し

ず つ 自分 です みや す く してい こ う と してい る。

生 私 の 失__は 、 い つ も泣 い た りす る こと で、忘

$Lる よ うに して いる 。次 は そ うな らない よ うにす

るた め に。

5 .家の ム は私.を.お ね えち ゃん と よび、 家 族 のム
ー ドメー カー の よ うな役 割 を してい る

。

F私 が 得 意 にな 一るの.侵L一あ み もの が で き る こと。

セ ー ターや カ ー デ ィガ ンな ん か をつ くって しま え

る こ と。

.ヱ_争 い 一ごと は き らいで ま して 暴 力 をつ か うこ

とは も っ とき らい です 。人 が 傷 つ くこと もき らい。

旦_私 並勤.た 込 ζ.と1廴何 でも人 にき き、 知 らな

い こ とが な いよ うに して いる 。

9 一私の 父 一一は、や さ し くて い つ も.そ っ と.さ さ え

て くれ る入 です 。 とて もき よ うで.い ろん な こ とが

で きる人 です 。

10'私 遊 き弖 込な の は_プ リン と 卵 ど うふ 。

11私 の服 ，は、 ス カー トが多 い。 もっ と もっ と洋

服 がほ しい と思 っ てい る。

皿 死 一ぬ こ とは.こ わ い こと だけ ど.自 分 の人 生 の

舞 台 の終 えん なん だ と思 う。

13，人廴 、は.み ん な仲 間 であ り 兄弟 み た い なも の

だ。殺 しあ っ た り に くみ あ っ た り しては い け な

い。

14一私1のiき彑いζ.ど彊L.なんとか努力してできる

ようにする。

15運 動 .することは 健康によいこと だから.私も

運動することを 気をつけている。

16将 来_私は 人に夢を。与えられるような人 そし

て 勇気の源をつくってあげられるような人になり

たい。

17一.もL私の量塑一有名な人だったら.今私はどうな
っていただろう。

18 .仕裏一をすることは.自分自身の可能性を見出す

ことであり 自らの成長の場だと思う。

19私 冶i猛 かに…考えていることは.将来 詩や本

をかいたりして、すごしたいということ。

zo の亘Lは 最近少しずつかわりつつあると思う。
でも昔のよき時代のことは忘れないでほしい。

21夫Zこ なる人は やさしくて 包容力のある人で

いつまでも夢をもちつづけている人.そ して いつ

も輝こうと努力している人です。
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ZZ_一h私 董ま_泣 くこ とがあ る 。 自分 につ かれ てい

や な こ とがあ っ て.で も.次 の 日 は明 る く笑顔 に な

れ るよ う努 力 してい る。

23私 が心 を.ひ趣 る の は きれ い な空 。 青 い空 が

い ちば んす き 。

24私 の 丕 沼 廴 人 と差 別 され る こと。 そ して こそ

こそ とわ る 口をい うこ と。

25私 の兄 弟二(姉妹) _は2人 妹 と弟 。2人 と も

ほ これ る兄弟 です 。

26 一職 場 で`ま.一明 る く.ム ー ドメー カ ー になれ るよ う

に したい 。

22L私 の顔.一は.鼻 ば か りが め だつ 。 ど う した らよ い

の だ ろ う?

2$ 一今ま.で墨；廴 わ が まま ばか りだ った 。 これ か らは

ち が うよ うに したい 。

29女 一一とは.は か な く.美 しい人 間 で あ る と思 う。

傷つ きや す い が.力 強 く.く じけな い 。

30私 魍 馳 .だす.の姑_父 や母.家 族 の顔 。 つ らい と

き は.い つ で も.頭 に うか び ます 。

Part皿

⊥ 家で.は～ぼ一っとする時間が多い。1日 に1回

は何も考えない時間がないと 神経がはりつめすぎ

てしまう。

2'私 を丕安 .にする一の一は 人の言葉。どんなことを

いわれてもどうじないが やはり心は傷つき.かな

しみであふれているから。

三廴二友だち_は みんな明るく.楽しく.やさしいひと

ばか りです。とてもうれしく思っています。

4二秘 一よく一..ひとりでなくことが多い。すこしず
つ少なくしたいと思っているが どうしても そう

なってしまう。

5も し私逆Lしんでしまったら.母も父も.力をお

として しまうだろう。でも 私の分まで 生きてほ

しいと思う。

弖」遜の母.は とてもほがらかな人。現代版サザエ

さんのような人。でもまだまだ若 く.かわいらしい

入。

ヱ。=も..う一ご度や一り.直.せる.なY子 どもにもどって今

までやってきたよりももっと一生けんめいや りた

い。

旦一男_の 人は いつも女の人をやさしく つつめる

ような大きな人にならなければならないと思う。

とにかく.やさしくて 思いや りのある人がすき。

」廴私の眠 り_、は浅いかも しれないと思 う。のんび

り1日 中ねむっていたいと思う。

趣 学校では_変な子でしかなかったように思う。

自分でもばかとしかいいようがない。

11恋 憂 は 人を生長させる1つ の手段だと感じる。

12も レ私の父童 有名な人だったら.私は今ごろ

どんな生活をしていたろうと思う。

13 ..自殺.す るということは よくないことだが し

かたのないことだと思う。自分で判断したのだか

ら。

ユ」L私が好き一な.のは_

15；私の頭脳一は.ちょっとのことで反応しすぎると

思 う。すぐにパンクしたりして ほんとうにどうな

っているのだろうか。

16 〈お}金 は.す ぐになくなるもので 自分のと

ころにとどまらない。なんとか ためたいと思 う。

17私 の野沁Lは とにかく 人より とびぬけてたこ

とをすること。でもできるかわからないので あき

らめかけている。

1$ _とは 夫をつつみこむ 存在だと思 う。りん

として.いつも聖母のようにやさしく.ときにはき

びしくという母のような人。

19；私の気持_を 知る人は す くないが すこしずっ

心をゆるしていきたいと考えている。

20 .私4J健康_は 自分自身で一番よくしっているよ

うなきがするが.あいかわらずわからない。

塾.私が残念なの蛮廴人が死ぬということ。やっぱ

り もっともっと生きてほしいと思う。傷つけるこ

ともいけないし.とにかくみんな仲よくが基本。

塾 大部分の時間亙 あみものとか 料理したりとか

でのんび りすごしたい。時間におわれたくない。

23.結炬 したいと思うことがときどきあるけれど

なんだかちょっぴりこわいような気がする。

24 一調子.の一よ.い.時...いつも.明るく元気でいられる。

そんなときこそへまをしてしまう。

25 一どう.Lても.私な_1つ のことをやりとげられな

いような気がする。途中でやめることはよくない

ことなのに。

26 の人は_私のことを姉として みとめてくれて

いる。たよりにしているといっているが ほんとう
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に それでいいのだろうか。

?7私 が羨ま亙盛鑓 ..いつも家族といられること。

でも 私は自分で家を出たのだから.弱音をはきた

くないa

28_年三を豊っLた時 一そばにいてくれる人がいればそ

れでいいようなかんじがする。やっぱり2人 でい

る方が 幸福なのかもしれない。

29私 が努九 して坐る.のは一人`こ対する思いやり。

とにかく 悪い印象を与えないようにしているが

失敗の方が多い。

30一私逆忘型弖豊な公の基_愛 犬の死。いまだに夢

の中に出てくる。一緒に生活してきた家族が死ぬ

ことはとてもつらいことです。

パ.__.ソナリテイ・スケッチ

社会⊥友人とは良好な関係があるようだが、対人

イメージー般には否定的な面もある。

塞庭一乳家族構成は父母と妹 ・弟。現在は東京で1

人暮しをしているが、家族のもとに戻りたいとい

う気持ちもあるようだ。

身体⊥健康上特に問題はないようだが、エネルギ
ーがあまりない。

  a知 能は決して低くないが、必要以上に華美

な表現を用いる傾向があり、見かけほど高くない。

気質⊥エネルギーがなく、あまり活動的ではない。

また1人 で時間を過ごすことが多い。このような

傾向から分裂気質と思われる。

fJ動主いらいらしたり、泣くことも多いなどかな

り不安定である。また自己を劇化したり、自己を

よく見せようとする傾向など、ヒステリー性格の

特徴を示している。

指.回⊥文学、あみもの、料理などに関心を持って
いる。また、達成要求を示す記述も見 られる。

事例1022才 女性 大学4年 生

WAI

1私 は、 「《あだ名》(ち ゃん)」 と呼ばれてい

ます。

2  〃 動物と話ができます。

③  〃 絵を描いたり 見たりすることが大好き

です。

4  ” 音学を聴いたり、自分(た ち)で 演奏し

たりすることが大好きです。

⑤  〃 じっくり考える前に行動する方です。

6 〃 初対面の人には猫をかぶるくせがありま

す。

7 〃 説教されるのが 大きらいです。

8 〃 トランプゲームをすると ついつい本気

になりすぎて 反感を買いがちです。
・9 〃 実際の年齢より4才 以上若く見られがち

です。

10  〃

11 ｻ

12 ++

lei a

14 〃

⑮  〃

16 〃

17 〃

文章を書くことが好きです，

夢の人です。

ときどき うそっきです。

浮き沈みの激しい性格の人間です。

弱い者の味方です。

本当に美しいものに 魅かれます。

高いところが大好きです。

宝石箱をひっくり返した夜空を仰ぎなが

ら死 に たい 。

18 〃 神経 質 だ と いわれ ます 。

19 〃 宇 宙 の 神秘 につ い て考 え ます 。

⑳  〃 永遠 に!3才 の まま で いた い。

SCT

Part 1

ユ_子 供 の 頃と一私i；廴み か ん を食べ てい て 種 を見 つ

け ると よ く庭 に うめ て 毎 日 水 をや っ て いた もの

です 。

2一一私 は超 △ 血 ら_幼 稚 だ とか実 際の 年 よ り4才

以上 若 く見 える とか 言 われ ます 。

旦，.家の碁.し_に つ い て は、 不満 も 多 くあ ります が、

そん なこ とば か り言 っ て もは じま らないの で、 つ

つ しん で い ます 。

4 .私の朱 敗..は、 笑 い話 と して他 人 に話 した り お

も しろお か し く日記 に書 い た りす る こと以外 に、

もっ と悲惨 な もの があ ります 。

廴 家 の人 は 私 廴 いつ ま で も子 ども扱 い して、 昔

は よ く妹 と比 較 した り しま した。

一6.一私 が餾 こなる一の は 。見 る 目の あ る人 か ら 「頭

い いね 。」 と言 って も らうと きです 。

コ_壷.込.の な い世 の 中 って 超 たい くつ だ と思 う。

8私 嫐 りた いLこと1は一。宇 宙 に は果 て があ る のか、



時間って何なのか、死んだらどこに行 くのか、と

いうことです。

9私 の父 _は髪がうすいのを悩んでいる、怒りっ

ぽいけど なかなかかわいい おっさんです。

10私 力臺き弖』Σなの辻 自分のことを偉いと思って

いる人間、自分に過度な自信を持っている人間で

す。

11_一私の畑廴は妹と兼用なものが多いのですが、最

近 妹が太って私がやせたので ウェス トが合わな

くなってしまいました。

12 一死_ん でも また 同じ姿で同じ関係で(母 なら

母、友だちなら：友だち)ど こかで会えるって信じ

ています。

量 △女_は一体何を考えて生きているんだろう。

14私 のでき一な暖 と主廴懲 情(怒 り 悲 しみ 喜び

など)を 外に表わさないことと、耐え忍ぶこと、

努力、早起きですc

15，運1動.会の徒競争は苦手だったけど、障害物競

争は好きでした。

16将 来 一のことって あんまり考えられない、考え

たとしても夢みたいなことばっか り。

1：Z.」も.し私辺 母魁 もっと美しかったら 私だっても

う少し美人だったと思う。

!i廴」土事_す るなんて信じられない、ずっと学生で
いたいのに。

19私 がひそかに 何かしようとしても、す ぐに{

だれかに}見 破 られてしまうのがオチです。

2(L世一の一屯一って醜いことと美しいものに溢れてい

て、どちらか一方しか見ないで生きることは不可

能だと思う。

21_夫..にするなら マスオさん。

22_時.々.秘廴一日中 何もしないで 雲を眺めてい

たくなります。

23私 越ひ亙ひかれるL劔廴 ほんとうに純粋無垢な

ものです。

24私 の丕平は_人 間が正当に評価されていないこ

とです。

2廴私の兄弟孟姉麸)_が 、もう少し出来が悪かっ

たら もっともっと かわいがってあげるのに。

26職 場では_遅 刻 無断欠席が許されないというの

が 不安。

27一私の顔.一は できれば見ないですませたい、と思
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う種の顔です。

2aご金まヱもま.一学生として自由にやってきましたが、

来年からは もう社会人なんて悲 しいです。

29.女.と か男とかって あんまり意識してません。

3a私 が思いだすの.は_3、4才 のころ、おばに銭

湯に連れて行ってもらった帰 りに見た、夕方の寂

しい下町の風景です。

Part Il

よ 家 一で弖ま.。半 分 以 上 寝 てい ます 。

2私 逢丕安 に 立 登の姑 _と りあ えず 卒論 です 。

3'友 一だ圭Lっ て 一番 す ば ら しい宝 物 だ と(本 気 で)

思 う。

4」 私 はよ≦_決 心 を します が、 た い てい3日 坊 主

です 。

旦..も長一私が.真 険 に絵 を描 い た ら、 きっ と ピカ ソ

よ りす ごい の が描 け るん じゃな いか 。

6私 鎚 廴 は しっか り者 で や さ しい けれ ど、 たま

に 言 葉 の暴 力 で 夫や娘 たち を 傷 つ け ます 。

ヱ_もLう一二二慶 や一り」巨せ るな.弖一、 中学 の頃 か らバ ン

ドをや っ て み たい 。

8男 一の 人 っ て 一般 的 に 女 よ り大人 で、 しっか り

して いて、 や るこ と も大胆 です ごいや 、 と 大 学 に

入 っ て 初 め てわ か っ た。

2L私 の眠 り一一は超 深 いの で、 め った な こ とで は起

き ませ ん。

 .vs10 一校.では_か わ い く謙 虚 に ふ るま っ てい る う

も り です 。

11  す る と、 盲 目に な る人 と、 今 ま で見 えな

かっ た もの が見 える人 と、2種 類 の タイ プが あ る。

ユ2一も.し私 の 父 淡.も っ と背 が 高 くて 足 が長 か っ た

ら、私 だっ て も っ とス タ イル が よ くなっ たの に 。

⊥3自 殺 一は最 大 の罪 とか 自殺 す る人 は最 低 とか 言

われ るけ ど、 そ の人 に しかわ か らな か った悲 しみ

の こ とを思 う と、 絶 対 に こん なふ うに言 えない 。

⊥廴 私杢好壼.なの は_絵 と音楽 と本 と漫 画 と動 物 と

遊 園 地 と 自然 です 。

15私 の 頭脳 一は知 識 は少 な いけ ど 回転 は速 く、 記

憶 力 は いい が忘 れ るの も人 一.倍と いわれ てい ます 。

16金 _さ えあ れ ば … と思 い ます 。

17私 の野 ，.は{あ るけ ど}ひ とに は 教 えた げ ま

せ ん。
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1&妻.， はか わ いい い に こ した こと はな い。

19一一私の 気 撞_は 他 の人 に はわ か りませ ん。

zo私 .の健 康 .は 本 人 に もわ か りませ ん 。

21一.私一が残 念なの 基L根 惰 が な い こ とです 。

22一一大 部分 の時 聞一廴 夢 の世 界 です ご してい ます 。

23_.婚 一式 は何 度 で も したい け ど、妻 に は な りた

くな い。

24J調 一子の盛 公 時_は 何 で も うま くい き ますが 、 そ

の反 対 の と きは 何 をす る気 も 起 こ りませ ん 。

2廴 どう.Lrも 私.は一一朝 一 人 で起 き られ ませ ん 。

2夐 家 の墨.も う皆 寝 ま したa

2■ 私 が 羨劃 し坐 の 璽L美 しい人 です 。

2童 穿」を上 こ2.た1時.のこ となん か 考 え られ ませ ん。

29_私 が1努カーし⊥て，駐るの 垂iL怒 りを押 さ え るこ とで

す 。

3Ω一私 が忘 処.ら血 な埜 の娃.{昔}母 の 田舎 で見 た

縁 日の 風景 です 。

パーソナリティ・スケッチ

莚会⊥大学生活を謳歌 しているが、来年には就職

の予定。社会に出ることに対して不安を抱いてい

る。

塞庭⊥家族構成は父母と妹。家族に対しては依存

的である。

身体：_康 に関する記述はないが、容姿に対して

若干劣等感がある。エネルギーはあまりある方で

はない。

A 一._誤字が散見されるが、文章表現からは知能

の高さが窺える。

気質⊥未成熟な印象が強いため、気質はあまり明

確ではない。しかし、かなりの時間を1人 で過ご

しており、エネルギーがない点を考慮すると、お

そらく分裂気質と思われる。

ヵ.動■未 成熟で幼稚な印象を受けるが、かなり意

図的にそのようにふるまっているようだ。そうい

う意味では何らかの防衛機制の表れとも考えられ

る。

指咆一二興味 ・関心の範囲は広いが、特に、審美的

な指向と神秘主義的な指向が核心にあるようだ。

20代 ～30代

事1例1130才 男性 検察官

WAI

l検 察 官。

2 夫 。

3 男 。

：4i新任検 事 で、 はや く仕 事 が で きる よ うに な り

たい 。

15・何 か作 るの が好 き だ
。

sい ろ い ろな趣 味 を持 っ て いる。

⑦ 青 系の 服 を好 ん で着 て い る。

8最 近 、 ち ょ っ と太 っ た0

9メ ガネ を かけ て いる.

⑩ 長 身で 、 ヒゲと帽 子 で 目立 っ てい る.

蜘 本 を読 むの が、 子 供の 頃 か ら好 き だ った 。

⑫ 出無精 だ。 日曜 は 家 で ゴ ロゴ ロ してい る.

⑬ お 酒 を飲 む のが 大好 き で、 一・一人 で も飲 む.

X14'はっ き りしない ことが 大嫌 い だ
。

⑮ い つ も冷 静 でい た い。

16な るべ く 他 人 を傷 つ け た り しな い よ う 心 がけ

てい る。

⑰ き ち ょ う面 だ と言 われ る ことが あ る

⑱ 時 々、 大 きな ミス をす るの を、 なん とか したい 。

is何 で も メモす る 癖 があ る.

⑳ 欲 しい物 が た くさん あ る.

SCT

Part I

ユ_ま 供 の填：L秘 去.はや く 大 人 にな りたか っ た ，

2 .』脚 亀よ玉ム か.Yf7Jだ と言 われ る

，3_家の 暮Lは 、 まあ まあ だ

4_i私 の 失.敗.を 人 に言 うの は はず か しい。

旦 家 の 人 は.私一を.頼 りに して いる と思 う.

6私 杢 擬意 に なる.の.娃.、人 か ら ほめ られ た時 だ

ヱ垂 ヒLは 、あ ま り好 き で はな いが 、や る ときは

や る。

8 .私 が知 ，りた 込 ζ.と、は ど うす れ ば、 幸せ な人 生

を送 れ るか、 だ.

.9L私 の父 ，は、私 に 二 つの こと を教 え て くれ た

10私 杢壼 弖 埜な の はL、 感情 的 に な る人 だ.

11私 の亘廴 は い つ も清潔 に してい た い。

12_x_は 、 日常 生 活の す ぐ 隣 に いつ もい る
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13人 々 は、どうして いつも あんなに おろか

なんだろうか

14私 のヱ き一な虹ζとは.自分の失敗を忘れること

だ.

15運 動 一は 好きな方だが、あまりやる機会がない

16将 ヨ廴は、幸せな家庭生活が送りたい

17も 立私の一母がL突 然、死んだら、どうしたらい

いだろうか

18仕 一一は、はやく一人前になりたい

19一.私がひそかに_やっていることを、誰も知 らな

い

20世 の 屯 .{に は〉 い ろい ろ な 人 が い る。

21 __ が 台 所 で働 いた っ て、 い い じゃ ない か

22一」壁女 私侭_一 人 で旅 行へ 行 き た くなる

23 .私が心 をひ塾 る一のは_、 仕 事 の行 き帰 りに通

る公 園の 花 だ。

24.一私の 丕 平 は_、 仕事 の わ りに 給料 が 安 い こ とだ 。

z5一私の 兄弟_(姉 妹)_は 、 私 とは ま った く似 て い

ない.

zs  .で垂廴{仕 事 そ の もの よ りも}人 間 関係 に

気 をっか う.

27私 の 顔 一は、 別 に 不 満 は な い.

?8.今 ≦まヱ は.自 分 は、何 者 でも なか っ たが 、 これ

か らは 違 う

zs女 が 原 因 で起 こる犯 罪 は、 どれ くらいあ る ん

だ ろ うか 。

選L私 力塾 ・だ す の些廴 子供 の こ ろの ことだ

Part皿

⊥.家 で越L、 私 は、 け っ こ うだ らしな い 格 好 を し

て い る。

2一..私壹 丕 安豊こす るの 娃_先 が よめ ない 時 だ。

旦..友f は 、 ほん と うに 親 しい者が2-3人 い

れ ば よい

≦L私 は よ≦_ひ と り言 を言 う くせ が あ る

5 ..」もL.私 が_も う一一人 いた ら、 別 の人 生 を送 っ た

だ ろ う。

旦 墨 の母一」ま、 私 とよ く似 て い るが、 性格 はず い

分 、 ちが う

ユ」hう ■=二度 や り直せ弖 な」を 、 も う少 し 外 国語 の

勉 強す る

、8男 一らしさ を 強 調す る者 は、 あ ま りす き で はな

い

9：私 の.眠り_は 深 いほ うだ。 ぐっす り 眠 っ て し

ま う.

10学 校 で1廴 … つの こ とだ けをや って い た.

11 一恋愛_結 婚 の方 が 見 合 い よ りもい い 。

12._も1し私 の父 遵廴私 に も っ と干渉 してい た ら、 今

の私 は なか っ た ろ う 。

13..自殺.な ん て す るヤ ツ は バ カだ と思 う.

14 がi 一き一なの 璽L本 と酒 だ。

15；私 の頭 脳 一は、 理論 的 な 方 だ と思 う

16金 は、 欲 しい物 を手 に 入れ るため に は必 要 だ

が、 それ 以 上 の もの で はな い

17 一私の.野心Lは 、 出世 す るよ りも 現場 で仕事 を し

てい た い。

18_ は、 自分 に ぴ っ た りの人 だ と思 う

19私 の 気 餐廴 は、 自分 に 正 直 だ.

20私 の健 塵 一は、 最近 、 やや 太 りぎみ な だ けで特

に 心 配 してい な い。

21 .私娥 念 なの些廴 、 ど うし て他 人 と争 う人 が い

るの だ ろ うか

皿 太 部分 の 暗聞 ，廴 仕 事 につ か っ てい る.今 の と

ころ は。

23__；婚 .一して、 良 か った と思 う。

24 ：子.の盛 い墜 一は、 とて も うれ しい 。

25ど 一う一して も私 は一一失 敗 しない よ う 消極 的 に な っ

て しま う。

26 _の 人 は_仲 が良 い

27一私 魁羨 ま.し埜一の は一.、別 に な い。 今の ま まで、

十分 満 足 だ。

28生 を，と 一 _いつ も 笑 って い られ る よ うな年

の と り方 を した い。

29私 が努 力 して唾 る一の 鉢 一。自分 の 感情 を 爆 発 させ

な い こ とだ

塾L私 が忘れ 一ら塾 な 虹の姑_自 分 が 失 敗 して、他 人

に笑 われ た こと だ

パーソナリティ ・スケッチ

社会.三職 業は新任の検察官であり、はやく仕事で
一人前になりたいと思っている。また、出世する

よりも現場で働くことを望んでいる。

家庭 主既婚で、妻に対して非常に肯定的な感情を

持っている。
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身体一廴最近太ったことを若干気にしている以外は、

問題はないようだ。

知能去あまり内容が豊かとは言えないが、鋭い洞

察を示すような記述もあり、知能は高い方と言え

るであろう。

 ___一_一強い表現が随所に見られ、硬い印象を受け
る。粘着気質が基本と見 られる。

力動.主過去の失敗を気にして、消極的になってい

る。若干不安定なところがある。

指向⊥職業生活と家庭生活に関心が向いている。

また、多趣味で読書と酒が好きなようだ。

事例1233才 男性 会社員

WAI

1私 は、33才 の男 性 で妻 と子 供が2人 いる
C

2 〃 、今年3月 に転職し、《会社名》人事採用

2部 で働 い て い る。

3 〃 、生まれは《地名》、今は《地名》で暮ら

して いる 。

4 〃 、仕 事 で得意 な分野 は営 業 。

5 〃 、F1(モ ー ター スポ ー ツ)と プ ロ レスの

プ ア ン 。

⑥ 〃 、冷静でありかつ又よく人を見ていると回

りか ら言わ れ る 。

(17
》
8

⑨

⑩

⑪

⑫

〃 、粘 り強 い 。

〃 、 プ ライ ドが 高 い。

〃 、 几 帳 面 では あ るが 要領 が悪 い
。

〃 、 物 事 に熱 申す る タイ プ であ る。

〃 、 手堅 いや り方 をす る タイ プ であ る。

〃 、 背 は普通 でやせ 型 、黒 ブ チメ ガネ、 服 は

トラデ ィ シ ョナル 。

13 〃 、遠山の金さんのようだとよく言われる。
⑭ 〃 、非常に 「敏感な面亅と 「純感な面」を持

ち合わせている。

⑮

⑯

た だ純 い だ けか も知 れ な い。

17 〃 、 情 に もろ い。

18 〃 、 ロマ ンチ ス トであ る。

19 〃 、読 書家 であ る 。

⑳  〃 、 グル メ であ る。

〃 、負 けず嫌 い であ る。

n 、 人 か ら物 事 に動 じな い奴 だ と言 われ るが、

 SCE

 Part I

 L子 供 の.璽.皇型 建_経 済 的 には恵 まれ、 わ が ま ま

 も許 され た。

2_私 は一よ≦Aか.ら_話 しをす る と お も しろい と言

 わ れ る。

 三廴 家 の蟇 し一は、 中 ぐ らい 。

4_私 の 匁 敗_は 、 た くさんあ っ て数 えきれ な い。

弖.家 の △ は 私 を.帰 りが遅 くな る時電 話 を しな い

と文 句 を言 うが、 す るよ うに な る とも思 っ て いな

 い。

61私 遵瀘得 意 硬 な るの猛廴 、F1(モ ー ター ス7f：一一

ツ)の 話 しと カ ラオ ケ を唄 うとき 。

ヱ ー 一vはあ るが、 後 でほ とん ど仲 直 りでき てい

る 。

8私 麹 埀2一た公`。と」ま、，、 この テ ス トの 目的 。

皇 私.の父..は、 背 が高 くてハ ンサム だ っ た。

其L私 が豊 ら蔓 塗の 基 一、 ハ ンバ ー ガー と脂 肉 。

11私 の 服 .は、地 味 だ け どセ ン スは い い。

12_死 一いず れ お とず れ る もの なの で あ ま り考 え な

い。

些廴人墜廴一とは、 ご く一 般 の平 凡 な人 た ち。

14私 の で き な公些 、藁 廴 、 数 え上 げ た らき りが な

い 。

15運 動 .と は、食 欲増 進 剤 であ る。

16将 来 .は、 一年 の 内 10ヵ 月 は東京 で働 き 2

カ月 は オー ス トラ リア で暮 らした い。

1? 一」も し私 の 母が一一与 佐野 晶子 だ っ た ら、 もっ と う

ま くこの テ ス トを書 け た であ ろ う。

18 一仕__.い まは ま だ面 白 くて しょ うが な い。

19。私 が登 ま 塑 に_知 りたい の は、社 長 の給 料 。

塾L世 の虫.に は、変 な奴 が い るもの だ 。

21夫 _に な っ て9年 これ ほ ど たいへ ん だ と は、僕

が結 婚 す る時 だれ も教 え て くれ なか っ た。

22時 一4私娃_、 タバ コを吸 う。

鎚L私 ゑ登 をヱ}一か鐘 の噬 _、 きれ い な女 と スポ ー

ツカ._..。

24私 の丕 平 は_、 後 で考 え るとつ ま らぬ もの が半

分、 ど う考 えて も頭 に くる の が半 分。

2廴 私の 兄弟 。.(姉麩 ：).._は1人 食 欲 だ けは人 一 倍 。

2s職 揚 置 はL、 結構 愉 快 にや っ て ます 。
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27私 の顔_良 くなったり 悪くなったりきまらない。

283ま 皿 そういうことはあまり考えない。

29女 _は車と同じ。高級車は維持費も高い。

遡 鹵思塾一だすのは 、思い出すのに100万年位か

かりそう。

28 一年 を.とユ た時.、 きっ と今 と同 じ。

怨.私 塋努.力Lして いる の弖；廴 、 豊 か な暮 しが で き る

こ と。

墨 忘lyVらi匙な豊塑 は..、 このテ ス トを明 日の

朝 ま で提 出す る こと。

Part II

1家 .で盤L、 結 構愉 快 にや って ます 。

.2』私亙 丕 安 にするLの基_.、 浪 費家 の 妻、 でも 直 る

とは思 って い ない 。

鐙 ち_は 、 い い奴 ば か り。

生.私 は よ一く一一顔 を洗 う。

5も .し私 塵廴女 だ っ た ら、 わ りと もて た であ ろ う。

旦 ，私 の母_は 、 い い息 子 を もっ て幸せ 。

ユ.墨 一う.=二度 や.り.直亙 益 な弖一又 男 に生 まれ たい 。

旦.盞Lと 女 の仲 は わ か らな い。

9一私の量民り一一は、深 く夢 はた ま に しか 見な い。

10一学 校 で弖廴 何 を して い たん だ ろ う。

11  は、 ス リリン グで面 白 いが 疲れ るの が欠

点 だ。

12もL私 の父 筮廴大 金持 ちで あ った な ら、僕 は夜

申に こん な テ ス トはや っ てい ま い。

旦.醗 廴 子供 の 頃 は考 え たが 、今 は それ ど ころ で

は な い。

旦 秘 さ好 き、t  、 サ ー ロ イン ステ ーキ とお お

トロ。

15.私 の.頭腿Lは 、 子 供 の頃 は切 れ ると いわれ たが、

今 は その 面影 もな い。

16  は 、 ない と困 る 。

工廴一私 の野 心_は 、 自分 の思 うま まに生 き るこ と。

18 ，は、 僕 よ り長生 き してほ しい 。

19私 の気 持_は 、 時 と して善入 に な っ た り悪 人 に

な っ た りす る。

za私 、の健 康_特 に問 題 な し。

挺 一私 が残念 なの 重；廴 、 レス トラ ン で期 待 はず れ の

もの が 出 て きた とき 。

22 .；些部抛 時 聞Lを_、 有 効 に使 っ て い る と思 う。

塾 結 婚..とは、 試 練 であ る。

Z4   よ い時 一と悪 い時、 同 じ人 とは 思 え ない 。

25ど うLし』ぐも私弖廴 、 人 のお だて に乗 りやす い 。

26家 の 人 は 、 結 構愉 快 にや って ます 。

27私 が羨 ま遡}廴 、 宝 くじで 一等 が 当 っ た人。

パーソナ リティ・スケッチ

埜会一t会社員で転職 したばかりである。仕事には

情熱を燃やしているようだ。

塞庭 三一結婚して9年 目で子供が2人 いる。妻に対

しては不満もあるようだが、家庭生活には満足し

ているようだ。

身体」L健康には全く問題なく、エネルギーもある

方である。

笈1能廴誤字が散見されるが、文童はしっかりして

おり、知能は高い方と言えるであろう。

筮 ⊥粘り強 く、堅い印象を受ける。典型的な粘

着気質と見 られる。

ヵ動⊥かなり顕耀性があるが、安定している。

指血⊥現在は仕事に関心が向いている。また、食
べ物に対する関心も強い。

事例1326才 女性 高校教員

WAI

l私 は三匹の犬と一羽のふくろうと一・羽の ダルマ

インコと数尾の金魚とたにしの飼い主です。

② 私は《氏名》の姉で弟子です。

3私 は我が家の二階の南面の畳敷きの部屋の住人

です。

④ 私は阪神タイガースのファンです。

⑤ 私は あやういところで 「あいなめ」という名

になるところだった娘です。

6私 は この時点では1年T組 の生物の試験の監

督です。

⑦ 私は 自分のホロスコープに グランド・トリン

をもつものです。

⑧ 私は水星の性の人です。

⑨ 私はクイック・シルバー(水 銀)で す。

⑩ 私は自分の中にもう…人、自分を観察する自分

を持つ者です。

⑪ 私は山東京伝と蔦屋重三郎に惚れている者です。



84

12，私 はDaryl HanとStingの 祭 拝 者 です
。

13.私 は熱 烈 な 内田 百聞 フ ァ ンです
。

14私 は楽 天 的 な観察 主 義 者です 。

ユ5私 は近 頃 血 が止 ま りに く くて ぞ っ と して いる

zす ・

]f私 は 詩 え な い詩 人 です 。

1”私 は 「きわ もの 同好 会」 会 長 です
. (会員2名)

⑱ 私 は ま だわ か らな い``何 か” を持 って い る者

です ・
19私 は 自分 の 中に あ るはず の 「賢 昔 の石 」 を捜

してい る者 です 。
^0私 は宇 宙 に は りめ ぐ

っ て い る網 の 、 小 さな小 さ

な!目 です 。

SC']'

Part.1

1，一 供の 冤L一私 重廴 外 見 上 も考 え方 も 今 よ りも老

け て いた 。

2_拠.よ.丈 ノ～一か.ら_ヘ ンな人 だ と言 わ れ て しま う。

3家 の 蟇 .Lは 昔 か ら低収 入 だ が、 不思 議 と か な

り ぜ い た くで あ る。

4 _私 の去 敗.，の 最大 の もの は、 ア リーナ の い い席

の チ ケ ッ トをも っ てい たの に 日 をま ちが え て ダ フ

屋 か ら買 った2階 席 で コ ンサー トみ ちゃ っ た こと

だ なあ…

旦一家の△ 鉢 私.を一.呼び 捨 て にす る こ とはほ と ん ど

ない が、 私の 友達 はた い てい 呼び 捨 て に され てい

る.

旦 邇 邂 意に なる一の独廴誰 かの似 顔 絵 が上 手 く書

け た とか、 タイガ ー スが圧 勝 した とか 他 愛 もな い

こ とが多 い，

ヱ～銚 ミ は キ ライ だが、 ケ ンカ は好 き だ。

一β.私 が知 り.た込 ζ.と鉢 ，私 の こ とだ。

旦 私の 父 一は私 の 人格 形成 の 上 で 大 きな役 割 を果

た して いる 。

10私 が」き」…夂、な一のは_ス ブ タと 玉ネ ギ の はい った

ジヤ ガイ モ ・サ ラ ダと俵 万 智 の短 歌 だ。

11私 の 鈕廴 は 「私 」 の表 現方 法 の1つ だ 。

12死 一は富 め る者 に も貧 しき者 に も、 幸福 な者 に

も不幸 な者 に も、善 人 に も悪人 に も、あ りとあ ら

ゆ る命 の うちに 平等 に訪れ る、

1鉱 ム彑.が それ ぞれ に 「個」 であ る と改め て気 が

付 く折 々、 自分の 傲 りをつ くづ く思 い知 らされ る。

14 .私の.で豊 な.いζ.と姑 一.少しず つ減 っ てい る。

!廴 運 軌.も 嫌 いっ てわ け じゃな いん だ け どな あ… 。

16 .彊来 と い う言葉 を口 にす るの が年 甲斐 も な く

思 える。 そん な こ と じゃ、 い け ないの に 。

ユヱ_も.し、私一の量 が.男 だ った ら、 私の 父 は 女 なの か

なあ 。 いや だ なあ 。

18仕 __があ るか ら 休 み が うれ しい。

19；私.が.ひ.至か壟_世 界征 服 を狙 って い た小学 生 だ

っ た こ とは 今の 自分 には い さ さか脅 威 だ。

2(L世 の.虫.わ けわ か ん ない か ら お も しろい。

塾_表_ど っ こいほ い さ っさ …な ん て書 くの は 回避

です ね?

??_一  .は一軽 い 記憶 喪失 に な った気 が す る。

2；i私φ三心盈一ひか 拠 るの.は_宇 宙 と シン ク ロ してい

る人 聞 の 中の 潜在 能 力 に関す る ことだ 。

怨_私 の 不乎 ごは一江 戸 文化 の 評価 が不 等 な こ とだ。

2廴1私の兄 弟(姉 妹) _は 私 よ り生 活 年齢 が 上 だ と

思 っ て いる らしい。 癪 だt

26」戦翳で1；虹 と一 っ ても真 面 目です っ て言 うと ぶ

たれ そ う…

27 一私 の 輒 一は似 顔 絵 に な りに くい 、

箆..金ま.では_運 の悪 い 目にあ っ てい な い。

29..女.と 男 は精 神構 造 が全 くちが うの だ ろ うC

3⊆L私捌 畏敗こだす辺 蛙 .い つ どこだ かわ か らない け

ど、 スナ ップ写真 の よ うに くっき りす るあ る光景

が多 い 。

Part II

ユ_家 で娃 .食 べ る こと と寝 る こ とと その仕 度 ばか

りに費 してい る感 が あ る、

2一私 を丕安蕪 す 一登の 董凱 日常 性 に埋 没 して しま い

そ うな 平和 な 日々の繰 り返 しだ 。

3友 .だ溢 ，，.ヘンな奴 ば か り。

4 一私 は」鉦 ≦一.食べ る。

.廴 造.L私 が 。今死 ん だ ら、保 険 金が か な りあ る は

ず なの で、 そ の3/4をW・W・F(世 界 野 生動 物

基 金)に 寄贈 してほ しい。

6私 の母 一.はか な りの も の だ。

コ_も 弖 ご度 や り.直豊 る_な一蚤 一3年 前 の 夏の 日に戻

りた い。

豊_黒 、は どい つ も め ん ど くさ いん だ、 き っ と。
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9：私の 眠..り_は私の覚醒暗よりもある意味で重要

だ。

10 校で1；廴授業の無い時間は 好きに使えるのが

いい。 (学校=職 場)

⊥L恋愛一は理性のタガをはずし、平生の主張をく

つがえし、エゴイスティックなロマンチストを作

りあげるtl

12も レ私の父炬一.普通の勤め人のように 家にいつ

もいなかったなら、父は不可解な存在であっただ

ろう。

違」自殺.す るなら やっぱり薬かな。

14私 が好.ぎなのは_何かをr好 きだなあ亅としみ

じみ感 じ入ることのできる時間だ。

15私 の頭脳 .はすでにかなり おとろえているのだ

ろうか。

16金 _を使いきれないほど持ちたいとは思わない。

しょせん物欲を満たす手段だ。

17私 の野心 _は眠らない。

18 の理想像は 松にからむ藤つるだ。

19私 の気持iは私にもわからない。

zo私 の健康 .は いちおう維持されている。

21私 杢残念一なの墨廴学芸員をあっさり あきらめて

しまったことだ。

皿 六部：分の一時聞を葡 の日と同じ様に費している。

23_婚.し た後も 「個」である自分を持ち続けた

い。

齲 壬の.よ廻時.は何を見ても美 しくて感動して

しまう。

25ど う.し工 も秘 劃 ダイエットを続行しきれない。

26家 一の，△匿 やっぱり みんなデブです。

2?私 が羨 まLし埜の一は.甲子園球場にす ぐ行ける所

に住む人達だ。

28 を一どユた時.カ ッコいい 生き方をしていたい。

盤 」私ガ努カーして黛i弖のは積 極的に行動をおこそ

うとすることだ。

30私 逆忘れ.られ.ないの.は.あの人の はんなりと

笑む目の中に咲いていた桜の花だ。

パーソナ リティ ・スケッチ

社会 し職業は教師であり、この職業に対して肯定

的な態度が窺える。以前は、学芸員を志望してい

たこともある。

家庭茎.家族構成は父母と弟で、家族関係は親密な

ようだ。

身体⊥健康上の問題は特にないが、太っているこ

とを若干気にしている。

短能⊥興味の範囲が広く、また、表現も機知に富

んでいる。精神分化度と知能はかなり高い。

気質 蹇一記述が具体的で、日常的な事柄についての

記述が多い。また、表現にやわらかさを感 じる。

基本は循環気質と思われる。

九動⊥表現に若x顕 耀性が見 られるが、比較的安

定している。ただし、自己同一性は十'r}立 して

いるとは言えない。

指亶主占い、文学、野球、野生動物の保護など広

い範囲に関心を持っている。また、自己に対する

関心が強く、自己を深く理解したい、 「個」とし

ての自己を持ち続けたいという欲求が示されてい

る。

事 例1430才 女 性 イ ラス トレー ター・

WAI

① わたしが育った土地の地形。

② 架空の小石。

③ 描 くという行為。

④ 様々の動 く言葉。

⑤ 黄色い顔をした、わたしに似た誰か。

⑥ 刻々に{と めどなく}変 容する構造。

⑦ 記憶。

⑧ たくさんの人、たとえば知り合いだったり、■

囚■会ったこともない土地に住む人々であったり。

⑨ 指や歯。

⑩ 出現の連続。

⑪ 生命。

⑫ 太陽のつま先。

⑬ 流れ。

⑭ ～から～。

⑮ チタニウム ・ホワイ ト。

⑯ 昼と夜。

⑰ 神話によって わたしは(あ なたは)多 くの出

来事、多くの人々となる。

⑱ 運動のなかのある一点。

⑲ 場処。
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⑳ 声 。

SCT

Part I

1 供の 虱 一.私.1廴川 を渡 っ た。

2二 私 は≧よ一く、ムか咳L贈 りもの を も ら う。

β_家 の暮 し.を こそ私 は好 む 。

4私 の失 敗 .に は 時 と して実 に興 味 深 い ものが あ

る。

旦.家 の ム は私 を とん ぼ だ と考 えて いる。

.6.一私 丞得 意 にな るの一は 珍 しい こ と では ない 。

ユ_皇些Lは いた る と ころ にあ り、 それ があ な たや

わ た しを悩 ませ る。

8：私力些 匹り.闘た いYと 」廴.それ ほ ど多 くない 。

旦 私 の 父_は かつ て 一一匹の 犬 を飼 っ てい た らしい 。

10'私 一力圭i乾ら曳》な の弖ま..陸で死 ん だ ま まに な って い

る魚 類 。

11私 の服.一は風 で ふ くらん でい る。

12_死1ん だ男 と い う小 説 が あ る。

13Ahは 黄 色 い服 を着 て、わ た しの家 へ 来 る。

14私 一のヱと壼」な込 」二Lと孟ま.い くつか あ る 。

15運 軌 会 の 万 国 ■旗 が不 思議 。

坦 将 来_性 をかわ れ て わ た しは主 婦 に な った の だ

が....c

12Lも 励 の母塑L退 職 した らと思 う間 もな く、 彼

女 は退 職 した。

18仕 皇 一と■ き くと、 わ た しは黙 る。

19私 がひ そ.塗に_買 った イ タ リアの 皿 は 中に イ タ

リア料 理 の絵 が 描 かれ て い てと て も素敵 。

20  虫一.や世 の 申 た くさん の 世の 中 が行 進 して

い る。
`ll夫

.の息 子 は 今8か 月 だ。

2Z晦 私、は..無性 に楽 し くな る。

箆.私 が心 を登 趣 るの嘘廴 風 と梢 が つ くる動 く魔

法 の城 。

2廴 私の丕 平彊L一 方 に これ が あ り、 も う一 方 にあ

れ があ る とい った こ とに発 して い る。

撫 甦の.兄弟.鱗)_は いつ も けっ こ う忙 しそ う。

26職 疉で 一は_と な ると これ は も うなん と も答 え

よ うが な い。

27私 の 顔 .一は 「顔 へ の帰 還」 とい う詩 をわ た しに

書 か せ るほ ど常 に つ きな い考 察 の対 象 だ った 。

28  で娃 _バ ナ ナ を買 っ てい たが この 頃 はバ ナ

ナ とキ ゥ ィー を買 う。

29女.一の 靴 は安 い。

34 一私 遡 思い だすの は..光線 の具 合 い や感 触 それ に

匂 い。

Part D

⊥ 家で.は.一いま サボテンの花が咲いている。

2'私 を丕安にiる のは一しばしば 声であったりす
る。

三廴友だち.とわたしは1枚 の画布に描いた。

4私 はよく 眠る。

5も 一L私かL壁だったら、きっと落書きだらけだ。

6私 の量_は今q電 話で紫の靴の話をした，

ユ.=もLう.ご度やり.直せ弖 な弖上 いった考えにどん

な意味があるだろう。

β_畏_は あるとき、写真の申に落雷を見つけた。

9私 の眠.り.のために いろんな素敵な夢が用意さ

れている。

10一学校で弖廴 スリッパをぱたぱたいわせて歩き回

っていた。

1：L恋愛_小説は楽しい。

12_も⊥ζ私の.父が.壁 だったら、おそらく落書きだ

らけだ。

13自 殺_した猫のことを わたしはいつまでも よ

く覚えている。

14私 が好豊なの璽Lい うまでもなく 太陽だ。

ユ5私の頭脳_とは よい友人関係にある。

遁_金、曜 日は 何となく なつかしい感じがする。

17私 .(蟹心一は お話にならない。

18 一妻一の足は平たい。

19'私の気持_{ち}は 引っ越しに傾いている。
20私 の健癆廴は どうも不健康だ。

21私 杢残念.なの麩_，日曜の雨降り。

22丞 部分の壁聞を国わたしは 息子と過ごす，，

23 _婚 一式の招待状が届いた。

24調 子のよ。込時_もあればそうでない時もある。
25ど うLヱ 当一私壟廴同じ角で転んだC

26..家の△弖廴 元気だ。

皿∠私が羨ま工亙Σの.壟廴美しい椅子C

z$年 堂.と』2.た皚_わ たしは日なが一日、絵を描い

て暮らす。
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Zs 一私が努力.一しLて.込るの」劃それが好きだからだ。

30私 逆 忘れム劃蟹) 一のは_と何度も 何度も話した

い 愉快な出来事がある。

パーソナリティ・スケッチ

社会.⊥明確な記述が見られない。

家庭3，両親は健在で、兄弟もいるようだ。現在は

結婚しており。8ケ 月の息子がいる。

身俊L健 康にはあまり自信がないようだ。

知能 ：WAIに はメタファーが多用されており、

その表現からも知能の高さが窺える。

気質■表現が抽象的であり、現実性 ・具体性に欠

けている。これらは分裂気質の特徴である。

力劃LL表現に顕耀性が顕著に認められるが、全体

的には安定 している。

壷咆」し視覚的なメタファーが多 く、また、絵画に

関連する記述も多 く見られる。審美的な指向が強

いことがわかる。

40代 ～50代

事例1545才 男性 会社員

wAl

1私 は、建設会社に勤務するサラリーマンです。

2勤 続26年 になり、現在の役職は課長職の会社

員です。

3《 地名》生まれで、7人 兄弟の三男坊です，

427才 で結婚して、現在二児(男2人)の 父親

です。

5妻 よりいつも子供にあますぎるといつも ぼや

かれている父親です。

6運 動神経にぶ く、スポーツ嫌い人間です。

② 短気ですが、また反面楽天的な性格の持主人間

です。

8音 痴で、音楽嫌い人間です。

9遊 びは一通り何でもや りますが、弱 く皆に喜ば

れる人間です。

10一 応、会社人間です。

ll丸 顔で色黒で、肥満型の体型の持主人間です。

12酒 好き人間で、時々二日酔いになる人間です。

⑬ 消極的人間ですc

14高 血 圧 の持 病 持 ち で、将 来の 健康 に不安 を持 っ

て いる人 間 です 。

15食 物 に好 き嫌 い な し、 何 で も食べ る人間 です 。

16家 では、 何 も しな い人 聞 です 。

17人 に誘 わ れ た り、頼 まれ る と、 なか な か断わ れ

ない人 間 です 。

18清 潔 を求 め る人 間 です 。

19休 日は、 ごろ ごろ して テ レビばか り見 てい る人

間 です 。

20早 寝 、 早起 人 間 です 。

SCT

Part I

ユjF供 ”!：?4 i一一私 は_：気が弱 く、 ま たわ が まま で、

親 をよ く困 らせ た もの だ 。

2.一私 は よ一≦ム か 」ら」少 し消極 的 では な いか といわ

れ る。

{廴家の盞i』.は 世間 で よ くい う中の生 活 で あ る と

思 い ます 。

廴 私 の 失敗.一は 、短 気 で、す ぐか あ 一 とな る性格

に あ る と思 う。

弖_家 の虹 逸私1廴 酒 を飲 みす ぎな い よ う、 体 に気

を つけ る よ うい つも 言 うc

」§_私雌 慢意 垂こな弖 の輩廴 これ とい っ て、 別 に あ り

ませ ん。

ユ.一至kLは 、み に くい もの であ り、避 けて通 りた

いも の であ る。

β_私 が 知彑 た い」二と基 一肩 分 に関わ りの あ る こ と

ではあ るが、 無理 には知 ろ うと は思 わ な い。

旦 一私 の 父..は、 よ く仕事 を し.よ く酒 を飲 ん だ 。

人 の面 倒 を よ くみ た人 であ っ た。 それ な りに尊敬

の念 が あ る。

辺Li私遊 き塾iな の .は一み に くい争 い ごと です 、「

lL私 の」狠一は、 いつ も地 味(紺 、 黒 系統 多 い)で 、

派 手 を好 み ませ ん 。

12_x_天 命 を待 っ 。

坦..A一彑.そ れ ぞれ に、 各 々が で よい と思 う。

1廴 私の で窒 な曳9.と 壷廴 運動 、 音楽 、etc.

15運 動 運 動 神経 に ぶ く、 ス ポー ツ嫌 い であ る が、

せめ ても う少 しゴル フの練 習 を しなけれ ば と思 っ

てお る 。

1⑥ 授 来_と も 平凡 で健 康 で あれ ば良 い 。
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1?_も蔓私のL母が_元気であれば、家族ど一緒に旅

行したいと思う。

1δ」土皇5/1付 で転勤になり、現在勉強申であり

ます。

19私 がひそかに_思 うことは、昔の思い出である。

怨_世の中_平穏無事であるように祈りますa

2! 家ではなにもしない夫でありますが、自分

なりにまあまあだと思っております。

22」聖彑私埀廴 酒を飲みすぎます。

23私 遊亜をひかれるの些 やはり 女性でしょう。

2廴私の丕 平は_今の日本の政治であ ります。

25私 の促弟 .嬾 〉_男兄弟3人 女姉妹4人 私

は三男坊であ ります。

26 一戦鬚一では_転勤してきたばかりで、いまいちと

いう感じです。

皿..私の組 は、丸顔、色黒赤 ら顔でありますが、

まあまあ並だと思っております。

Zs今 までは_体 にあまりいとわなかったが、これ.

からは気をつかっていきたいと思う。

怨一一一女一一は、なにとなく、口うるさいものです。

30_私が墨塾一だすの基一高校時代の思い出です。

Part II

1家 .では一珂 もしない夫であり、子供に甘い二児
の父親であります。

2 一私を丕宏鑓立 る一の娃一高血圧の持病があり、将
来健康的に不安を持っています。

3友 だ一ち一高校時代の悪友4人 と年に数会家族ぐ

るみで団らんしてます。今年の夏は長島温泉1泊

の予定で、楽しみにしております。

生 私廣よ.廴酒を飲み、たびたび二日酔いに襲わ

れ、翌朝反省に及ぶ。

J 一もL私 杢一子供時代に戻れたら、何々がしたい

と思うことがある。

6私 の母」ま明治43年 生まれ、高血圧、心臓の

持病持ち。できるだけ長生きしてもらいたいもの

だ。

コ_豊うニニ度：堂嶼 るな弖_サラリーマンでなく、

自分で商売をやってみたい。

8 _は、いつも堂々と生きたいものです。

9私 の眠 り_高 血圧のせいでしょうか、早寝早起、

床に入れば2～3分 で眠りに入るそうです。

辺」学校では.，それなりに、できの良い方であった

と思う。

ユ⊥二恋愛学 校時代S会 社入社後それなりに。

!2_も.し私の父塵童生存していたならば、時折一緒

に酒を飲む機会を持ったことでしょう。

13自 .殺一なぜ自殺するか、理解しがたい。

14私 蟹 き..なの.は一_家族です。

15私 の颯 廴 それなりに記憶力はまあまあである

と思うが最近歳のせいか、鈍くなってきておりま

す。

le一一金多 くあるにこしたことがない。

エL私.の墅心.ない。現在の状況で満足しておりま

す。

18  二児の母親としてまあまあ及第でしょうが、

最近口が少々うるさくなってまいりましたが、よ

くやっている方でしょう。

ユ9..私の気持一.は、いつも不安定

20私 の健康一、30代 中から血圧高く、また酒の飲

みすぎによる肝臓が心配、将来不安ありC

aL撚 孅 念なの蛮廴家に女の子がいないこと。

皿丞 部分の時聞を一ただ なんとなく過している感

じがする。

23  昭和46年 社内結婚

24_.壬 のよ公墮一1は、うれしく、楽しいものですr，
2a 一ど}一.しごて翌私.は..減量することに対して意思が

弱い。

26r の△弖廴 母親、兄弟、姉妹、妻 皆私の体を気
づかう ありがたいことです。

27 一私遊羨ま一.レいの彊Lゴルフが上手な人です。

2廴年皇と一ユた時_ただぶらぶらと過していると思

われます。

29一私杢努力亙こく竺るの迄；廴何もありません。

釣一私塑忘逸ちれな.いの基.一盲腸で手術した時の痛
みと1ケ 月の入院生活が記憶によみがえります，

パーソナリティ・スケッチ

社.会⊥建設会社の課長であるが、転勤直後のため

職場にまだなじめないようだ。高校時代からの友

人と現在も家族 ぐるみで交際している。

家、庭t7人 兄弟(男3人 、女4人)の3男 として

生まれた。父は既に死亡。母は存命だが、病弱の

ようだ。27才 で社内結婚し、現在は男児2人 が
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いる。女の子も欲しかったようだが、家庭生活に

は満足している。

身体ま高血圧の持病があり、飲酒による肝臓の病

気も気にしている。減量を試みてはいるがうまく

いっていないようだ。運動は好きでない。

短能t平 均的と言えるであろう。

気、質⊥対人指向が強 く、循環気質が基本と思われ

る。

』彑動 二高血圧、肝臓など心気的な傾向が認められ

る。また、消極的で、あまり自分に自信が持てな

いようだ。

ま宣直1'仕事と家庭を中心とした人間関係に関心が

向いており、他の趣味はほとんどないようだ。

事例1657才'男 性 会社役員

WAI

① 私はかなり自分勝手な方だと思う

2真 面目そうだが 結構 軽いのも好きだ.

③ 先のことを考えるのは入れ込むが 過ぎたこと

はすぐ忘れる.

④ こまかいことはあまり気にしない方

⑤ 食事については極めて大切にするし、うるさい

方

6運 動は大好き、あの集中力は必要と思う

7女 性は大好き、生き一 してうらやましい

8友 人は人を選ぶ.

9父 親としては 一緒に遊ぶ努力不足で 反省して

いる

⑩ 夫としては お互いによく努力し よく成長した

と思っている

11仕 事は 銀行員として、色々と巾広い経験をし、

まず一 だったと思う

12第 二の人生も張合いがあり、我が人生 運のあ

る方だと思う

⑬ 大学、結婚、就職、再就職と節目での運は強い

方か

14第 二の人生では、仕事、趣味、社会の三つを均

しく大切にしたい

⑮ 健康には気を使う。元気でないと楽しくないし、

人に迷惑をかける

16ヤ セの大喰い、勝手に喰べるが、53kg程 度

で変らず

⑰ 悪筆は長い間、今でもコンプレックス

18水 泳と懸垂がダメ、100ml1秒7が 大切な

誇り.

19両 親には良い次男だったと思う。親孝行がもっ

としたかった.

⑳ これからの夢は 八ヶ岳の小屋で 月2回 位ゆっ

くりすること

SCE

Part I

⊥jE供 一の頃：L私は..よくいたずらをして先生に叱

られました.

2：私はよ二△か.ら_一見神経質そうだが 案外そう

でないと云われる.

3'家 一〇t暮Lは 夫婦各々、子供3人 各々が好きに

やっている.母 親の明るさが何よりである.

4」私の失敗.は字を下手なま 》で、終 らせたこと

水泳を覚えそこなったこと

5  の一ム姑一私亙.勝 手なことを云うと文句を云う

が、折目一 には一応敬意を表してくれる

 Eliが得意に.なる0)は_特 にない.中 途半端が多

い 唯 これからの人生で、得意になれるものを築

き上げたい

ユ_争.ヒLは好まない。男として、腕力で勝負をつ

けねばならない場面は必ずあることは覚悟 してき

た.

8私 が知.り一た込」ことは..世界中で、人種間題から

の、 トラブル流血が続いているこの解決の道。人

間に進歩はあるのだろうか

9私 一の父一は貧乏旧家の長男意識の権化であった

な、きびしかった.も っと楽に本人が行動出来た

らと、子供として 父に同情する

10私 杢き一らいなのは 人前で字を書くことである

11私 の月廴は、自分で考える方である トータルな、

TPOを 考えた、組舎せを大切にする.

12死 一は止むを得ない.充 分生き切ることを心が

けたい.

13人 .々一は 皆 それぞれでよい

14私 の[で窒 な.い弖豊 廴 水泳と懸垂

15運 動一は大好きで、水泳以外は殆んどこなした

16将 来.一夫婦二人になっても、楽しくやって行け
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そうなのは嬉しい。

顕 し私の母が.父の死後、もっと長く元気でい

たら母らしい人生の楽しみ方を出来たのにと 残念

である.

ユ8仕事Lは嫌いでない。しかし仕事がなくても 人

生を楽 しみ 社会へ役立てることが出来るようにし

たい

19私 がひまか弖迄、毎年夏に夢見るのは、都立高
の星として甲子園へ出場している主将の私である

2ΩL世の曲Lこ こ2-3年 の変り様は凄いことであ

る

毋_夫 一は夫.妻 は妻.そ して夫婦は夫婦 これであ

りたい

22 .彑私は.試験に追われて、やっと解放された

夢を見る 人生最後の挑戦だから、と云うことなの

か.

23私 が心』を登か劃る.の飃一：最近の女性に多く見ら
れる 知的で、豊かな表情である.

24私 の丕.乎.は_次男坊がもっとガムシャラであっ

てほしいこと。又父として幼年の彼と強 く遊んで

やらなかったこと

忽廴私の旦弟一.(螳蜘 _兄 、弟、妹の3人 もうすこ
しまとまりがあって良い.

26職 場ヱ慧廴明るく、正しく、仲良 く と心がけて
いる 大変だが 張合いはある

Z7」私の顔_は写真で、昔より今の方が 良いと思う

ギスギスしなくなった様だ

28 ま.で鑓_流れに任せて来た気がする これから、
自分なりに選択することになると思う

29.」女 、は女として、なくてはならない 今の日本女

性は立派にやっていると思う

30私 杢思竺だすの壟廴九少卜1・八幡の昭和20年 の

空襲の夜、大学入試発表の日

Part皿

ユ_塞で」ま一一家庭料理中心に 一家で賑やかである.

2.一私壷丕安.にするのi；廴皆元気で順調なだけに、

交通事故、病気など思わぬピンチが来るのでない

かと 云うこと.

凱 友だち.、は程々、年令柄 友達つき合いが大切に

なってきた.

4一.私匿鉦玄 家内と世間話をするようになった.

 お 互 に 同 じセ ン ス、違 うセ ン ス とあ って、 各 々 に

 非 常 に面 白い.

 5..豊 し畆 遊 ゴ毎外 駐 在 を して いれ ば 家 内の夢 も叶

 えてや れ たの に残 念 であ る.

 6私 の母.一は 東北(岩 手)そ の もの の線 の 太 い、

芯 の 強 い人 で 、立 派 であ っ た.父 が 厳 し く、好 き

な こ とが 出 来ず で 、 もっ と私 が親 孝行 す べ き だっ

 た.

ヱ_も.一う二二.度至 り一直：せ弖 なr大 学 の とき 野球 部 に

入 って 神 宮 で試 合 に出 てみ た か った

旦.塁.に 生 まれ てよ か った と思 うが 最近 の 女性 の

頑 張 りには.頭が 下 が る.

9，..私の壁民り.一は 深 いが 短 い.最 近 は、3時 頃 に 一・

旦 目が覚 め る

憩_堂 佼 で姑 勉 強 、 交友 、 クラブ と程 々 と 云 う所

上 に行 くにつれ て、 フ ツーの 生徒 とな っ て しま っ

た.

U_恋 愛 一は 当然 で、 必要 な物 年令 に拘わ らず あ

って 当然 と思 う

12..も.し一私の一父 が..次男の 私 の所 で老 後 を過 した な

ら、 家 内共 々 父 と母 に も っ と楽 しん で も らえた こ

と 》残念 であ る

13.誼 殺_迄 考 えた こ とは ない が、 考 え た と した ら、

途 中 で止 ま るの は、 誰 で も難 しい こ とか も知 れ な

い.

ユ廴私遊好窒な.の1は一.山でひっくり返って 緑の葉の
そよぎ越しに、光とくもを感じること

15私 の頭脳.は記憶力がなくて困るが、体系的な

理解はまあ一へ と思われる

坦L金.に は、あまりこだわらない.才 覚はないし

株屋には向いていないか

ユ7私の野心Lと云う野心はない.人 の役に立っと

云うことで、私自身幸せを感じるようになれaば

良いと思うが

ユ旦蓑廴は明かるく、元気な妻である 幸いにその点、
我が家は 恵まれている.

19私Vi  a.は割合安定している.悪 いことは適

当に忘れることが出来る.

zo私 の健慶 はまあまあ.タ バコを止めたが 思う

ようにならない

21，私だ残念なの壟廴出身の、《会社名》の最近の

あり様である.ト ップの決断の重要性を改めて感
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じることである

盤 」大部分一の時閲.を_仕事で使ってきた.趣 味への

時間がこれから増えるのが楽しみである

23  .は男にとっても、女にとっても、1人 の

人間として、豊かになれる大きな道である.

24 一調子のよ込壇Lに ポカをやるクセがある 注意し

てる

25ど うし.てあ私は_人 を押し分け、踏みつけて 進

むことが出来ない.**[注3判 読不可能]、 公

正で必ず道があると思う，

26家 の△」ま_お 互に 云えないことを云う でも、

大切な部分は大切にし合う

翅L私嫐 逸し込の姑.一品良く、ふんわかとした老

夫婦

2廴年直 と.っLた時一_JG気で、身内に迷惑をかけない

よう 今から努力している.

盤」私趣努力 して込亙の彊L仕 事での責任全う と

老後でのゆとりへの設計構築.

塾 私が忘劃ら鍵 込の基_ロ ーマの空の青さ.

パーソナリティ・スケッチ

虻会」廴元銀行員であり、再就職をしている。現在

の仕事責任を果たすことに努力している。

家庭主4人 兄弟(男3人 、女ユ人)の 次男として

生まれ、両親は既に他界している。両親に対して

は肯定的な感情を抱いている。現在は、妻と子供

がお り、家庭生活に満足しているが、次男のこと

は気にしている。将来は、妻との生活に楽観的な

見通しを持っている。

身 一'一一禁煙したが健康上若干問題があり、体には

気を使っている。運動はほとんどこなし、特に野

球に関する記述が目につく。水泳と懸垂ができな

いことも気にしているようだ。

知能t自 己に対する客観性や将来に対する見通 し

もあり、知能はかなり高い。

気1質童対人関係に距離があ り、基本は分裂気質と

思われる。

迦軌茎顕 耀性があるが、全体的に安定している。

指垉⊥仕事と家族におもに関心が向いている。ま

た、現在は、老後の生活設計をしているところの

ようだ。

事例1749才 女性 主婦

wAr

1私 は 手先が器用です.

2私 は 色が白い.

3私 は よく眠れる

4私 は 暑がりです.

5私 は 目が悪い

6私 は 太陽が大好きです.

7私 は 野菜が好きです.

8私 は 人に親切です.

9私 は 家の申の 仕事が好きです.

10私 は 人見知をする.

11私 は よく読書をします.

12私 は 新聞をていねいに読む.

13私 は 食物をムダにしない

14私 は きれい好きです.

15私 は 洗濯が大好きです.

16私 は 勤めに出た事がありません

17私 は 人ごみは 嫌いです.

18私 は 物を大切に取りあつかいます.

19私 は 朝が早いです.

20私 は 老人の話しをよく聞きます.

ACT

Part I

ユご壬供の頃，..私璽L男 の申の女の子1人 というこ

とで家族、親せきからたいへんかわいがられ、不

自由なく育てられました.お けいこ事をたくさん

轡った.

£_私毬よ，丈△凌≧ら_かわいがられました.

三廴i家の豊し_その当時としては上の部ではなかっ

たかと思う

4.一私の失敗..早とちりして、物事を先ばしりしや

すいところ

5.家 の人は一私を.一見しっかりしていると見る.

親切.年 よりを大事にする

6私 が得意になるの途廴整理、整とん

ユー皇1止 事はさけたい..野ばんなことはきらい

.β_私が知彑た処ζ.と.は一別になし

2_.私の父_勤勉で 多趣味な人である

巫L私蚕き.弖いなのμLいんぎん無礼.非常識な人
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ユ⊥.私一の月廴年令に合っている.

12_ 安楽死.え ん命そ置はいらない

13Ah 10人 十色で いろいろな人が 世の中には

いるものである

14私 のでき■な込こと弖廴人の前で演技すること

⊥廴運動.あまりすきではない.

16 .将塞_長男夫婦と一緒に住みたい.

17 一翌 し私の母逆.一病気になったら引き取ってめん

どうをみてあげたい.

18士 事一いままでについた事がないのでわからな

い.

19.私力.塾そかに_絵でも習ってみたい.

20世 の虹 十人十色でいろいろな人が居るものだ

2i一 勤勉で、私の父に似ているところがある.

家庭を大事にする

22]時々私は_あまり苦労をしない星の下に生まれ

たのだと思う

箆 私が心壼ヱ些かれ匸るの1は_鍵っ子が最近多いこと

老人のこどく

24'私の丕平は_あ りません.

25一私の呪弟..㈱L男 ばかりなのでさっぱりし

たものです.

26_ _で些 仕事をしたことがないのでわからな

い

27 .私の顔一一丸顔

2姪金実でll廴たいした苦労もなく生活 してきまし

た.こ れからもこのままでいくと思 う

29一女.一性の友人

30私 が馳[だ すの.は_戦争当時のこわかった事

Part II

ユ_家で娃 一このままで良いと思 う

2L私 を丕安にす.る璽 劃.ありません.

3友 だち一一現状のままで良い.

生 私廸よ.メ_しっかりしていると人に言われる

5 .も.し、私，雌病 気になったら家族の者がこまるで

しよう.

6.私 の母Lいつまでも元気でいてほしい

コLもう一二度や.り一j直せるな一ら一一結婚前に勤めてみた
い.

.8男_性 には あ ま り関心 が あ りませ ん.

.9_私 の 眠.廴 す ぐね むれ る.

⑳一学校では.逮 じめであった.

旦_恋愛.したいとは思わない

12」もし私 の父賍 もっと元気だったら旅行に連れ

ていってあげたい.

13自 殺 一きょう味ありません

14 一私が妊豊なの些廴花

li埀私の頭脳ゴ普通かな

16；金_別にこまらない

17 .私の野心_あ りません。

18妻 一一元気で夫の世話をしたい.

!9一私の気持一人の好ききらいをなくしたい.

za私 の健康遠 あまあ元気

21一私が残念なの.1廴人のためにした好意がうらぎ

られた時

翅L太部分の壁聞.を_読書にあてている.

23一一結婚一あまり早かったので勤めてからしても良

かったかなと思 う

24調 .子のよ一豐..清 掃 洗濯をやりすぎる

鍾Lとう.一しLて.も私立廴 めぐまれていると見られる

2廴塞のムは_1私のことをのんきでいい身分だと言

う

鉦 私が羨ま上 望の蛙_別 にない

2廴年を，とっ一た環廴かわいいおばあさんになりたい

29私 が努プユして」良る.の壷廴 いつまでも家族のため
に家事が出来ます様に

30私 鍍忘亀.鎚れな坐 の些ま_戦後の食料不足.

パーソナリティ ・スケッチ

祉会⊥社会的な活動はほとんどなく、近隣との付

き合い程度と思われる。また、勤めた経験がなく、

それを若干後悔している。

家庭主男ばかりの兄弟の申で、甘やかされた育て

られたようだ。現在は、夫と既に結婚 している子

供が居る。両親は健在だが別居している。将来、

長男夫婦と同居 したいと考えている。

身体主健康上問題はないようだが、エネルギーが

ない。

知.能：、ほぼ平均程度。

気質 三、エネルギー一がなく、現実感が希薄である。

基本は分裂気質であろう。

迦 助3一未成熟で依存的な印象を受ける。また、現

状lii足を強調する点が気になる。
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指一向⊥ 日常生活に関心があり、家事と家族を中心

に生活している。

事例1854才 女性 会社員

WAI

1女 性である.

2母 である

30Lも している.

4時 々、社外に出て講師らしきことをしている.

⑤ 一人で長く生きてきたせいか我がままなところ

がある.

6自 分に関係のある人のことを あんがい気にし

てしまう人

7遊 ぶために仕事をしている

8白 黒がはっきりしていることが 好きな人

9い ざという時に役に立つ人

⑩ おだてに乗 りやすい

11美 しいもの、こと、を好む

12時 々疲れて頭の中が真白になる

⑬ 人から頼 りにされる.

14ハ シの持てない入を見るのが嫌や

15母 性的である

16自 分が愛したい人には愛されず、愛されたくな

い人に愛される.

17人 から明るい人だとよく言われる.

※18～20は 無回答。

SCT

Part I

L嫐 の貝乳一私}廴食料不足で、足におできがで

き、そのあとが気になるのでズボンをよくはいて

いた.

一2；私はよ■1く人粧ら_やさしいとか 親切とか言われ

るが 本当はそう言 うことを言ってほしくない

3家 .の暮Lは まあまあだけど、 {きれいな}カ
ーテンを入れ壁紙も自分好みにして

、女性が住ん

でいる家という感じにしたい.

窪墨 の火敗.は 、色々ある。すごく気になるが 努

めて気にしないようにしている だから人の失敗は

あまりせめたくない

5 のム」は私を.一でぶで ボテボテしていて格好が

悪いと言う

企 麹 野得意になるの娃一自分で生きてこられたこ

と位か

ユ.争：込_事は嫌いだ

s私 が知⊥り.たいζ」とは.一人に迷惑をかけているの

に気がつかないのか しらん顔しているのか その

ような人の神経はどうなっているのか知 りたい

9私 一の父.一はやさしかった。手先がきようで何ん

でも作ってくれた.そ の血を受けたか 私もきよう

である.

辺L私 が.き」う込一なof iは.一知ったかぶりをして話す人

と、自分の自慢話しを何日までもしている人

ユ1私¢嚠廴は、少し派手目だが自分では その方が

似合っていると思うし 気分が明るくなって好きだ

から

12.死 ぬ ことはまだ怖い、 しかし、何日かは死な

なければならない、自分の人生はこの時きまる

恥 へ々 _の 中にはいろいろの人がいる 好きな入も
いれば、嫌いでどうしようもない人もいる

14.私のじ空き. Yと.壟廴あまりない。ただや らな

いだけ、で若さをとり戻すことは出来ない 残念な

がら

15運 動.することは好きだ，観ることより 自分が

やりたい。スキー、ゴルフ、水泳、登山eしc気 が

多い

ユ6」豊来.広い庭に犬を飼って、アトリエで絵を描

いていたい

17 .し.私璽畷.長 生きしていてくれたら、甘え

てばかりいたであろう

18 .仕裏 は生活のためにしないでよいようになっ

たら 楽しく出来るようになった。

19私 が登そ.か垂L秘密にしていることがある.そ

れは誰にも言えない

Z_0一 虫_は思うようには ならない.だ か ら工夫

することが必要なあだ

21 .一は、頼りになる人がよい

z2」時/s.私弖凱一人で旅をしたくなる。

23私 蚕心1を登か蝨るのは_素敵な生き方をしてい
る人と出合えたとき

24私 の丕平.1ま..自分の時間が持てないことである

25私 の兄弟 .巡姉妹)_は 沢山いて それぞれ 自分

を主張しているので面白い
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Zs  で埀廴 なるべ く 明るく振る舞うようにして

いる.だ けど 時々男の人のだらしなさが頭に来る

2：7一私の覿.は普通だと思っている。子供の頃は目

が一重だったので二重になりたくて 仕方なかった。

Zs ま.では一.もう人生生活長くやっているので こ

れか らもあまり変わらないと思う.

29一女_であったために 惜しい思いを随分して来た

だからと言って男になりたいとは今は思わない

鐙 一私蚕思込一だすのは一子供の頃の楽しい思い出と、

純粋に人を愛したときのこと

Part皿

ユ..麺 劃疲れてよく寝ている

2_私 を丕安鑑するの些；L健康を害すること.

旦一雄 ち一は多過ぎて均等につき合えない。もっ

と時間があれば、ご無沙汰している人に逢いたい

4」 郵まよゑ もの忘れをするようになった。

弖土 し一私冶廴家庭人であったら今の私は居なかっ

たであろう.

旦 私の母Lは 、美人だったと聞く.母 の働く姿を

知らないだけに よけい美化されているのかも知れ

ない

Lも 一う二度や り一直：せる.な.ら.やりたかったことが

沢山ある.そ の中でも一番や りたかったことはデ

ザイナーになることである.

旦.果.の 人と付き合うと、世の中のことをいろい

ろ知ることが出来て 身になる話しが出来るのが嬉

しい.

9私 の眠り」ま浅いことが多い.も っと深い眠 り

が出来れば睡眠時間が少なくて人生長生き出来る

10 校ヱ1廴勉強が嫌いで よくさぼった。それな

のに何かの役をや らされると ことわることが出来

なかった。

⊥L恋愛.は、人聞を成長させてくれる.

皿 』も⊥乙私の.父が_やさしくなかったら 早くから家

を飛び出していたであろう

1殳直 殺一する人は とっさに飛び落ちたり、薬を飲

んだりするのであって、あまり考えてから自殺は

しないと思う

懸 泌 妊き」なの姑_美 しいものを見ることである

15私 の頭脳一はけっして良くない 少し人より感度

がよいだけだと思っている

16 一金.があればあるだけ使いたい 実際使いたいだ

け使っている もし大金持だったら かえって使わ

ないのかな

1?私 の野些Lは 半分仕事をして 半分遊んでいら

れるだけの器量がほしい

18__と いう字は安住という字に見える

1皇私の気掩_は いつもハッピー 脳天気のせいかし

ら 体調が悪い時は気持ちも悪い

20私 の健 康_は、自分で気をつけていないと体が

きつくなる だから あまり無理はしたくないのに

っい無理をしている

21私 が残念なの峯廴もう一度自5}の家を買い替え

ることだが、マンションの値上 りでそれが出来な

い

鉱 太部分の一時聞」を一.自分の趣味と仕事についやさ

れている

23結 __は一・度はした方がいい.相 手を思いやる

気持ちや大人になることが出来る

24調 子.のよL一蛸 一こそチヤンス 何をやっても き

っとうまく行 く

25ど う.L も秘1廴女をやめることは出来ない。

女性 らしさを身につけていたいし、その方が気分

がよい

塑L家の.△弖廴勝手で私に協力的ではない しかし仕

方がない 自分の子供だから.

2?私 遊羨ま.レも瓊壁 。美しく老いている 夫婦つれ

を見るときである.

z$ 一年をとコた皚_美 しく年を重ねたい。そして愛

されるオバアチャンになることである.

29私 が努力.し」熱芝るの姑.ゴ ルフのスコアを_L一げ

ること

30私 嫐 られな込の些廴学生時代の先生である

私に人生に喜びのあることを教えてくれた。

パー一ソナ リテイ ・スケツチ

社会よ会社員であり、社外で講師もしている。し

かし、女性であるためのハンディもあったようだ。

交友関係は広 く、友人に会う時間がもっと欲 しい

と述べている。

塞庭⊥両親は既に他界しているが、兄弟は多い。

両親に対しては肯定的な感情を持っている。現在

は子供と暮らしている。配偶者については不明で
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ある。

身体⊥容姿はあまりよくないようだが、それほど

気にしていない。健康状態は必ずしもよくないが、

無理をしているようだ。スポーツはかなりやって

いる。

知能一廴誤字や脱字が散見されるが、かなり知能は

高い。

気質乳活動的で、対人指向も強い。循環気質が基

本であろう。

力動.茎.かなり顕耀性が強 く、また、周囲に対する

不満もあるようだ。若干安定性を欠いている。

指.向⊥主な関心は対人関係や審美的なものにある

ようだ。また、スポーツはかなり広 くやっており、

現在はゴルフをしているようだ。

60才 以上

事例1961才 男性

WAI       !・
1人 間である.

2日 本人である.

3こ の世の生物である.

4高 等生物である

5意 思のある 考えのある生物

⑥ 行動に責任を持てる人

7自 制鰡心のある人間    LY：

8家 族の幸せを願っている人

9常 に向上心をもってる人間

10少 しでも新しい知識を吸収しようとしている人.

11誰 からも愛されたいと願ってる入.

12家 庭の発展に努めている人

13人 生を有意義に過ごしたいと思っている人.

14社 会に迷惑をかけない人間として気を使ってい

る入.

15社 会のルールに反しない様、努めている人間

16子 孫にほこれる人間になりたいと思っている.

17自 分の歩いてきた道にほこりを持てる人間

18自 分を大切にしたいと思ってる人間.

19残 りの人生を無難に過ごしたいと思ってる人

20自 分の考えを持ってる人間

SCE

Part I

⊥=子供の璽L私 娃一幸 せであった。

2L.私はよ二く遵恒廴一言多いと云われる。

3'家 の暮.し仁若い時は経済的に苦労もあったが、

現在は良い方だと思っている.

4」私の蜘L酒 席で口が多くなる。

5家 のゾ壷ま私豊～良いお父さんと思っている.

鋤 得意にな_るの埀廴 得にない.

ユ 蝕_ご とはきらいであり、できるだけ、さけ

る様にしている.

塑 知.りたいζと.豊ま_政治家の税金、特にパー

ティの利益に対する課税の間題

.9_私の一父.一、生きていたら、もう少し、楽しませ

てやれた。

la私 遊き弖概なの塾込 の気持を迷惑を考えず行

動する人

1」L私刎 廴全般的に地味である.

12 必ず訪れるものであるが淋しいものである

箆 人 夊_幸福を願う。

14私 の一でき一な霊』ζ≧；と3JL体力、知識以上の事であ

る

15 .運軌 好きだが下手である.

16将 来_苦 あれば楽ありで、いやな事は先に手を
つけ 将来は楽に暮らしたい。

Eも 』私の.母かL何時までも元気であれば親孝行

■に努めたい。

1g  忙 しくても、や りがいのあるものであれ

ば.

坦_私蚕ひ.そ2襲に、得になし。

鋤 一世代の違いを感じる。お互いにルール

を守り向上を願っている.

aL去_家 族の発展と幸せの為、責任をもっている

2z」贖.夊私.は_老人となった時の自分はどんな生活

をしているか

23私 菱心盈ひ一か也 るの鍾一美しいC.を持った人と

接した時.

塞L私の丕乎毬一自分だけ良ければ との若い入が多

くなった.

饗L私の兄弟_(姉妹)_そ れぞれの家庭があり、別

個の世帯である.

26  では_常に存在を認められたい。
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27私 の顔L色 が黒く魅力に乏しい。

28今 ま では一順調にきたが、将来はどうなるか。

29女 .和服を着せたいと思う。

3d 一私逆思 込だすの瞬 一戦時中の苦労。

Part Il

! では.家族の団らんがほしい。

2..私を丕安鑓す.るのヱ廴.自分が死んだあとの家族

の生活

3 だち..年令をゆく程、遠のいてくる.

4_私 はよ孟 二 人で山の申に自然と共に住みたい

と思う.

昼_も.し≦私塑L若かったら、もう少しやりたい事を

自由にできたと思う。

弖_私.の母一常に他人を意識して、生活している様

だ

ヱ.一も.う二：腱 一り」直せる.なY又 、違 う人生を■歩

いていたと思う。

8男 ..自分の行いに責任をもつこと

≦L私の眠 り_早寝、早起き.

10 校で3廴良 く遊べ 良 く学べ.

工L恋愛_夢を持てる。人生が楽しくなる.

⊥2，∠も⊥!私の父力廴生きていたら、今の自分を見て

貰う。

壟廴宜殺_人間一度は死ぬものである.自 分でたつ

ことはない。

ユ4.私が好壹彑のは_酒を飲みながらの家族との団

らん.

15私 の頭脳諌 して良くない。

16 あれば良いと思っている.

皿 私の野心_子供に残してやれる財産を作 りたい。

18 私より永生きしてほしい。

19'私4j  _.真面目で素直だと思っている。

20私 の健康_今 のところは健康であるが、将来は

心配である.

旦 私が残念一埜の匿 若い内にもう少し、いろんな

遊び(趣 味など)を やっていればと思う.

財 部分の時聞.を_仕事についやしている。

23結 婚_人生の出発点である

24一調子：のよ埜時一一は何んでも自信が持てる。

25]ど .う一レヱも私毬_体力の衰えが目立ってきた。

特に視力が弱った

26” のム娃_皆んな家庭の為に努力している

27私 が羨ま.し塾のjは.一財をなし、子供も独立、夫

婦で余生を送っている人を見て.

2廴年をとった1略.どうなっているかと心配である

29私 が努力 .して埜るのは胴一高齢化社会に対する将

来の生活を考えて.

鎚L私粧忘れムれ.な蜊 墨親友を事故で亡くした

時

パーソナリティ・スケッチ

社会L職 業は不明であるが、仕事に大部分の時間

をついやしている。社会全体に対する関心は強い。

家庭二父親は既に他界しているが、母親はまだ健

在である。妻と子供がおり、家庭に対する責任感

が強い。

身体⊥現在は健康であるが、視力が弱 くなってい

る。身体の衰えを感じ、将来に不安を感じている。

知能 ；.平均程度の知能と言える。

墨 社会規範を強く意識しており、粘着気質が

基本であろう。

立動 廴社会全般に対する不満、将来に対する不安

などがあ り、若干不安定さを感じる。

指向」茎.家族のために生きてきたという自負がある。

しかし、違う人生もあったのではないかという気

持ちも持っている。

事例2080才 男性 無職

WAI

① 老齢年金をもらっている

② 民間会社功労年金をもらっている.

3国 民健康保険に加入 している。

4市 の老人クラブに入っている

5自 分の所有地の自分の住宅に住んでいる

6郷 里に宅地がある.

7高 原に別荘がある

8子 供が3入 いる

⑨ 孫が9人 いる.

103ツ のゴルフクラブの会員である

⑪ 老齢になってからは、年50回 以上ゴルフをや

っている。

123ツ のアメリカ学会と、1ツ の日本の学会のメ



ンバーである

⑬20年 以上海外に駐在したことがある

14大 東亜戦争申は、技術者として動員された.

15技 術的功績で 陸軍省より額一面を授与された

16国 際会議の執行委員を6年 勤めたことがある

17原 発黎明期のアメリカ情報を日本政府のために

調査したことがある。

18昭 和14年 学位論文通過、理博

19昭 和14年 秋、ニールス，ボア先生や、アイン

シタイン博士を訪問した。

20戦 後2ヶ 年間、米国コロンビヤ大学に留学した

ことがある。

scT

Part I

』しjF供 の頃1、_私.は_泣き虫だった

2謡秘 ；薩 く△ か1廴弱虫といわれた

a鑾 の暮し_は貧乏だった

4一」私の失敗_は泳げないのに、悪童の仲間に入っ

て川に飛び込み溺死寸前で助けられたこと

5一」塞の△一は.私」廴 末えっ子として甘やかした.

旦」陸が得意に_な.弖の豊.ノ亅、学5年 か ら中学に入学

したこと

ヱ」争虹一ごとに負けるのがきらいだった，

ま廴私蚕知り一た亙臆.と一は.姐先のこと.

9 一私の父一小役人で、酒が好きだったが、趣味は

豊富な方だったらしい

其L私がき」鼓Σなのは_犬、猫、へび

11'私一の服.一はアメリカの既製品でも間に合う.

⊥2』廴んだ後の事は、心配しない。

13人hの うわさは無視する

14私 ので.き一な埜一ζ、どは_力仕事

15運 動_は健康保持のためにやる.

趣 授ヨ廴は成り行きにまかせる。

工廴翌.し私の母塑_生 きていたら、心配ばかり して
いるだろう.

18仕 _一は、むつかしいことに 挑戦する.

坦 一私凌塾 そ塗k_願 うことは21世 紀まで生きの

びること

Zo世 の虫..のいやな事は 出来るだけ避けて通る.

塞L未_と して がんこ

22時 彑私は_奇想天外なひ らめきを感ずる。
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Z廴私杢心を.ひかれるの弖廴極限の世界である。

2廴私の不乎壟廴無くなることはない.

2廴私の兄策.(姉妹)_に は世話になりっぱなしで

ある.

墨職 顯1廴 他人には干渉 しない。

2：廴私の駁.は他人に不快を与へない。

2廴今峯で.匿.大病はしなかった。
29女iま おとぎ話では若い時は おひめさま、年を

とると、魔法使いか、いじわるばあさん.

塾L私魁思埜だすのは一5才の頃 ほめられると思っ

てしたことで、ひどく母に叱られたこと。

Part皿

ユ_家 では_わがま》を通す.

2一一私を、丕安弖こするのは一壮 事るこ自僧が無くなるこ

と

3 .：友だち一.は無制約にすべきもの

」廴 私はよ{複 雑なことを詮索するくせがある.

弖_.もレ私か廴今急死しても 仕事の上で迷わくする

者は無い.

E私 の曵廴はユーモアが好きだった。

コ_もう二.J度`j”り直 せる一な」う_同じテーマについて

別なアブdyチ を試みる.

S_一一廴は、腕力よりも判断力が物を云う.

9 ..廻 眠廴 は深いが 断続的である.

10..学校で.は_誰もノー トを借りに来なかった.

11恋 愛.一至上主義は 青年だけに通用する.

12も し私のL父力廴生きていたら、よい飲み相手に

なってやれただろう。

13 一自殺 出 来る人の勇氣は、尊敬に価する，

⊥廴私遊妊きなの重廴最先端の存在

15私 の頭腿Lのサイズは平均より大きいだけのね

うちがある.

16L金一.は使ってこそ ねうちが解る.

17. 0野 心_は消耗品である.

18妻 は優雅に老いるベシ.

坦泓 の気撞_は いつも非現実的である.

鐙一私の 健塵～は灰色

2：L私一が残念なの.は_理論的研究を戦時研究のため

に申断したことである。

皿 六部分一の時澗 を_管理的な仕事に費やした.

23緒 婚 当時は満足するのが当然
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24調 .趁 よ込皚 はよく学び よく 遊べる.

25ど 弖.レて坐麹 ま一21世 紀にたどり着きたい.

26_家の.人塵廴私に協力してくれるだろう.

互 私 塑羨まLい の重廴私の持っていない能力にめ

ぐまれた人

壅廴年ヨを.と』2.た皚_で も、新しい事に興味を失はな
い.

2廴硬 努プ1し.て込る.の[は_自分の過去の仕事を 現

在の基準で見直すことである。

30一一私が忘藁ら.れLな坐のヱ廴 自分の間違っていた事

だけが 永久に残ると云ったアインシュタインの言

葉

パーソナリティ・スケッチ

社会■、企業の研究者として第一線で活躍してきた

入物のようだ。現在は、老人クラブにも入って、
老後を送っている。

塞庭.亀具体的な家族構成については、子供が3人 、

孫が9人 いること以外は不明である。しかし、家

族に対しては、父母や兄弟を含め肯定的な感情が

示されている。

身体⊥この世代でアメリカの既製服で間に合うと
いうのは、かなり体格の大きい方である。現在は、
コルフを頻繁にしており、かなり健康のようにも

見えるが、 「灰色」と述べてお り、不安があるの

かも知れない。

知能■短い文章で明解に記述されてお り、かなり

知能が高いことがわかる。

気質」凱抽象的な表現を好み、対人関係にも淡泊な

方であるが、現在も仕事に情熱を持っており、か

なりエネルギーが感じられる。基本は粘着気質と

考えられる。

拗 顕耀性がかなり強 く現れている。しかし、

不安定さはなく、達観しているようにも見える。

指.fa7 自分の研究業績に対する誇りと、現在でも

研究に対する情熱が感じられる。

事例2160才 女性

WAI

ユ.私は二児の母親です

2私 は60才 の女性です.

3私 は料理の好きな女です.

4私 は夜更かし型です

5私 は子供の頃 虚弱でした

6私 は猫の好きな女です

7私 は建築に興味をもっています

8私 は多少おせっかいかもしれません

9私 は子供好きではありません

10私 は二人の女の孫をもってお ります

11私 は娘の家へ孫をお守りに参ります

12私 はヨーロッパの古い建築を見たいと思ってい

る女です

13私 はつまらぬことにくよくよする性質です .

14私 はぼんや りと無為に過すことは好みません

15私 はピアノを弾 くのが好きです.

16私 は推理小誠をよむのが大好きです

17私 は雨の好きな女です.

18私 は物が定位置にないと気がすみません

19私 は健康でありたいと切に思っております .

20私 は好奇心のある人間です.

SCT

Part I

ユ._迦 の璽L私 娃一身体が 弱かったので 家の中

で遊んでいました。

旦一郵 遭よ.≦.人凄五 器用な人だと云われます.

3 の'_し.に ついて私は心配してお りません

ご廴私の象敗_は 数限 りなくあります

昼 塞 のム越私を。.やはり頼りにしていると思いま

す

旦 私が径意董ζ一なるの蛙.ち ょっとした知識を活 し

て ほめられるときです

 一_'`__ごとのあとで 空しい気持に なる程いや
なものはありません

8私 が処篁丞込堂とは一.なるべ く早くしらべるよ

うにしています

止 私の父一はきびしい入でした.

坦。私力ilき一.ら竺なの鈷一だらしのないことです.
11一.私の服 .は ほとんど 自分で作ります

望L死_に ついて この年になると 或程度 覚悟が出

来るようになりました。

13，△女.というと ～の人々というような 小説が

ありましたね.



一WAI・SCT事 例集一一  99

⊥生私.のヱi豊な一いことは.一商売です

亠廴運動Lを したい気持はあるのですが 下手だと思

っておりますので。

16将 来_ヨ ーロッパ旅行をしたいのが夢です.

1? 一も.し.私の 母堕廴いつまでも 生きていたら 尋ね

たいことが いろいろあります

18  中毒の日本人といいますが 私も その一

人。

遯 畷 ひそ.かに～今 志しているのは、彫金を習い

始めて 作品を作ること.

20世 の.哇L何とバカバカしいことが多いですが で

もそれが また好いところでもありますね.

2工一去 」こついて 私は殆ど 満足しております.

22 . 」々麹廴 大へんな自己嫌悪に陥 ります

墨廴私 が・鉦を登塑.血るの1廴上品な女性です

24私 の丕平壷茎L大てい夫や子供に ぶちまけて終わ

りです

25私 の兄弟一」㈱㈱_は とても 仲良く過してい

て幸せです.

墨一職場では_私は 若い頃 よく働いた方だと思い

ます

鉱 一私の顔_は 馬がアン ドン…という位 長いので

す

zs までは_脂 こいものが好きでしたが この頃は

健康上控えています.

29女 ，で いられることは幸せです.

30私 が思込だすの猛；L.小さい頃の 家庭環境です

11恋. 一一というのが至上 だとは思いません

12.」もレ私の.父が_今でも 生きていたら ちょっと

手こずりますね

量 膚殺.な んて考えたことはありません

上廴私蚕好壼塾の基一手仕事です

15私 の頭脳一は 今のところ まだ健全です

16金 は あればある程 いいでしょうね.

171私OJ_!1_.`といわれても 困るほど ありません

18 __としての私は どの位 点が 頂けるでしょう

か

19一私の気持.を一ばんよくわかってくれるのは娘

です
1鎚L私

、の健康_を家族が 気づかってくれるのは 三

年前大病をしたからです

2L拠 残念なの彊L男 の孫が出来なかったことで

す.

22_太部分の皚聞.を一一私は手芸に ついや しています

23 _ 一一してから37年 もたちました

2廴調瓰 よ回時一ほど嬉しいものはありません
`15ど弖

一しヱも私孟1廴ヨーロッパへ行きたい

26家 の人は 私にやさしいです

鞭 羨まLい の彊Lス マー トな体型です.

28  とコ2表豊一になるべ く健康でいたいと思い

ます

29私 が努.カ.して公 るの`廴物事にくよくよ しない

でいたいということ。

30私 杢忘れら塾.な父の._x'は り母のことです.

Part皿

1家 では 私が一ばん おしゃべりです.

2.塑 を丕安にする¢は.夫が亡くなったあとです

旦』友だち一は、沢山あるほうだと思います.

全 私はよ≦一テレビドラマなど見ます

趾 私遵廴男だったら 大した仕事は出来ないで

しよう

」廴私の母一は 頭のよい しっかりした気性の人で

した.

コLも.う一二度や.り一蔵せる彑」ら_私は 台所を改築した

い。

8男 .の人の厚かましいのは最低です

9私 の眠.り_は浅い方だと 自分では思っています

10学 狡 で弖廴わりあい 成績がよい方でした.

パーソナリティ・スケッチ

蟹 辷釦職業は不明であるが、おそらく主婦であろ

う。

家庭 童父母は既に他界しているが、兄弟は健在の

ようだ。兄弟に対しては肯定的な感情を持ってい

るようだが、父親に対しては否定的で、母親に対

しては複雑な思い入れがあるようだ。夫に対して

は肯定的であるが、娘の方に愛着があるようだ。

孫に男子がいないことを残念に思っている。

身体⊥子供の頃は虚弱であり、3年 前にも大病を

している。健康には気を付けているようだが、エ

ネルギーはあるようだ。

知能.；一平均よりやや高い方であろう。

気質■全体に堅さが感じられ、意欲がある。粘着
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気質であろう。

力動 ；.くよくよする傾向があり、依存性もある。

また、若干強迫的な傾向も見られる。全般に不安

定さが感じられる。

指何■一料理や手芸などの女性的なことが好きなよ

うだ。また、ヨーロッパに旅行し、建築を見たい

と考えている。その他に、ピアノ演奏、推理小説

なども好きなようだ。

事例22 68才 女性 不動産業

WAI

1主 婦 です.

2お ば あ ちゃ ん です.

③ ス7f'D`一'ツマ ン です.

4ス タイ リス トです.

⑤ フ ア ッシ ョン ・メー カ ー です.

6エ ステ ・テ ィ ックカ ー です.

⑦ 家 事 整理 屋 です.

8家 族 の健 康管 理 者 です.

9Cookkerで す.

10家 族 の リー ダー です.

11良 きお ちい ちゃ んの 心 の友 です.

⑫ 一家 の 支柱 です.

⑬ 孫 の遊 び友 達 です.

14私 は浪 費 家 です.

15私 は遊 び 人 です.

16私 は食 道 楽 です.

17私 は無 芸抱 食 家 です.

⑱ 私 は楽 天家 です.

19私 は声 楽家 です.

20私 はギ ョウ舌家 です.

SCT

Part I

ユ_子供の瞭，_私」1廴親の愛情一杯に育ちました.

2.一私娃よ く.人から_明るい…と云われます.
3家 .の暮レ満 足しています.

∠L私の惣 ，も少し何事でも 総て真面目に取り組

めばよかったと思います.

旦.家の△は私廴 お人好 し、昔の蛍光灯の様だと

思ってるでしょう

弖 泓炬得意をζ.なるのは_大好きな スポーツをやる

時.

ヱ.一一勉_あ まりに常識以外の発言 ・行動を平気で

やる人

8私 が緲 」た込こと.は_経済の事.

9；私の父 .一会社員 ・温厚で家庭的なよき父.

巫L私が豈ち壓Σなの}廴約束を守らない事.
11私 の跟 .自分自身に納得のゆく 着用して楽しく

なる様な粧いを心がけてます.

12死 後5・6年 で おだやかな死を迎へたい.

13 .ム彑 一なるべ く博愛の気持で接 したい.

14 一私のできな塾ζ惹重廴手先の器用さを必要とす

る仕事.

1廴運動.事情が許せば何でも挑戦してみたい.

16L将__.家 族とおだやかな日々を過 したい.

工乙も亙私の母が。実在していたら思う存分孝行を

して上げたかった。

超L仕事.不動産の仕事は大好き.

塁廴.秘笹 そかに_サンフランの娘の所で3ヶ 月位

東京の家の事を考へないで 過して見たい.

鸚Lあ まりに自己中心になり過ぎている.

21夫 _理想像ではないが年なので暖く見守って上

げたい。

処 瑠 々私壷i廴現在の煩雑な毎日から逃れて静かに

暮 らして見たいと思 う。

23私 逆心量ひかれ，る.は.肌の綺麗な人、憧れです。
24私 の丕乎聾 ，家の中の整理、言葉遣いが今一の

所。

墨 私の兄弟.(姉妹)..姉 はアメリカ永住。弟は《

地名》で悠々自適生活.

zs職 場ヱ1廴家事の合間にオフィスに時々出ます

が 楽しいです.

27 一私の顔一嫌いではありません

28：金まで蔓廴{人 生に}努 力が少し足 りなかった

(精神的に)

塞廴女.である事に満足 しています.

30私 が思込だすの重廴家族との過去何年かの楽 し

い旅行です.

Part皿

ユ_家 で」は一.存在感のある年寄 りです.

2.一私翌丕宏にするg基_現 在の商売が今迄の様に



順調であるかどうか?....

≦廴友だち_大事になるべく多 く持ちたいs

4私 鉢よ≦_後 で後悔する様な発言 ・行動を心な

らずもする事がある.

5 _もL私 が_今 より頭良く生まれて居たら、人生

がもつと変ったかも_.

6私 の母～賢夫人で私の好きな手本でした.

工 も.う二度やり醒 る」なム 新 しいペターハーフ

と人生を歩んで見たい.

8  包容力のある、頭の良い、思いや りのある

人.

≦L私の眠 り..は深い時の方が多い.何 所ででも 眠

れる特技がある.

1建堂校で彊Lあ まり積極的でなく 流れに従う方.

11恋 憂 思い思はれより片思いで成功率が少なか

った.

ユ2_も.し私の父が現 在元気であったなら親孝行を

したい。

エ3自.殺絶 対否定的.然 し誘惑にかられる事もあ

る.

14.私杢好豊なの建 心の糧になる様な音楽を聞き

好きなスポーツ ・ダンスをやる事.

15ｰ私の頭脱 手遅れとは云い乍らひ らめき良い頭

でありたかった。

16 .あ り余る程は必要なし、然 し程々の楽しみ

は持てる程度のお金は持ちたい.

腱 の.野追L孫 に囲まれた庭の広い、環境の好い

住居を構へたい.

18i寒 .やはり夫を大切に自分もある程度活かされ

るタイプが理想.

19.私の気鐘_家族円満ファミリイの健康を切望

堕私 の健康.概ね良好

21私 が残念.なの虻一私の考へてる事が対手に通じ

ない時.

22一.丞部分の時聞.を■.家事に費すより自分自身の事

にも少し専心 したい.

墨」陪婚努 力、努力の積み重ね.

2廴調子鱗 型時一体調の好い時は普段出来なかっ

た家の中の整理を徹底的にしたい.

25ど .う..しても私、は.一睡眠を充分取 りたい.

26家 のム」は.一物理的には私を頼 りにしてます.

27私 逆羨.ま.し必のは.一家族ぐるみで和やかに友達
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墨 一年」を一とユ た蟄_健康第一、好きなスポーツを続

けたい.

29私 杢努カーLて1塾るの」廴体の老化を少しでも遅

くしたい.

3a私 麪忘屯ら血ないの1廴何回かの楽しかった家

族旅行 主人が大怪我をした時

パーツ ナリティ・スケッチ

社会主不動産業を営んでいる。仕事が大好きで、

経済的にも家庭を支えているようだ。

家庭 一し父母は既に他界しているが、姉と弟は健在

である。現在は、おそらく夫と二人暮しで、娘が

サンフランシスコに在住 している。家族を一人で

まとめてきたという自信がうかがえる、，

身蜷ースポーツを幅広く行なっており、この年齢

にしては体力がある。しかし老化に対する不安は

あるようだ。

知能 よ広い範囲に興味があり、知識の範囲も広い。

少しおかしな表現もあるが、知能は高い方であろ

う。

筮 二、エネルギッシュにいろいろなことに取り組

んでお り、意思の強さを感 じさせる。粘着気質が

基本と言えるであろう。

血動二かなり強い顕耀性があるが、自己と他者に

対しては肯定的な感情を抱いているようだ。

指.ICJ仕 事と家事をやる一・方で、幅広 くスポーツ

もしている。また、音楽を聴くことも好きなよう

だ。 しかし、最も大きな関心は依然家族に向けら

れているような印象を受ける。


